
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序．空手vs炎ほのおの魔ま神じんイフリート






　この世界には太陽が二つあるらしい。そのためか、暑い地方の、それも乾かん季きの昼間ともなれば、二つの太陽が容よう赦しやなく照り付けて想像を絶する暑さとなる。




　おれがその闘たたかいに挑いどんだのは、ちょうどそんな日だった。裸足はだしの足の裏に、伝わってくる地面の暑さを鮮せん明めいに憶おぼえている。

　円形の闘とう技ぎ場じよう、その周囲を埋うめ尽つくす猪鬼オークや黒ダークエルフといった観衆たち。彼らの憎ぞう悪おを伴ともなった熱気が、空気の温度をさらに上げていた。

『異世界転移者を殺せ、殺せ、殺せ』──

　同どう胞ほうや身内を異世界転移者に殺された魔ま物ものは多い。貧弱な人間が、裏チート技スキルで魔族の同胞を蹴け散ちらす──そんな話に倦うんだ魔物たちの、おれのような異世界転移者への反感は当時、最悪のひと言だった。

　彼らが求めているのは、憎にくき異世界転移者が八やつ裂ざきにされる殺人ショーであり、間ま違ちがってもスポーツマンシップに則のつとった対等な試合などではない。

　おれは目の前に立つ相手──黒ダークエルフの男と、この決闘デユエルの主しゆ宰さい者しやである大猪鬼オークロードとを見比べた。大猪鬼オークロードの傍かたわらには、手を縛しばられた金きん髪ぱつの女騎き士しが捕とらえられている。

「くっ……いっそ殺せ……」

　女騎士は屈くつ辱じよくに耐たえて唇くちびるを嚙かんでいた。おれがここで負ければ、おれが死ぬだけではない、女騎士も猪鬼オークどものなぐさみものになってしまうだろう。もっとも──

　おれは殺気立つ観衆ギヤラリーを見まわした。

『殺せ！　殺せ！　殺せ！』

　──たとえ勝ったところで、無事に帰してくれるとも思えない。

　おれは正面へ向き直った。観衆の殺気に応えるように、決闘の相手である黒ダークエルフが笑う。黒ダークエルフは手を掲かかげ、なにごとか呪じゆ文もんを唱えた。




　──ブゥン。




　その呪文に合わせるように、宙空に光の線が走り複雑な図形を模かたどる。形成された魔ま法ほう陣じんが回転し、まばゆい輝かがやきを放つ。

　数すう瞬しゆん後ご──燃え盛る炎に全身を包まれた魔神が、咆ほう哮こうと共に光の中から現れていた。

「あれは……炎の魔神イフリート!?」

　女騎士が叫さけぶ声が聞こえた。召しよう喚かん獣じゆうの登場に、観衆はさらに盛り上がる。

「おい！　この闘いは素手同士の勝負という条件だったはずだ！　召喚術を使うなんて……！」

　金髪の女騎士の抗こう議ぎに、大猪鬼オークロードが太い声で答える。

「なぁにかおかしいかぃね～？　彼は立派に素手ではないか」

「くっ……」

　大猪鬼オークロードが笑い、おれの本来の対戦相手である黒ダークエルフもまた、勝かち誇ほこったように笑った。女騎士は怒いかりに満ちた顔で歯ぎしりをしている。

　おれは改めて、目の前の魔神を見た。黒い革で覆おおわれた皮ひ膚ふ、山や羊ぎのような角の生えた頭、その全身に燃え盛る炎。20ｍ近く離はなれたこの場所でさえ、皮膚がちりちりと焼けるようだ。

　おれは女騎士の方へ向かい、言葉を投げる。

「……心配するな。空手を信じろ」

「なにがカラテだ！　なんだか知らんが、炎の魔神イフリートに素手で勝てるわけが……」

　そう訴うつたえる女騎士の声をかき消すようにゴングが鳴った。

　炎の魔神イフリートは、ゆっくりと横に移動する。これがただのラノベなら、迫はく力りよく溢あふれる描びよう写しやで魔神がすぐ突とつ進しんしてくるだろうが、実際の魔物モンスターはいきなりそんな行動には出ない。こちらの動きを見定めるように、猛もう火かの奥から冷たい眼めを光らせ、機を窺うかがう。

　おれは両の掌てのひらを正面に向けた構え──前まえ羽ばの構えを取り、その場で待った。信じろとは言ったものの、うかつに手を出すわけにはいかない──なにしろ、相手は燃えているのだ。素手で下手に触ふれれば、文字どおりの大おお火傷やけどだ。

　炎の魔神イフリートがふと、足を止めた──と、見るや、一いつ瞬しゆんのタイミングでその長い腕うでを振ふり、こちらへ一気に飛びかかる！

「……ッ！」

　──熱波が頰ほおをかすめた。

　身体からだを捌さばいて直ちよく撃げきは避さけたものの、これをまともに喰くらったら──そう思うと背筋が凍こおる。３ｍ近いその巨きよ体たいからの一撃。かすめるだけでも皮膚が焼け、受ければ一撃で頭ず蓋がいが砕くだけかねない！

　２発、３発と振るわれるその攻こう撃げき。しかし──その軌き道どうは単調、避けるのはたやすい。おれはその燃える腕をくぐり抜ぬけ、すばやく距きよ離りを取る。

　──と、その時、炎の魔神イフリートが一瞬身体をのけぞらせ──跳とび退すさったおれに向かい、その口を大きく開く！




　──ゴォッ！




　そしてその口から吐はき出される炎の塊かたまり！

　滝たきのように巨きよ大だいな炎の流れ。不意に浴びせられたそれは、瞬時におれの全身を包む。空手着の下の肉体までも消し炭にしようとするその炎、その瞬間、観客たちがどす黒く残ざん忍にんな喜びに酔よい、女騎士が悲痛な叫びを上げるのが聞こえ──

「……ぬぅぅん！」

　その一瞬、おれは両の掌を大きく、身体の前で旋せん回かいする！

　そして炎はおれの手前で、渦うずを巻いてかき消え──無傷でその場に立っているおれに、一転して客席が静まり返った。




「廻まわし受け」──身体の前で両りよう腕うでを交差させながら、内側に大きく円を描えがき、敵の攻撃を捌く。円の動きによりあらゆる衝しよう撃げきを受け流すこの技は、完成させれば炎のような不定形のものさえ、その流れを変えて受け流すことが可能となる──それは空手の受け技の、基本にして奥義！




　必殺の炎がかき消され、魔神が動どう揺ようしたわずかな隙すき。それをおれは逃のがさなかった。

「はぁぁっ！」

　後ろ足を瞬時に引き付け、敵に向かって前足を大きく踏ふみ込み──瞬時に敵の懐ふところへ。そして魔神の燃え盛る身体へと、腰こしだめから拳こぶしを繰くり出だす！

「だめ！　防護魔法もなく炎の魔神に触れたりしたら、一瞬で腕が灰に……！」

　女騎士が叫ぶ、しかし、もう遅おそい。おれの拳は炎の魔神へと奔はしり──！




　──パァァン！




　次の瞬間、乾かわいた音と共におれは突つきを打ち終わり、そして──魔神がその全身に纏まとう炎は、煙けむりを残してかき消えていた。




　──数ｍ離れたロウソクの火を、正せい拳けん突づきで消す──空手家が行うそうしたデモンストレーションを見聞きしたことがあるだろうか。

　よく誤解されるのだが、あれは拳の起こす風圧で火を吹ふき消しているわけではない。正拳を突き、伸のびた腕を素早く引き戻もどす──音速にも迫せまるその一瞬の突きによって、弾はじかれた空気が真空状態になる、その衝撃ソニツクブームが酸欠状態を起こし、炎を消すのだ。炎の魔神イフリートが身に纏う炎とて──その例外ではない！




「ちぇやぁぁぁぁーっ！」

　１発目の寸止めによって消えた炎、そこに間かん髪はついれず正拳五段突き！　一瞬にして叩たたき込まれた必殺の一撃×５発。その衝撃に、魔神の身体は大きくぐらつき、頭が落ちる、そこへ──




　ドガァッ！




　とどめとばかりカウンターの飛び膝ひざ蹴げりが、魔神の顎あごを砕いた。

　いかに魔神であろうとも、人の形をしている以上、急所は同じである。しこたまに脳を揺ゆらされ、顎を砕かれ、魔神はついに──地じ響ひびきを立て、倒たおれた。

　──着地、そして残心。

　あれほど騒さわがしかった観客席がしん、と静まり返っている。

　観客席が暴動になった場合、あの大猪鬼オークロードを人質にして切り抜けるか──おれはその時、残心を取りながらそんなことを考えていた。だが、結果から言えばそんな必要はなかったのだ。

「すげぇ……！」

　客席にいた猪鬼オークのひとりがそう呟つぶやいた声が、乾いた空気の中に響ひびいた。

　それを皮切りに、客席のそこかしこからざわめきが起こり、そしてそのざわめきはいつしか、歓かん声せいへと変わっていった。

「これは……」

　女騎士は不思議そうな顔をしていた。先ほどまで、「異世界転移者を殺せ」と雄おたけびをあげていた魔物たちである。それが今は、目の前の出来事に驚きよう嘆たんし、歓声をあげている。

　自分たちよりも貧弱な人間が、武器も魔法も裏チート技スキルも使わず、肉体だけで強力な魔神を倒してみせた──今、その目で見たその事実。そのことへの、空手の技への純じゆん粋すいな感動が、そこにはあった。

　元来、魔物たちは素そ朴ぼくな性格なのだ。力のないものを軽けい蔑べつしもするが、半面、力あるものには惜おしみない賞賛を与あたえる。それが彼らの性分なのだと、この頃ころにはおれも漠ばく然ぜんと理解してきていた。

　──いつしか、歓声はひとつの言葉を成していた。

『神の手デイバイン・ハンド！　神の手デイバイン・ハンド！』

　その後、おれの二つ名として広く知られた「神の手デイバイン・ハンド」、または「その手の者ザ・ハンド」という称しよう号ごうは、まさにこの時生まれたと言っていい。

　おれはこの時、この遠い異世界の地で、種族さえ超こえて空手の心が伝わったことに感動していた。

　大猪鬼オークロードは苦々しい顔をしていたが、女騎士を解放した。この状じよう況きよう下かで約束を反ほ故ごにすれば、観客の敵意が自分に向くと考えたのだろう。

「すごい……」

　女騎士はおれの下もとへやってきて、観客たちを見まわした。

「そして、貴公の技……素手で魔ま神じんを倒すなんて……」

　女騎士は信じられないといった様子でおれの手──拳ダコに覆われた拳を見、ぽつりと言った。

「カラテとは……なんだ？」

　──「空手とはなにか」。この後の異世界の強敵たちとの闘いの中で、この言葉にはおれ自身が向き合っていくことになる。

　実戦で使える空手の技を追求し、より強い相手を求めて異世界のモンスターたちと戦いまくった──この話は事実であり、これはひとりの空手バカの、真実の物語だ。








第１章　異世界激げき闘とう編










１．空手vsミノタウロス






　おれが異世界に行って、最初に戦った相手の話をしようと思う。

　腕うで試だめしに挑いどんだ４ｔトラックとの立ち合いの中、意識を失ったおれは、その意識の狭間はざまで何者かと話をしていた。

「私は女神、東とう宮ぐうのグレン。世界の運命を司つかさどる導くものプロモーター。神の意思に従い、あなたをこれから中の郷のミドル・第三次元サードへと導きます」

　それは、柔やわらかく滑なめらかな響きの声だった。女神を名乗る声は言葉を続ける。

「そこはあなたの世界とはなにもかも違ちがう『異世界』です。そこは科学ではなく魔法が支配する世界であり……」

　その声を何気なく聞きながら、おれは考えていた。トラックが突っ込んできたあの一瞬、あの一撃をかわし、エンジンに打撃を加えることができれば、勝機はあったのではないか。いや、まずはタイヤを破は壊かいするべきか──

「……あのね、ここは精神の世界なので、あなたの心の中、だだ漏もれてますからね。ちゃんと話聞いて欲しいなー」

　言われておれはようやく、目の前にいる女の姿に気がつき──そして、愕がく然ぜんとした。この間合いに入るまで気がつかないとは、武道家としてなんたる不覚か！

「まぁ精神体なのでそんなもんですよ。説明続けてもいい？」

　長い銀ぎん髪ぱつに豊満な胸。にもかかわらず、しっかりとくびれたその腰のラインは、体幹がしっかりと鍛きたえられていることを想像させる。

「そうそう、これでもジムには通ってるからね、最近はビートボクシングってやつにハマってて……ってちがーう！　だから話を聞けっての！」

　そしておれはふと、先ほどこの女神が言ったことを思い出した。この女は今、『異世界』とか言ったか？

「あ、一応聞いててくれたのね。そうそう、あなたは異世界に行くの」

　異世界──すなわち、現代の地球とは別の世界、ということだろうか。

「そうそう、いわゆる剣けんと魔法のファンタジー世界ってやつね」

　ということは──もしかして、モンスターとかもいる？

「そりゃもう。よりどりみどりですよ」

[image: ]

　それを聞き、おれは決意した。

　人じん智ちを超えた魔ま獣じゆうとの戦い──これこそ、空手を究める道ではないだろうか。平和な現代、スポーツとしての空手が隆りゆう盛せいを誇ほこる中、「邪じや道どう」と言われる実戦空手を追求してきたおれである。相手を求めて世界中を旅したり、牛や熊くまと戦う無茶もしてきた。そんなおれにとって、これぞ──異世界こそまさに、神から与えられた試練の舞ぶ台たい！

「神なら今目の前にいるんだけどね……あと、あなたみたいな転移者には、ステータスとか、裏チート技スキルとかそーいうのがあるんだけど……」

　裏チート技スキル？　それはどんな武術だろうか。

「あ、やっと聞く態勢になった。えっと、異世界転移者はいわゆる熱力学の第一法則を無視して、別の次元からエネルギーを引き出せるの。私たちはそれを裏チート技スキルって呼んでるんだけど……例えばすごい威い力りよくの必殺技とか魔法とか、あるいは人間の限界を超えた力とか魔力とか、そういう物理法則無視のヤバい技が使えるってわけ！　どう？　テンション上がるでしょ？」

　──要らん。

「え？」

　おれの望みは、飽あくまで空手の可能性。超ちよう人じん追求は自分の力でやらねば意味がない。

「えっと、でもモンスターとかヤバいよ？　火とか吹くよ？　裏チート技スキルあっても死ぬやついるし、他の転移者とかも……」

　たとえここで死んでも……超人の夢と四つに組んでくだけるのなら本望！　ここで倒れるなら、おれの空手はそこまでだったということだ。

「いや、こっちにも都合があるから、勝手に倒れられても困るわけで……誰だれだよこんなやつ寄よ越こしたのは」

　おれは来たる強敵との戦いに、武む者しや震ぶるいがした。この世界の先に待ちうけるのはまさに、戦いの旋せん風ぷう巻き起こる血染めの戦場！

「……あー、もういいや。まぁとりあえず行ってきて。あたしも一応後から行くから」

　女神がそういうと、おれの意識は、その場から再び遠ざかっていった。




　　　　＊　＊　＊




　ふと目が覚め、おれは自分が固い地面に倒れ、石造りの天てん井じようを見上げていることに気がついた。

「知らない天井だ……」

　トラックに撥はねられ、アスファルトに倒れているわけではないらしい。素す肌はだに触ふれる冷たい床ゆかの感かん触しよく、薄うす暗ぐらい周囲、そして──周りに倒れる鎧よろい姿の人間たち。

「なんだ、これは……!?」

　おれは驚おどろいてその場に跳はね起きる。確か、トラックとの勝負の途と中ちゆうのはずで──いや、その後になにか、夢を見ていたような気もするが──

「ほう……まだ生き残りがいたか」

　男の声がした。

　顔を上げ、声の方を見る。そこには地に伏ふした女がひとり。そして、薄うす水みず色いろの服に蒼灰色ブルーアツシユの髪かみの、その女の前に──立ちはだかる、巨きよ大だいなバケモノ！

　一瞬、おれはそのバケモノが喋しやべったのかと思ったが、どうやら違ったようだ。バケモノの後ろに、男がひとり──銀色の胸当てに黒い外套マントを翻ひるがえし、立っていることに気がつく。

　頭がはっきりしてきて、おれは状況を理解した。女神と名乗る何者かとの会話──夢だろうかと思っていたところだが──

「……つまり、ここがまさに『異世界』……」

　おれは思わず感かん嘆たんして、そのバケモノを見上げた。人間の３倍近くはあろうかという巨体は体毛に覆おおわれ、はるか上に見上げるその頭には巨大な角、そして大きな鼻と口。その顔は牛のようであり、またとびきりに野や蛮ばんな人間のようでもある。その片手には、人間大ほどの巨大な棍こん棒ぼう──というよりほとんど丸太。おれの生まれた世界ではまずお目にかかれない、非常識なスケールの、これがつまり「モンスター」──




　──ズゥン！




　地じ響ひびきがした。

　そのバケモノ──牛のような角をした巨人が、足を踏ふみ出してこちらに向き直ったのだ。

「やれ、牛頭魔人ミノタウロス」

　男がバケモノの後ろから声をかけた。それに応えるように、バケモノが吼ほえる。

「……そこの人、逃にげて……！」

　倒たおれていた女が上体を起こし、こちらに向かって叫さけぶ。それはか細いながらも、しっかりと芯しんの通った声だった。おれはその声の主である女へ──こちらへ向けたその顔は、ほとんど少女といったあどけないものだった──ちらりと目を向ける。

「逃げる……？」

　おれは込み上げるなにかを抑おさえきれず、思わず口に出して呟つぶやいていた。

　──とんでもない。これこそまさに、求めていた状じよう況きようだ。おれはその女に向かい、言う。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、牛なら何度か、倒したことがある」

　その時、おれの顔はきっと笑っていたのだろう。

　ゆっくりと息を吸い、腹に溜ためて、吐はく。

　両足を肩かた幅はばよりも足ひとつ分、大きく開いて踏みしめ、膝ひざをわずかに内側へ、力を溜めるように、重心を作る。

　まず丹たん田でんへ、そして身体からだ中じゆうへと呼吸を循じゆん環かんさせながら、両腕を上げ──左足を一歩、踏み出しながら、手を眼前へ。

「どんな相手だろうと……ケンカなら喜んで買うぜ！」

　前まえ羽ばの構え──両の掌てのひらを前方へ向けて構え、おれはバケモノを迎むかえ撃うった。




　──ガアァァァッ！




　牛頭魔人ミノタウロスが再び、吼えた。女がまたなにごとか叫んでいた。しかし、おれの耳にはもう、どちらも入っていなかった。敵と相対し、世界から色と音が消える。この感じ──ああ、そうだ、この感じだ。

　敵が動くのが見えた。おれの身みの丈たけよりも大きな、その棍棒が振ふり上げられる。

　おれは、その棍棒が振り下ろされる先から、ステップを踏んで身体をどかす。




　──ガゥン！




　石いし畳だたみを棍棒が砕くだいた。石の破片が飛び散り、床にクレーターができる。あの体格から振るわれる巨大な棍棒の一撃──さすがに大した破壊力だ。しかしその瞬しゆん間かんには、おれはもう次に来る攻撃を避け終わっている。

　牛頭魔人ミノタウロスがその棍棒を返し、横に振るう──その時、おれはすでに敵の懐ふところへと踏み込んでいた。

　巨大な武器は威力も大きいが、その分攻撃パターンが限られる。いくらパワーがあったとしても、あの棍棒が取り得る軌き道どうは数種類しか存在しない。選せん択たく肢しが限られることは、立ち合いにおいて最も警けい戒かいすべきことのひとつだ──巨体の重心移動を見ただけで、おれには10手先まで攻撃が予想できる！

「ちぇぇぃッ！」

　目の前には、牛頭魔人ミノタウロスの巨大な脚あし。そのふくらはぎへ、おれは廻まわし蹴げりを叩たたき込んだ。




　ズムッ!!




　分厚いゴムの塊かたまりを蹴ったような感触が蹴り足に響く──硬かたい！　打撃が皮ひ膚ふで止められ、肉にまで衝しよう撃げきが至らない。




　──グォォォッ！




「……くっ！」

　頭上から牛頭魔人ミノタウロスの拳こぶしが降って来て、おれはあわててその場を跳び退すさった。拳が床を叩き、石の欠片かけらを散らす。

「さすがに、普ふ通つうじゃないか……」

　間合いを取りながら、おれはかつて牛と戦ったときのことを思い出していた。動物の皮膚というのは、肉の塊と分厚い皮に覆われており、衝撃を吸収するのに理想的な形をしている。あれを殴なぐったとき、おれは正直、心底牛がうらやましくなったものだ。人間の皮膚ではああはいかない。

　敵が、再び吼える。しかし、牛頭魔人ミノタウロスはすぐには襲おそい掛かかってこなかった。その場で身構え、こちらを威い嚇かくする。

「警戒させるくらいの効果はあったか……ほっとしたぜ」

　おれは構えを取りなおした。敵は棍棒を身体の前に水平に構え、じりじりと横へと回るように動いた。

「……牛頭魔人ミノタウロスと、素手で渡わたりあってる……!?」

　先ほどの女が言う声が聞こえた。ここから女のところまで、距きよ離りはかなり離はなれてはいるが、その動きは手に取るようにわかる。男の方の動きもだ。研とぎ澄すまされた集中力──いいコンディションだった。おれは改めて、目の前のバケモノを見る。

　──デカい。５ｍはある。

　かつておれは、武者修行の旅の中で欧おう米べい人じんのプロレスラーと何人も戦ったが、「大きい」というのは「強い」ということだ。攻撃力も防ぼう御ぎよ力も、体格に比例して大きくなる。彼らのパワーには、当時さんざんに苦戦したものだ。

　だが──！

「……あいつらの方が、まだ強かったかな」

　おれは構えを変えた。重心を前に移し、左手を下げて右手を引く。

「決着をつけよう……来い！」

　おれの叫びに応えるように、牛頭魔人ミノタウロスが吼えた。肩口に棍棒を構えたまま、突とつ進しんしてくる。先ほどのように大ぶりにはならず、両手で持った棍棒をコンパクトに振る。いい打撃フォームだ。才能あるな、こいつ。

「……だが、甘い！」

　おれは上へと、跳んだ。足元の地面を棍棒が砕く。

　──ここだ！

　おれはそのまま、足元の棍棒を蹴り、前へと跳ぶ！




「大きいものが強い」──これは自然界の絶対的な摂せつ理りだ。だが、だからこそ、人間の技である空手が付け込む隙がある。

　目の前に、牛頭魔人ミノタウロスの巨大な顔。そこへ向け、右の腰こしだめに引ひき絞しぼった拳を──解き放つ！




　──ゴッ！




　鈍にぶい衝撃が、拳を通して伝わる。

「人じん中ちゆう」──鼻と口の間、顔面の急所だ。おれの放った右の正せい拳けん突づきが、巨人のそこへと深く、めり込んでいた。

　人間を相手にこの狭せまい急所を狙ねらうには、一本拳や貫ぬき手てなど、打だ突とつ面の小さい技で正確に突つく必要がある。だが──これだけ大きい相手なら、より威力の高い正拳を叩きこむのは、きわめて容易！

　その一撃に、牛頭魔人ミノタウロスの身体が大きくのけぞった。

「……てりゃぁぁぁっ！！！」

　空中で突きを繰くり出だした姿勢から、おれはすかさず、蹴りを繰り出す。のけぞりがら空きになった牛頭魔人ミノタウロスの喉のどへと、前蹴り！

　さらにそのまま、落下するに任せて正拳をもう一発──「水すい月げつ」、いわゆる鳩尾みぞおちの急所へ、そして着地と同時に、左の上段順突き！

「……正中線四連撃・対巨大人型生物ヒユーマノイドの型！」

　人中、喉笛、水月、そして金的。

　人型生物の身体の中心線、「正中線」に集中する急所を同時に破は壊かいされ、立っていられる者はいない。それがどれだけ巨大であろうと、同じことだ。牛頭魔人ミノタウロスは──地響きを立て、崩くずれ落ちた。

「すごい……！」

　女が目を丸くしていた。おれは残心を解く。巨大なバケモノは泡あわを吹ふいて、その巨体を地面に転がしていた。

　おれは顔をあげた──と、黒いマントの男と目が合う。

「……その技……」

　男の口元が動いた。胸当てと同じ銀色の髪かみが揺ゆれ、その奥から赤い瞳ひとみが光る。

「……空手、だな？」

　黒衣の男は、そう呟いてニヤリと笑った。

「貴様、異世界転移者か……面白い」

　男はマントに隠かくれていた左手を出し、掲かかげた。その腕うでには、禍まが々まがしい意い匠しようの小手がつけられている。女がそれを見て、叫さけぶ。

「……それは……！」

「フフ……すでに目的は果たした。また会おう、ウィルマ。また会おう、白衣の次元遊者ブレーンウオーカーよ……」

　男の身体から光が放たれ、紫むらさき色いろの光が爆はぜた。火花と陣じん風ぷうが迸はしり──次の瞬間、男の姿はかき消え、エネルギーの残留物だけが渦うずを巻いていた。

「ふぅ……」

　まずは異世界での初勝利、しかし──おれは目の前に倒たおれた巨大な牛頭魔人ミノタウロスの姿を見た。強力なモンスターではあったが、ファンタジー世界的には遥はるかに格下のはずだ。そして、なによりあの男──おれは魔ま法ほうのことはわからないが、相当な手て練だれなのはまず間ま違ちがいないだろう。

　これから待ち受ける強力な相手を思い、おれは戦せん慄りつし──同時にまた、高こう揚ようも感じていた。

「……そこのお方……」

　不意に声をかけられ、おれは振り向く。女が立ち上がり、こちらを見つめていた。華きや奢しやな身体に纏まとった薄うすい水色のワンピース型ドレス、艶つややかに蒼あおく輝く灰色アツシユの髪。その隙すき間まからのぞく耳が、わずかに尖とがっているようにも見えた。

「この城の騎き士し……では、ありませんね……？」

「ああ……」

　なんと答えたものか──「異世界から来た」などと言って、通じるものなのだろうか？　先ほどのバケモノを見る限り、ここが異世界なのはまず、間違いはなさそうだが──

　おれが答えあぐねていると、突とつ然ぜん、石段の上の扉とびらが開いた。

「姫ひめ様さま……！」

　扉の向こうから初老の男が息せき切って現れる。身体からだを引きずりながら石造りの部屋の中へと入り、そして──倒れている牛頭魔人ミノタウロスを見て目を丸くした。

「これは……？　ジャヴィドは一体、どこへ……？」

　そう声に出したあと、男はおれを見、表情を硬くした。

「貴様……何なに奴やつ！　姫様から離れろ！」

　男はそう言いながら、剣けんを引きずり、こちらへと向かって来る。

　面めん倒どうな状じよう況きようだ。いっそ、逃にげ出した方がいいのだろうか──と、迷ったその一瞬。

「おやめなさい、ゲディス！」

　姫様、と呼ばれた先ほどの女が毅き然ぜんとした口調で言い、ゲディスと呼ばれた男は動きを止めた。

「この方は賊ぞくの仲間などではありません。わたくしを助け、そこの魔ま獣じゆうを倒してくださったのですよ」

「この男が……牛頭魔人ミノタウロスを……？」

　ゲディスが驚おどろくのと同時に、おれもまた驚いていた。まさかこの小こ柄がらな、少女といっても差し支えないような女が、おれのことをかばってくれるとは予想していなかったのだ。

　おれは姫の横顔を見た。争いの中でほこりにまみれてはいたが、その目には確かに、力強い光が湛たたえられていた。




　　　　＊　＊　＊




　城の中庭に出ると、空はすでに暗くなっていた。電灯などはもちろんついていないが、星灯りに照らされた中庭は思ったよりも明るい。

　城の中は、先の襲しゆう撃げきの後始末でまだ雑然としている。怪け我がをした兵士たちを助けるのは少し手伝ったが、それがひと段落した今、右も左もわからないおれがいても邪じや魔まになるだけだ。

　おれは夜空を見上げる。そこには見事な星空が広がっていた。人工的な灯りに埋うめ尽つくされた現代の街中では、こんな星空はついぞお目にかかれない。しかし──そこに瞬またたく星の配置には、どことなく違い和わ感かんを覚える。

「……本当にここは異世界なんだな」

「だからそうだって言ったでしょ」

　何気なく呟つぶやいた言葉に対し、思いがけず返事が聞こえ、おれは振ふり返かえる。そこには、長い銀ぎん髪ぱつと豊満な胸を揺らした美しい女──

「……えっと、誰だれだっけ？」

「ぅおい！　もう忘れたんかい！　女神よ、女神！　あんたをこの世界に連れて来た張本人！」

「あぁ……」

　そう言われてみれば、この世界に来る前に意識の狭間はざまで会ったような気も──

「……あれ、夢じゃなかったのか」

「今さらなに言ってんの！　まったく、こんな導き甲が斐いのないやつは初めてだわ……」

　女神──確か東宮のグレン、って言ったっけか──は眉み間けんに皺しわを寄せてこめかみを押さえた。

「だいたいあんた、私の話ほとんど聞いてなかったでしょ？　だから一応、様子を見に来たんだけど……」

「それなら心配ない。とりあえず牛頭魔人ミノタウロスに勝った」

「だからそういうのを心配してんだけど!?　なにいきなりケンカしてんのよ！　裏チート技スキルもないのに、いきなり死んだらどーすんの!?」

　女神は頭を抱かかえた。そういえば、夢の中で裏チート技スキルがどうとか、聞いたような気もする。

「……そもそも、おれはなんでここに呼ばれたんだ？」

　異世界に召しよう喚かんされた現代人──大たい抵ていの場合は魔王と戦うとか、なにかそんな類の意図があって召喚されるのではないだろうか。しかし、女神は困ったような顔をする。

「その辺は正直、私もわかんないのよねー。今んとこ、倒すべき魔王とかもいないからね、この世界。なんか意味はあると思うんだけど……」

「……そんな無責任な」

「しょうがないでしょ。大いなる意思のやることは、私みたいな末まつ端たんの女神のレベルじゃ推し量れないことも多いのよ」

　女神はそう言って両手を広げた。どうも、女神というのも楽な仕事じゃないようだ。

「まぁ、とりあえずやりたいようにやったらいいんじゃない？　一応、死なれたら困るから、身体には気をつけてね」

　──まったく、興行主プロモーターのやることなんてのは、どこの世界でもいい加減なものだ。

「……こちらにいらしたのですか」

　と、不意に背後から声をかけられ、おれは振り向いた。そこには、先ほど怪かい物ぶつに襲おそわれていた蒼灰色ブルーアツシユの髪の姫が立っていた。

「……？　どなたかいらっしゃいましたか？　話をされていたようですが……」

「え……？」

　元の場所を見ると、女神の姿はいつの間にか消えていた。

「……いや、別に」

　おれはなんとなく、その場の話を誤ご魔ま化かして姫に向き直る。

「もういいのか？」

「ええ、ひと段落です。死人がなくて本当によかった」

　姫は心底ほっとした、という表情を見せた。あどけなさの残る顔立ち──華奢な手足と相まって、その姿はいかにも儚はかなげだ。

「……改めて、お礼を申し上げたくて。先ほどはありがとうございました」

　姫は背筋を伸のばし、そう言って笑った。

「……行きがかり上のことです」

　おれはなんとなく、その笑顔から目を逸そらしてしまった。成り行きをどう説明しようか、と思っていたのもある。

「……お伺うかがいしなければならないことが、山ほどあるのですが……」

　その雰ふん囲い気きを察したのか、姫はもじもじと言葉を濁にごしている。おれは居心地の悪い思いをしていた。早めにこの城を離はなれた方がいいかもしれないな──と、そんなことを考えていた、その時。

「……あ、あの！」

　意を決した、という表情で、姫が顔を上げる。そして、その口を開き──

「さっきのあの技……わたくしにも、できますか!?」

「……はい……？」

　予想外の言葉に、思わず声が上ずった。そこへ喰くいつかんばかりの勢いで、姫はその大きな目を輝かがやかせて身を乗り出す。

「素手で牛頭魔人ミノタウロスを倒すあの技、一体なんなのですか？　どんな職能系クラスを身につければいいのですか？　あなたは何者で、どこの国から来たのですか!?」

　一番訊ききたいことを口に出したら、止まらなくなったのだろうか。次から次へと質問を繰くり出だしつつ、どんどん身を乗り出す姫の攻こう勢せいに、おれは後ずさる。この世界に来て早々、まさかこのような苦戦をしようとは──！

「姫様、お客人が困っておいでですよ」

　割って入った初老の男の声に、姫ははたと気がついて頰ほおを赤らめる。

「……す、すみません……つい興奮してしまって」

　助かった──正直胸むねを撫なで下おろしつつ、おれは声のした方を見る。初老の騎士──ゲディスが肩かたをさすりながら、傍かたわらまで歩いてきていた。

「怪我をした騎士たちもみな眠ねむりました。本日はもうお休みくださいませ。お客人にもお部屋をご案内しますゆえ……」

「そ、そうですね……大変失礼しました。このお話はまた、後ほど……」

　姫は顔を赤くし、踵きびすを返して中庭から去っていった。

　その後ろ姿を見送り、おれはゲディスに声をかける。

「怪我はもういいのかね、騎士さん」

「姫様に回復魔法ヒールをかけていただきましたので。ああ見えて、姫様の魔法の腕うで前まえはなかなかなのですよ。折れた骨はすぐには治りませんが……」

「魔法……」

　なるほど、そういうのもあるのか。先ほどの怪物──牛頭魔人ミノタウロスというらしい──は巨きよ大だいではあったが、力だけだったから対処できた。もし相手に魔法という選せん択たく肢しがあるのなら、戦い方はまた変わってくるだろう。

　武む者しや震ぶるいがする思いだった。おれがこの世界に来た理由──女神からはその答えは得られなかったが、少なくとも、空手の相手には当分困らなそうだ。次の相手は一体、どんな怪物だろうか──

　ゲディスが笑っておれに声をかける。

「さ、こちらへ……転移者どの」

「……！」

　その言葉に驚くおれを尻しり目めに、ゲディスは先に立って歩いていく。おれは慌あわててそのあとを追いながら、その背中に向かって言う。

「……あんた、わかるのか、その……『異世界』のこと？」

　ゲディスは足を止め、振り返る。

「……ええ、知っていますよ。『転移者』には前にも会ったことがあるのでね」

　そう言ってゲディスは、中庭から建物の中へと向かっていった。

















２．空手vs重装騎き士し






　次に戦った相手は、意外にも人間だった。

「お父様……国王様は今、不在にしているそうですが、すぐに戻もどられるそうです」

　王都へと向かう馬車の中で、髪かみを風になびかせながら、姫ひめが言った。

　姫はウィルマ・デル・ウィルム・ヴァンフリーと名乗った。国王の側室が産んだ姫であり、この国の第８王女だという。わけあって中央から遠ざけられ、辺境の城に押し込められている、とでもいったところなのだろうか──どうもきな臭くさいが、ともあれおれはこの国の王女を救ったということで、王都へと招かれることになったのだ。

「あなた様の技を見れば、きっとお父様は喜びます！」

　ウィルマ姫はおれのそんな思考を余よ所そに、無む邪じや気きにはしゃいでいた。

「カラテ……というのでしたっけ？　あなたの故郷……異世界の国の、ニホン？　という国の、ブドー？」

「ええ、まぁ、その……」

　空手に興味を持ってくれるのは嬉うれしいのだが、おれはどう説明したものか、と悩なやんでいた。なにしろこの世界のことがまだわからな過ぎる。中国から沖おき縄なわに伝わった拳けん法ぽうが独自に発展し──などと説明しても仕方がないわけで。

　おれは言葉を濁し、顔を背けて馬車の外を眺ながめる。

　二つの太陽が照らす快晴の空の下、馬車は快調に走る。ちなみに、先ほどから「馬車」と表現をしているが、車を曳ひいているのはトカゲのような二足歩行の生物だ。まぁ、この世界の馬ってことなんだろう。そういえば、さっきから普ふ通つうに言葉も通じているが、その辺りはあまり気にしないことにする。昔読んだ空手劇画でもフランスとかで普通に会話してたし。

「夕刻前には王城へ着くでしょう。大臣のホランド公が、歓かん迎げいの宴うたげを用意してくださっているということですが……」

　姫の隣となりに座ったゲディスが口を開いた。おれはその時、洗せん濯たくをしてもらった空手着の肌はだ触ざわりを気にしていた。ところで空手着ってこちらの世界で手に入るのだろうか。現代だとポリエステル製とかが多いが、こっちだと綿になるのか。サラシ木綿なんてものはあるのかな──そんなことを考えていたおれは、ゲディスの横で姫が少し表情を曇くもらせたことに気がつかなかった。




　街道を半日ほど馬車に揺ゆられると、王都が見えてくる。城じよう壁へきに囲まれ、その奥の高台には尖せん塔とうを備えた城。街の西側には壮そう麗れいな塔がそびえている。城壁の外側にまで街は広がっており、粗そ末まつな平屋の集まった集落を横目に見ながら、馬車は進む。

　集落の中に、緑色の肌はだをした猪いのししのような顔をした人間や、耳の尖とがった背の低い人間などが歩き回っているのが見えた。

「猪鬼オークや小妖人パルヴリング、それにエルフ。城門の外の街区には亜人間デミ・ヒユーマンが暮らしています」

　ゲディスが説明してくれた。

　おれは彼らの姿を眺める。人間と同等に文明を持っているが、人間ではない生物たち。体格が違ちがえば生活様式も違う。ああいう者たちに空手を教えるには、なにか特別な稽けい古このメニューが必要かもしれない。

　その内に馬車は跳はね上げ式の城門をくぐり、城壁の中に入った。そこには立体的な街並みが広がる。

　石造りの高い家の間を、レンガ造りの路地が網あみの目めのように広がり、そこを人間たちが──見慣れた普通の人間が行き来する。二足歩行のトカゲのような馬や、猪かアルマジロのような姿の動物に荷車を曳かせているものもいる。城門の外で見かけたような亜人間デミ・ヒユーマンは、ここでは見かけなくなっていた。

　活気にあふれる街の中を抜ぬけ、馬車は目抜き通りの坂道を城へと登って行った。




「ヴァンフリーの王都へようこそ、次元遊者ブレーンウオーカーどの！」

　でっぷりと太った大臣のホランドがそう言って、おれを迎むかえた。

　大きなシャンデリアの吊つるされた大広間、城へ着いてすぐにそこへと通されると、きらびやかな衣装を身に纏まとった貴族たちと、テーブルに並んだ料理が待ち受けていた。ホランドは一段高いところで椅い子すに座り、周囲に騎士を従えている。

「次元遊者ブレーンウオーカー……？」

　そう呼びかけられたことに、おれは首を傾かしげた。そういえば、あの黒衣の男もそんなことを言っていた。

「ゲディス卿きようからそのように聞いている。次元遊者ブレーンウオーカー……かつて魔ま王おうを退しりぞけた勇者と同じ、異世界からの来訪者が現れた、とな」

　騎士団の中に交じって立つゲディスの方を見ると、ゲディスは口元にわずかに笑みを浮うかべ、成り行きを見守っていた。

　おれは考えた──つまり、異世界から来るおれのような人間は、この世界でも存在を認知されており、そのひとりがかつて「魔王」とやらを倒たおしたと──で、あれば、あの黒衣の男が「空手」という言葉を口にしたのも不思議ではない。

「その白い装束は異世界のものか……？　なんというか、変わっているな。ひと言で言えば、なんと言うか、みすぼらしいものだな？」

　ホランドが値ね踏ぶみをするようにおれの空手着を見回し、言った。

「まぁ、そなたは転移者ゆえ、そのような恰かつ好こうであるのも仕方はないが……この広間の中で、ひときわ白が際立っておるなぁ」

　にやにやとしながらホランドがそう言うと、派手な衣装を身につけた周囲の貴族たちがどっと笑った。

「ホランド公！　客人に向かって無礼であろう！　ましてや、このわたくしの命の恩人であるぞ！」

　ドレスに着き替がえて広間に姿を現したウィルマ姫が声をあげた。

「これは姫様、失礼を。そうでしたな、第８王女であり、半ハーフエルフの女の娘むすめであるあなたを、助けていただいたのでした」

「……！」

　ウィルマ姫の顔色が変わり、そしてまた周囲の貴族たちがくすくすと笑う声が聞こえた。ホランドはにやにやと続ける。

「まったく、われわれのような高貴な人間にはできぬ、勇ゆう敢かんな行こう為いに恐おそれ入いる。その行為のお陰かげでこのような場にも顔を出せるのだ。さ、高貴なる酒も料理もある。ゆるりと楽しむがいい。ああ、そのみすぼらしい衣装のままで構わぬぞ」

　再び、笑いが起きた。ウィルマ姫は眉み間けんに皺しわを寄せ、口を真一文字に結んでいた。

　──なるほど、とおれは思った。

　異世界転移者──次元遊者ブレーンウオーカーという存在がこの世界でどれくらい認知された存在であるかはわからないが、それを疎うとむ者も少なからず、いるということなのだろう。特に、支配階級である貴族がいい顔をしないというのはわからなくもない。

　つまり、これはそのための宴。王女を助けたおれという余所者に対し、自分たちの方が立場が上だということを誇こ示じするためのものだ。

　それにしても──おれは思わず、ため息が出た。異世界だろうとどこだろうと、こういう輩やからはいるものだ。大勢の前で相手にマウンティングをして見せることで、自分の地位を守ることに汲きゆう々きゆうとする小心者たち。

　おれはその貴族たちの顔に、かつておれの空手を邪じや道どうだと批判し、さんざん侮ぶ辱じよくした連中のことを思い出した。所しよ詮せん、異世界でも人間は人間だ。

　バカにされるのは慣れているし、そのままやり過ごしてもよかった。相手にするだけバカバカしい連中だ──そう思いはしたのだが。

「……姫？」

　ふと横を見たおれの目に、眉間に皺を寄せるウィルマ姫の顔が映る。わずかに尖った耳を持つ、エルフの血を引く王女。きっと、このような心ない言葉をその身に受け続けてきたのだろう。

　唇くちびるを嚙かみしめたその顔を見たおれは──つい、口を開いていた。

「……この白い空手着は、神の前に立ち厳げん粛しゆくな儀ぎ式しきに臨む際の、神聖なる装束にその起源を発するもの。清せい廉れんさと無私の心を象しよう徴ちようする装束です」

　おれは腹に溜ためた呼吸を使い、静かに、かつしっかりと通る声で、言った。

「武に臨み、大いなる力に対して謙けん虚きよなる自己を以もつて真実に向きあう……同時に、俗ぞく世せにとらわれず闘たたかいへと身を捧ささげる、いわば死に装束でもあります」

　おれは、両の足に均等に体重をかけた自然体から、片足ずつ脚を折ってその場に正座した。

「……空手家にとって、この姿は最大限の礼を尽つくす姿であり、目の前の相手に対し全ぜん霊れいを以て向きあうことの表明……そして死地に赴おもむく正装であると、心得られたい」

　そしておれは両の拳こぶしを前につき──地面と水平に、身体からだを倒す。




「座礼」──空手の稽古の前に、神かみ棚だなや上座、そして師や同どう僚りよう、お互たがいに対し礼を尽くし、全力を尽くすことを誓ちかい、行う作法である。

　礼に始まり、礼に終わる。その実は人を壊こわす技術である空手だとしても──いや、人を壊す技術だからこそ、真しん剣けんに向き合い訓練しなくてはならない。それは決してきれいごとの精神論ではなく、極めて実際的な心得なのだ。

　ウィルマ姫を、そして空手を見下し侮辱したこの傲ごう慢まんなデブに、礼を尽くしたわけではない。へりくだるつもりはないが、同じ土俵で勝負する気もない。そしていつでも、この場でお前たちと戦って死ぬ覚かく悟ごがある──それはそうした意思の表明だった。




　殺気を存分に込めて放った渾こん身しんの座礼に、貴族たちは圧あつ倒とうされていた。感かん嘆たんの声を漏もらすものもいた。ホランドは鼻白んだ様子で立ち上がった。

「その……カラテとやら。聞けば素手で牛頭魔人ミノタウロスを屠ほふったらしいではないか。それがお前の『裏チート技スキル』か？」

　おれは顔をあげ、言う。

「裏チート技スキルではありません。自らの肉体の限界を究め、戦う……それが空手。その技を究めることが、おれの道」

「ほう……」

　ホランドは顔をしかめ、醜しゆう悪あくな笑みを見せた。そして広間の外へと向かい、大声をあげる。

「……バーガンドを呼べ！」




　──ガシャッ。




　ホランドの声に応えるように、広間の入り口に金属音が響ひびいた。

「そのカラテとやらを、ぜひ見せていただきたい。このバーガンドは、牛頭魔人ミノタウロス程度なら一いち撃げきで殺すぞ？」

　一いち分ぶの隙すき間まもない鋼鉄の装そう甲こうに身を包んだ、ヴァンフリー王国の重装騎き士し・バーガンド。どうやら、おれの次の相手はこの男のようだ。




　　　　＊　＊　＊




　全身に板金装甲鎧プレートメイルを纏い、その肩かた口ぐちから一体化して頭上までを覆おおう兜アーメツト、手には肉厚の刺突小剣シヨートソードと長盾タワーシールド──牛頭魔人ミノタウロスほどではないにしろ、２ｍを超こえる巨きよ体たい。その全身が、それこそ肘ひじや膝ひざなどの関節さえも鋼鉄の装甲に覆われ、文字通り一分の隙間もない。

　その巨体の肩越しに、声がする。

「どうした転移者よ？　怖おじ気け付いたのかな？」

　ニヤニヤしながら煽あおるホランドに、おれは怒いかりを通とおり越こして笑ってしまった。おれが素手でモンスターを倒したと聞いて、わざわざこういう相手を用意しておいたのかと思うと滑こつ稽けいだ。ご苦労さん、と言いたくなる。

「卑ひ劣れつな……！」

　ウィルマ姫が言う声に、ホランドは首を巡めぐらせて答える。

「なにをおっしゃいますか。素手で戦うのがその男の流りゆう儀ぎなのでしょう。戦士は常に、戦う相手を選べないのですよ」

「……ッ！」

　口の減らないホランドの返答に、ウィルマ姫が歯を食いしばる。その隣となりで、ゲディスが素知らぬ顔をしているのが見えた。喰くえないおっさんだな──おれは半ばあきれつつも、口を開く。

「……まぁ、やり口はともかく、そこのデブが言っていることは正しい」

　そして──そういった理り不ふ尽じんな現実に対たい抗こうすることこそ、武道の本質でもある。

「デ、デブだと……!?」

　鼻白むホランドを無視して、おれはウィルマ姫と目を合わせ、言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。空手を信じろ」

「……！」

　はっとした顔になったウィルマ姫に笑って見せてから、おれは目の前の敵に向き直った。

「カラテ……」

　ウィルマ姫が低く呟つぶやく声を聞きながら、おれは目の前にそびえる重装騎士バーガンドの巨体を見上げる。この世界でも、これほど立派な体格を持つものは稀まれだろう。それに、広間へと入って来たその動きは──

　バーガンドの向こうからホランドが喚わめく。

「き、貴様……！　高貴なるこの私になんたる……！」

「……あんたが異世界転移者にどんな恨うらみがあるのか、知らないが……」

　おれは呼吸を整え、足を開き、前まえ羽ばの構えを取り──そして目の前の敵に向かい、言う。

「どんな相手だろうと……ケンカなら喜んで買うぜ！」

　構えたおれに対し、バーガンドが兜アーメツトの奥でその目を光らせた。少し腰こしを落とし、盾を前面に出して剣を小こ脇わきに構える。やはり──板金装甲鎧プレートメイルを着たままスムーズに動いてみせたその身のこなし。そしてまた、体格に任せて不必要に大きく構えないあたりからしても、この男はなかなかの手て練だれだと見える。

　それに──ケンカを買ったのはいいとして、実際、バーガンドの鎧よろいには本当にまったく隙間がなかった。おれは自然石を手刀で割ることもできるが、分厚い鋼鉄の板を突つき破やぶるのは、さすがに無理だ。

　バーガンドは刺突小剣シヨートソードを脇に小さく構え、そのままこちらの様子を見ていた。そして一いつ瞬しゆん、後ろ足に力を溜め──と、一気に距きよ離りを詰つめ、その剣を突き出す！




　──速い！

　おれは身体を捻ひねり、その突きを外す！




　多くの現代人が勘かん違ちがいしている事実だが、板金装甲鎧プレートメイルを纏まとった騎士は決して鈍どん重じゆうではない。鎧は着用者の体格に合わせてオーダーメイドで作られるため、関節の動きをほとんど制限しないのだ。鎧を着たまま宙返りをする騎士の話が現代にも伝わっているほどである。

　増してや、鍛きたえ抜ぬかれた騎士の体力は現代人とは比ひ較かくにならない。複雑な技は無理だとしても、重量に任せて刺し突とつを繰くり出だすだけで、なるほど牛頭魔人ミノタウロス程度なら一撃で貫つらぬくだろう。バーガンドの踏ふみ込みはそれほどに鋭するどく、おれは肝きもを冷やした。




　そして──本当に恐ろしいのはこの後だ。

　突きをかわしてもバーガンドの突とつ進しんは止まらない。体重を預けた長盾タワーシールドが、間かん髪はついれずに襲おそいかかる！

「くっ……！」

　おれは地面を蹴けり、両の足でその盾を受け止めて反動で後ろに跳とんだ。後方に受け身を取り、一回転して立ち上がる。

　──強い。

　力や技だけではない、相当に戦い慣れている。さすが、実戦の相手に事欠かないファンタジー世界の騎士だ。その上、相手は素手で、自分は鋼鉄の全身鎧を着こんでいるときている。奴やつにとっては、負ける要素の見当たらない戦いだろう。

　とはいえ──

「……やられっぱなしになるつもりはないがな」

　バーガンドは身体を揺ゆすり、再び突進の体勢になる。それに相対したおれは、その場で軽く飛とび跳はねて身体を整えた。そして──

「行くぜ……！」

　おれはその場で半回転し──

「……!?」

　バーガンドに背を向け、一気に走り出す！

「な……！」

　バーガンドやホランドが戸と惑まどう気配を背に、おれは観衆ギヤラリーの貴族の間に突っ込んだ。人ひと垣がきをかき分け、料理の並んだテーブルを乗り越え、ジグザグに走りまわる。身体を低くし、貴族たちの悲鳴、喚き怒ど鳴なる声の隙間に埋うもれるように、走る。

　人垣の隙間から、兜アーメツトの狭せまい視界の中でこちらを見失ったバーガンドが見えた。おれはなおも人垣をかき乱しながら、手頃なものを探した──よし、これだ。おれはそれと共に、人垣を走り出て一気にバーガンドへと突進する！

　バーガンドがこちらへ気づく。しかし、その時にはもう、おれはその足元へ肉にく薄はくしている。あわててこちらを防ごうとした長盾タワーシールドの前で、おれは地面を蹴り、跳んだ。そして盾の上に足をかけ──手に持った魚のパイの皿を、兜アーメツトの前面へ思い切り、叩たたきつける！

「……!?」

　パイ皿によって突とつ然ぜん闇やみに閉ざされた兜アーメツトの中で、バーガンドが声にならない声をあげた。

　おれはそのまま、バーガンドの肩を蹴って真上へと、跳ぶ。

　広間の天てん井じようから吊つるされたシャンデリアは、バーガンドの巨体を踏み台にすれば充じゆう分ぶん届く高さにあった。おれはそこに手をかけ、すばやく上に登る。下を見下ろせば、ざわめく貴族たち、そして真下には、暗闇にうろたえるバーガンド。

　目の前には、木製のシャンデリアを吊す鎖くさりの基部。おれは手刀を振ふり上げ──鎖と繫つながった部分を、一気に叩き割る！




　──ガッシャァァァン！！！




　派手な音と、おれの全体重ともろともに、落下したシャンデリアがバーガンドの頭上にクリーンヒット！　いくら板金装甲鎧プレートメイルで身を固めていようが、これで立っていられる奴はいない！

「……名付けて、秘技・下段燭しよく台だい圧殺撃！」

　敵を押し潰つぶしたシャンデリアから、おれは飛び降りた。

　広間の中が数瞬、静まり返る中、おれはシャンデリアの下した敷じきになったバーガンドに向け、残心を取る。その姿を見て、ホランドがようやく我に返り、再びそのうるさい口を開いた。

「こ、こんな……卑劣な！　こんな勝負が……！」

　わなわなとうろたえながら言うホランド。おれは残心を崩くずさず、バーガンドを見下ろし、言った。

「大きな武器を持てば、その武器を使いたくなる。分厚い鎧と盾を身につければ、それで身を守りたくなる。そこに隙が生まれる……だからそいつは負けた」

「な……!?」

「空手とは……武術とは、『選せん択たく肢し』だ」

　おれは周囲の貴族たちにも──そして、口を開けてこちらを見つめているウィルマ姫ひめにもしっかりと聞こえるように、言った。

「戦いにおいて、もっとも避さけるべきは選択肢がなくなることだ。武器を持たなくとも、自身の身体からだを武器とし、最悪逃にげて生き延びることができる。あわよくば相手に勝てる……それが空手だ」

　剣と鎧で身を固め、素手の相手を圧倒するしか選択肢がない時点で、バーガンドは不利だったのだ。対して、こちらには取れる選択肢が多くあった。ならば、勝てる戦い方を選べばいい。

「……き、詭き弁べんだ！　正面から戦えば勝てないがために、そのような理り屈くつを言う！」

「いい加減にしなさい、ホランド公！」

　どうやら我に返ったらしいウィルマ姫が横からぴしゃりと言った。前から思っていたが、なかなかに芯しんの強い性格の姫様だ。

「元より不公平な勝負を挑いどんでおいて、見苦しいことを申すな！　負けた方こそ恥はずべきでしょう！」

「ふん！　下げ賤せんのものにふさわしい、野や卑ひな戦い方だ！　まるで山やま猿ざるだな！」

　──と、そのときシャンデリアが動いた。

　下敷きになったバーガンドが起き上がったのだ。床ゆかに落ちた剣けんと盾たてとを手に取り、立ち上がる。

「……なるほど」

　どうやら、こいつもホランドと同意見らしい。

　おれは言い争うウィルマ姫とホランドに向かい、声をかける。

「……おれは別に、正面からやって勝てないとは言ってないぜ」

「なに……!?」

　おれはバーガンドへ向き直った。呼吸を整えながら、後ろの足に重心をかけ、前まえ脚あしを浮うかせるようにして立つ──「猫ねこ足あし立ち」の構え！

「第２ラウンドと行こうか、バーガンド君！」

　おれは再び、重装騎き士しと向き合った。








３．空手vsドラゴンライダー






　バーガンドはより前ぜん傾けいの姿勢を取り、盾を前に、剣を横に大きく広げて構えていた。先ほどのような突進戦術とは違ちがう、近接格かく闘とう戦を意識した構えだろう。さすがに警けい戒かいをしていると見える。

「いいぜ、バーガンド君……それでこそ武人だ」

　そうこなくては、こちらも甲か斐いがないというものだった。実際、鎧よろいを着て油断している相手を虚こ仮けにする方法などいくらでもあるのだ──まぁ、さっきのあれは正直、自分でも性格が悪かったかな、と思わないでもない。

「転移者どの……！」

　息を吞のみ、こちらを見守るウィルマ姫の声が聞こえ、おれは構えたままそちらに言葉を返す。

「ウィルマ姫……空手のことを知りたい、と言ったな？」

「え……？　あ、はい……」

「空手とはなにか……それは『選択肢』、だがそれだけではない。それを今から、お目にかける」

「……！」

　おれは呼吸を整え、相手を見ながらタイミングをはかる。バーガンドはじりじりと、盾を突きつけるようにして距離を詰めてきた。

　おれは猫足立ちのまま、相手を待ち構える。間合いは一いつ足そく飛び──




　──ダンッ！




　バーガンドが踏み込みと共に、盾での打撃シールドバツシユを繰くり出だしてきた。おれは右の中段受けでそれを迎むかえ撃うちながら、身体を捌さばいて衝しよう撃げきを受け流す。そこへ、身体を入れて突つき出される刺突小剣シヨートソード──！

「……むん！」

　おれの左ひだり腕うでが、上段受けでその剣を弾はじく！

　──刀とう剣けんを、素手で受ける。振るわれるその刃やいばをまともに受け止めようとすれば、いくら空手で鍛きたえた身体でも切きり裂さかれてしまうだろう。しかし──「受け」はボクシングのガードなどとは違う。攻こう撃げきしてきた相手の力を逸そらし、受け流すことがその極意だ。突いてきた刺突小剣シヨートソードの腹を下からすりあげ、腕の捻ひねりと身体の捌きで衝撃の方向を変え、受け流す──空手の受けならば、充分に可能だ！

　盾と剣を捌いたことで、おれの前に道が開ける──鋼鉄に覆おおわれたバーガンドの懐ふところが、がら空き──ここだ！

「……ちぇすとぉーっ！」

　半歩、踏み込んで放ったおれの右正せい拳けん逆突きが、板金装甲鎧プレートメイルの胸元を叩く！




　──ガァァン！




　金属を叩いた音が、広間に鳴なり響ひびいた。しかし──おれが正拳で打った鎧の胸元には、傷ひとつついていない。

「……ふん！　本当に正面から素手で挑むとは、バカめ！　そんなものが通用するわけが……」




　──ガラン。




　バーガンドが手にした剣と盾とが、床に落下した。バーガンドは立ったまま、硬こう直ちよくしている。




　──ごぼっ！




　兜アーメツトの隙すき間まから、吐としゃ物が吐はき出され──そしてそのまま、その巨きよ体たいが崩れ落ちた。




　これぞ古流武術の秘技「裏当て」──またの名を二度打ち。

「透とう勁けい」などとしても知られる、「身体の内部に打撃を透とおす」技である。腹に当てた打撃が、背中に炸さく裂れつすることからこの名で呼ばれる。

　戦国の昔、鎧を着た武士を鎧の上から打撃で倒たおした技であり、かつての達人は身体の外から背骨だけを叩たたき折ったとも云いわれる──




　おれは残心を解き、周囲に声をかけた。

「……加減ができなかった。早く手当てを」

　板金装甲鎧プレートメイルの上から打撃を透す力加減がわからなかったのだ。それに、そんな余よ裕ゆうを与あたえてくれる相手でもなかった──もしかすると、内臓が傷ついているかもしれない。幾いく人にんかの騎士と使用人が、慌あわててバーガンドの鎧を脱ぬがしにかかった。
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「なんと……なんという……」

　おれは絶句している大臣と、貴族たち、ゲディス──そしてウィルマ姫の顔を見み渡わたした。皆みなが呆あつ気けに取られている中、ウィルマ姫だけが興奮に目を輝かがやかせていた。おれと目が合うと、ウィルマ姫は慌てたように王族の顔に戻もどり、一歩前に進み出る。

「ホランド公、あなたの負けです」

　ウィルマ姫が言った。

「この方はわたくしの客人であり、国王陛下の客人でもあります。しっかりと遇ぐうするのが筋でありましょう。さ、非礼に対して謝罪を」

「……だ、だまれだまれ！　この下賤のものどもが！」

　ホランドが再び喚わめき始めた。

「なにが王女だ！　なにが異世界転移者だ！　俺は十代も前からこの国を守って来た侯こう爵しやく家の当主だぞ！　父も母も、妃きさきも、由ゆい緒しよある家だ！　お前らのような下賤の血が入り込んで、この国はおかしくなったのだ！」

　そしてホランドは、声を張り上げて周囲に告げる。

「賊ぞくだ！　国王陛下の留守中に、姫さまを騙だまし王宮に入り込んだ賊だ！　出合え！　殺してしまえ！」

　大臣の発した命令に、騎士団が雪崩なだれ込む。誰だれも彼も、鎧や剣、盾を身につけて武装していた。まぁ、どうせ最初から用意していたのだろう。

　広間に集まっていた貴族たちはパニックになり、我先にと逃にげ出した。

「転移者どの！」

「姫ひめ様さま！　危険です！」

　ウィルマ姫がこちらに駆かけ寄よろうしていたが、ゲディスに止められているのが見えた。

「このようなこと……！　わたくしはただ、あの方に……」

　混乱の中、ウィルマ姫が言う声が聞こえた。おれはそちらを一いち瞥べつし、言う。

「ウィルマ姫……貴女あなたには世話になっている。迷めい惑わくをかけるのは本意ではない、が……」

　おれは騎士団の数を数えた。武装した騎士が、ざっと数えて20人。いずれも、板金プレートを縫ぬいつけて強化した鎖帷子チエーンメイルを着込み、鉢兜バシネツトを被かぶっている。バーガンドを倒されたことで、みな一様に殺気立っていた。

　おれは、大きく息を吸い込み──叫さけんだ。

「ここまでされて、大人しくしているほど……おれは聖人君子ではない！」

　おれは構えさえもとらず──地面を蹴けり、騎士たちの中へと突っ込む！

　騎士たちは不意を突かれ、反応が遅おくれる。いつも思うのだが、多人数でひとりを取り囲もうという連中はどうして、相手が大人しくしていることを前提に動くのだろうか。

　おれはそのまま床ゆかを蹴って跳とび、先頭にいた騎き士しの頭上を飛とび越こえ、その後ろの騎士に跳び蹴げり！




　ガゴォン！




　鉢兜バシネツトを叩く鈍にぶい音。鋼鉄に遮さえぎられて打撃は通らないが、全体重を乗せた蹴りで頭を叩かれた衝撃を、騎士の首が支えきれるか。蹴られた騎士が弾かれたようにその場に倒れたとき、その反動で逆へ跳んだおれは、次の相手の兜かぶとを摑つかみ、着地と同時に地面へと叩きつける！

「囲め、囲めぇ！」

　騎士の中のひとりが大声を出す。おれは着地後の低い体勢のまま、そちらへと走った。

「……なっ……！」

　瞬しゆん時じに肉にく薄はくしたおれの姿に、指示を出していた騎士はぎょっと驚おどろく──と、次の瞬間、その騎士は糸が切れた人形のように、崩くずれ落ちた。

　手のひらの下部、手首に近い部分──掌しよう底ていでの打撃。この部位で顎あごを打つことにより、相手の頭部を激しく振しん動どうさせ、脳のう震しん盪とうを起こさせる。

「壊こわす」のではなく、「倒す」ための技──先のバーガンドは肩かたと一体化した兜を被っていたため通用しなかったが、頭に乗せているタイプの兜であれば、むしろその威い力りよくは増す！

　周囲の騎士たちが動どう揺ようするよりも早く、おれは身体からだを返し、掌底でもうひとりの意識を刈かり取とる。

　手て薄うすになった囲みを抜ぬけ、おれは走った。集団戦で最も重要なことは、囲まれないこと、死角に敵を置かないことだ。騎士たちの背後へと抜け、広間の出口へと走って中庭に出る。そこへ、追いすがってきた騎士が、２人。

「……はぁぁっ!!」

　瞬間、おれは反転してその騎士たちに向かって跳び、下段の蹴りで膝しつ関かん節せつを正面から蹴り砕くだく！

「ぐあぁ……ッ!?」

　騎士たちは悲鳴をあげ、その場に崩れ落ちて悶もん絶ぜつした。

「関節蹴り」──この技が的確に決まれば、一撃で相手を戦せん闘とう不能に追い込む。確実に人を「壊す」技であるため、多くの試合では禁じ手とされる──目め潰つぶし、金的に次ぐ実戦ケンカ殺法のひとつだ！

　倒れた騎士たちをその場に残し、おれは跳び退すさって中庭へと立った。そしてその場で、広間の入り口に向かい、構えを取る。

「くっ……！」

　騎士たちは迂う闊かつに、扉とびらから中庭に出ることができない。出てきた端はしから、関節を蹴り砕いてやろうとおれは身構えていた。

　空手は「選せん択たく肢し」だと先ほどタンカを切ったが、逆に言えば闘たたかいとは、いかに相手に不自由を迫るかという駆け引きでもある。騎士が何人いようと、この正面の扉から向かってくるしかないのであれば、ひとりずつを相手にするのと変わりはない。もちろん、増ぞう援えんが来なければの話だが──




　──バサッ、バサッ




　──どうも、懸け念ねんがあたったようだ。中庭の上空から聞こえてきた、巨きよ大だいな布団を扇あおぐような音。

　おれは扉の中の騎士たちを警けい戒かいしつつ、首を巡めぐらせ、上空を見やった。

　巨大な革の翼つばさがそこに羽ばたいていた。先ほど馬車を曳ひいていたこの世界の「馬」に似た、おそらくは竜ドラゴンの一種──長い首に長い尻尾しつぽ、前まえ脚あしが巨大な翼となり、その翼で空を自在に飛ひ翔しようする、いわゆる翼竜ワイバーン！

「……まさか！　騎竜士ドラゴンライダーまで動員するなんて！」

　ウィルマ姫の声が聞こえた。翼竜ワイバーンの上に乗った、赤い鎧よろいの騎士が手た綱づなを手た繰ぐる。その動きにあわせ、翼竜ワイバーンがその爪つめをこちらへ向けた！

「まったく、大だい歓かん迎げいだなホランドさん！」

　急降下してくる翼竜ワイバーンに向かい、おれは身構えた。




　　　　＊　＊　＊




　騎竜士ドラゴンライダー──これはあとからウィルマ姫に聞いた話だが、それはこの国で、戦争に使われる「兵器」なのだという。

　下等竜種レツサードラゴンの一種、飼いならすことが可能な種類の翼竜ワイバーンに人が騎き乗じようし、空から攻こう撃げきを仕し掛かける。現代社会でたとえれば、城内で暴れる狼ろう藉ぜき者ものに対し、戦闘ヘリを引っ張り出してきたようなものだろうか。

　それほどに、ホランドは「次元遊者ブレーンウオーカー」を恐おそれているということだろう。しかし──

「……これでこそ異世界に来た甲か斐いがあるってもんだ！」

　空を飛ぶ相手との戦い──これはある意味で、おれの長年の夢だった。なにしろ、現代社会ではまず、戦えない相手だ。もし、相手が空を自由に駆け、攻撃してくるとしたら、どうするか。頭の中で何度も考えこそすれ、使うことはないと思っていた数々の戦術。それを今──存分に振ふるえる！

　上空から遅おそいかかる巨大な鉤かぎ爪づめ。それをおれは、横に跳んで避さける。体勢を崩さず、反撃に移ろうとした、その時──

「……！」

　脇わき合いから、翼竜ワイバーンの長く太い尻尾が飛んで来た。

　間かん一いつ髪ぱつ、身をかがめてそれを避ける。尻尾の先の、大ぶりの刀とう剣けんほどもあろうかという、鋭するどい棘とげが空を斬きる！

　さらに、旋せん回かいした翼竜ワイバーンの上から、騎士がその小こ脇わきに構えた弩弓クロスボウを放つ。体勢を崩していたおれは、地面を転がりかろうじてそれを避ける！

　なんという恐ろしい連続攻撃──そしてこちらが体勢を立て直したころには、相手は上空へと逃のがれているのだ。

「……危ない！」

　ウィルマ姫の声がした。

　見上げると、上空から翼竜ワイバーンが首を巡らせ、こちらに向けて口を開いていた。




　──ゴォッ！




　その口から吐はき出される、高温のガス流！　危険を察してその場を跳び退り、直ちよく撃げきを免まぬかれたものの、空手着の裾すそが焦こげるこの威力！　ガスに炙あぶられた地面の雑草が真っ黒になって砕け散るのが見えた。

　おれは戦せん慄りつした。目に見えないガスの流れ──そんなものを、どうやって受ければいいのか。この時の経験からのち、こうした特とく殊しゆ攻撃に対して廻まわし受けでの捌さばきを使い始めるのだが、この時ばかりは初めて目にしたモンスターの特殊能力に、おれはただ驚くばかりだった。

　先ほどおれを取り囲もうとしていた騎士団も、大広間ホールの方から遠巻きにこちらを見ていた。あの「兵器」の攻撃に巻き込まれてはたまったものではないのだろう。その後ろに隠かくれ、ホランドもにやにやしながらこちらを見ている。

　ホランドの顔にイラッとしている場合ではなかった。騎士が再び、弩弓クロスボウに矢を装そう塡てんし、こちらを狙ねらっている。これがまた厄やつ介かいだ。翼竜ワイバーンの大おお雑ざつ把ぱな攻撃の合間に刺さし込まれる、鋭く正確な射撃。大臣はクズだが、まったくこの国の騎士には手て練だれが揃そろっている。

「感心ばっかりしてらんねぇな……！」

　おれはその場で体勢を整え──「猫ねこ足あし立ち」に構えた。全身を柔やわらかく保ち、神経を研とぎ澄すます。

　騎士が翼竜ワイバーンの上で弩弓クロスボウを構え、こちらへと照準をあわせた。その指が引き金トリガーを引き絞しぼるのを、おれは見た──




　──ザシュッ！




　放たれた太矢ボルトが、おれの背後の地面に突つき刺さった。

「……見切った……！」

　おれは後ろ足を引き、半身を開いてその場に立っていた。




　──空手の技術の中には、刃は物ものを持った相手を想定したものも多くある。正面から突いてきた刃物に対し、弧こを描えがくように片足を引き、身体を開くようにして捌く。相手の狙う場所とタイミングさえわかれば、飛び道具に対してもやることは同じだ。

　空手の防ぼう御ぎよにおいて重要なのは、自分の攻撃体勢を保ったまま、相手の攻撃を受け流すことにある。この時の例で言えば、大きな移動をせずに敵の攻撃をかわすことが必要だった。

「……むっ……！」

　案の定である。

　翼竜ワイバーンは大きく旋回し、おれに脇を見せていた。

　巨大な鉤爪、尻尾の棘、高温のガスに弩弓クロスボウ──どれも必殺の一撃だ。騎竜士ドラゴンライダーの戦術は、威力のある攻撃を重ねることで相手を追い込むことにあるとおれは見た。そのせいか、どうやら相手が攻撃を大きく避けることを前提としている。

　手練であるほど、相手の動きの先を読み、その先に攻撃を重ねてくる。そして今──最小限の動きで攻撃をかわしたことで、その戦術に隙すきが生まれた！

　小回りの効かない翼竜ワイバーンが旋回し、こちらへまた鉤爪を向ける。おれはそこへ向かい、走る──！

「……たぁぁっ！」

　充じゆう分ぶんに助走をつけ、降下してきた翼竜ワイバーンへ向かい、跳とぶ！　そしてすれ違ちがいざまに、そのこめかみへと叩たたき込む跳び後ろ蹴げり！

　予想外の攻撃に一いつ瞬しゆん、翼竜ワイバーンは体勢を崩くずした。おれは着地し、そのまま再び敵へ向かって走る！

　地面すれすれの高さで体勢を立て直した翼竜ワイバーンが、こちらに向かって口を開いた。その口から、高熱のガスが噴ふき出す──今だ！

　おれは思い切り地面を蹴り、跳んだ。

　翼竜ワイバーンの口から吐き出される熱流を足元に飛とび越こえ──そしてそのまま、翼竜ワイバーンの肩かた口ぐちへと組みつく！

　翼竜ワイバーンは慌あわてて羽ばたき、身体を上じよう昇しようさせる。騎き士しは組みついてきたおれに対し、弩弓クロスボウを捨てて剣けんを抜いた。

「おっと！　お前には用はないんだ」

　おれは騎士が剣を振り下ろすよりも早く、「技」へと移行した。首元から、羽ばたくその翼の肩口へと足をかけ、人間でいう肘ちゆう関かん節せつのあたりへと組みつく。




「関節技サブミツシヨン」──それこそが、「空を飛ぶ相手」に対し、おれが出した答えだ！

　翼竜ワイバーンの大きな翼を支える関節──「空を飛ぶ」というのは元来、デリケートな行こう為いなのだ。その関節を極きめてやれば──途と端たんに翼竜ワイバーンは、その飛行能力を失う！

　翼竜ワイバーンは地上10ｍほどの高さに上昇していたが、肘関節に詰つまった関節技サブミツシヨンという異物によってバランスを崩し、錐きり揉もみ状に落下を始めた。おれは体重を移動して、翼竜ワイバーンの頭を下にし、足でそれを押さえつけるようにして、そのまま──




「……必殺・腕うでひしぎ翼竜ワイバーン落とし！」

　──ゴシャアァァッ！




　全体重を乗せ、地面に叩きつけられた翼竜ワイバーンは首がおかしな方向に曲がり、泡あわを吹ふいてその場に倒たおれた。乗っていた騎士は放り出されて地面に落ち、気を失っている。

　おれは立ち上がり、乱れる呼吸を整えながらホランドたちの方を振り返った。

「さあ！　お次はおらんかぁっ！」

　──恥はずかしいことだが、おれはこの時、完全に頭に血が上のぼっていた。この際このまま、この国の連中を全員叩きのめしてやろうとさえ思っていた。どうせこの世界へは、空手の可能性を試しに来たのだ。体力の続く限り、現代社会ではやれないくらい、暴れまわってやろうではないか──

　騎竜士ドラゴンライダーを倒したおれの殺気に気け圧おされたのか、騎士たちは遠巻きのまま、だれも前に出て来ない。

「どうした！　もう終わりか！　そちらが来ないなら、こちらから……」

「それまで！　もうよい！」

　がなり立てるおれの声をかき消す、よく響ひびく声。

「拳こぶしを引かれよ、転移者どの。大臣の非礼は余が詫わびる」

　静かな威い厳げんに満ちた声とともに、中庭へと姿を現した壮そう年ねんの男──引ひき締しまった体たい軀く、鋭い眼光に豊かな顎あご髭ひげ、ウィルマ姫ひめよりも濃い灰色の髪かみ。短い衣に、緋ひ色いろの裏地を打った黒の外套マント、そしてその頭には黄金の冠かんむり──

「……お父様！」

「……陛下！」

　その場にいた貴族、騎士たちが一いつ斉せいに片かた膝ひざをついた。
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「大臣が迷めい惑わくをかけた。不在のこととは言え、責任を感じる」

　外套マントを脱ぬいだ国王が言った。

　城の中にいくつかあるという、国王と家族の部屋。そのひとつにおれは通されていた。先ほどの大広間とは対照的に、質素で地味な作りの部屋──

　テーブルを挟はさんだ向かいの椅い子すに、国王は腰こし掛かけた。

「迷惑どころの騒さわぎじゃない。こちらは殺されかけたんだ」

　おれは椅子に座らず、立ったまま答える。身体からだは依い然ぜんとして、周囲に気を張っていた。

「……今だって、殺されかけている途と中ちゆうかもしれない」

　おれが殺気を隠さずに言った言葉に、国王は表情ひとつ変えず答える。

「警けい戒かいするのも当然だ。ただ、個人的な意見を言えば……もしこの部屋に罠わなが仕し掛かけられていても、君を殺せるとは思えないよ」

　国王がニヤッと笑う。

「実は途中から見ていたんだ。君のその、カラテ、か？　素晴らしい技だな」

　おれはその言葉にまたカチンと来た。途中から見ていた、だと？

　慇いん懃ぎんに振る舞まっているが、結局こいつも、あのホランドとかいう大臣と同類ということか。そう思うと、身体がまた熱くなってくる。だいたいなんだこの男は。さっきまで暴れていた男と、こんな近い距きよ離りで、その気になれば一いち撃げきで殺せる間合いで。おれの空手を舐なめているのか──

「君がその気になれば、この場で俺を殺すこともできるのだろうな」

　突とつ然ぜん、おれの頭の中を見み透すかしたかのように、国王が言った。不意を突かれて、おれは一瞬動どう揺ようする。国王は再び、ニヤッと笑ってみせた。おれは平静を装い、言う。

「……だったらどうする」

「どうもしないさ。それならそれでも構わない」

「な……」

「……君がひとりでこの国の騎士団と渡わたり合える以上、君という存在は一国の軍隊と変わらない。だからこそこうして、２人で話をさせてもらっている。これは和平交こう渉しようだよ。この距離がその証あかしだ」

　国王の目は真しん剣けんそのものだった。

　ああ──この目は。

　おれは組手に臨む道場仲間たちのことを思おもい浮うかべた。

　どちらが強い、弱いではない。ただただ真剣に、目の前の相手と向かいあい、自分のすべてをぶつける──そういう目だ。

　ここは依然として、戦いの場なのだ。

　それに比べて、先ほどまでの自分の心の、なんと貧しく、醜みにくいことか。おれは心底自分が情けなくなった。元より聖人君子であるつもりはないが、これでは空手の精神を語れるようなものではない。

　おれは椅子に座り、頭を下げた。

「……頭に血が上っていたようです。失礼をお詫びします……国王陛下」

「ウィルヘルムだ」

「……え？」

「ウィルヘルム・ダス・ウィルム・ヴァンフリー。俺の名前だ。ウィルヘルムと呼んでくれて構わない」

　国王は真剣な面持ちから、一転して破顔した。その顔が、なんとも言えず人ひと懐なつっこい笑顔だった。

「言っただろう？　これは和平交渉だ。つまり、君は一国の王と同等。だったら、君と俺は対等だ」

　──おれは参ってしまった。かつて、こんな風に接してきた者がいただろうか？

　おれが今までに出会った「権力者」たちは、目の前の相手を自分の下に置くことにばかりかまけていた。それが、この男は王という立場、威厳を崩すことなく、相手を下にも置かない。ごく自然に「王」として振ふる舞う、これが生まれつきの王、本当の権けん威いというものか──

　おれは改めて、国王を──ウィルヘルムを見た。この男を今ここで倒すのは容易たやすいだろう。しかし──それでは多分、この男には勝てない──

「……和平などとんでもない。おれの負けだ……ウィルヘルム」

　それは、この異世界で初めての敗北──おれの敗北宣言を聞いたウィルヘルムは、また人懐っこく笑った。
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「そもそもの始まりは、10数年ほど前の『魔ま導どう大戦』……魔王との戦いにおいて、お前のような異世界からの転移者が活かつ躍やくしたことにある」

　ウィルヘルムが陶とう器きのゴブレットを傾かたむけながら言う。おれもウィルヘルムと同じ、エールの入ったゴブレットを手に話を聞いていた。

　王国軍が太た刀ち打うちできない魔王の軍勢を押し返したのが、「裏チート技スキル」を持つ次元遊者ブレーンウオーカーだった、とウィルヘルムは語る。

「そこまではよかった。問題はその後だ」

「……と言うと？」

「この国では、戦いは本来、貴族や騎士の仕事だ。もっとも、最近は冒ぼう険けん者しやたちも矢面に立ってはいるが……」

　ウィルヘルムはゴブレットをひと口飲み、続ける。

「魔物や近きん隣りんの国……そうした外敵と戦うことで、支配層はその権威を確立している。民衆は彼らに守ってもらう代わりに、税を納める……それがこの国の仕組みだ。だが、その『本職』たちが勝てなかった相手を、余よ所そ者ものが……騎士でもなんでもない余所者が倒し、世界を救った……そうすると、どうなるか？」

「つまり、面目を失った、と……？」

　転移者が活躍すれば、貴族たちがその権威の正当性を失う──おれは、「邪じや道どう」である自分の空手が世に出たときの、周囲の反応を思い起こしていた。新しく、強く、鮮せん烈れつなものへのほとんど反射的な拒きよ絶ぜつ。あの大臣ホランドの反応はそれに近いものがあった。

　ウィルヘルムは続ける。

「民衆は彼らを英えい雄ゆう視しする。そうすれば王国の支配の基き盤ばんが揺ゆらぐだけではない。魔王を倒すほどの力を持った者がこの世界にいて、いつこの社会を脅おびやかすのかという恐きよう怖ふだってある」

　ウィルヘルムはゴブレットをテーブルに置き、身を乗り出して真剣な顔でこちらを見つめた。

「貴族たちが自分の立場を失うことを恐おそれている、という単純な話ではない。お前たち転移者は、この世界の成り立ちそのものを否定しかねないんだ」

「……おれにそんなつもりはない」

「お前はそうだろう。だが、もし、世界を覆くつがえし得る力を手にしたとして……人間は正気を保っていられるのかな」

　ウィルヘルムはそう言って、再びゴブレットの中のエールをあおった。

（力、か……）

　ゴブレットを持つ自分の手の拳けんダコが目に入った。

　おれはエールを飲んでみた。苦味ばかりが舌に残ったのは、この世界の飲み物に慣れていないせいだっただろうか。

　ウィルヘルムは顔を少し崩くずした。

「……いや、すまん。少々愚ぐ痴ちっぽくなった。それで……お前はこの世界で、なにをするつもりなんだ？」

「……空手さ」

　おれはそう言って、ゴブレットの中身を飲み干した。




　異世界転移──おれは「女神」を思い出した。東とう宮ぐうのグレンとかいうあの女神は、おれがこの世界に来た理由についてはよくわからないと言っていたが──もし、なにかの目的があるのだとしたら。

　かつて魔王を倒たおしたという、おれと同じ次元遊者ブレーンウオーカー──その男は、魔王と戦うために導かれたのではないのだろうか？　だとすれば、おれは──？

　いや──下手な考えはよそう。おれは頭を振り、エールをもう一度あおった。

　この国を揺るがすほどの力を持つという、異世界からの転移者──しかし、いくら強い力を持っていたとしても、それで世界に影えい響きようを及およぼそうなどというのはおこがましい考えだ──そのことはおれ自身、現実世界での経験でいやというほど痛感していた。

　だからこその空手、だからこその武道──世界がどのようであっても、どんな境きよう遇ぐうにあろうとも、自分自身がそこに在あることを肯こう定ていし、貫つらぬくための道。それはたとえ、ファンタジー異世界にあろうとも変わることはないのだから。

　おれにできることは、ただ空手あるのみ。自分にできることを精いっぱいやる。ただそれだけだ──




　だが、おれはこの後、自身のそうした信念を揺るがす相手と巡めぐり合あう。

　そしてそれは、この異世界で最大の宿敵との出会いでもあった。

















４．空手vs王女






「おはようございます、先生！」

　戸口から差し込む日差しと、やたらと元気のいいその声とでおれは起こされた。

　おれは当面、ヴァンフリーの王城に客分として滞たい在ざいすることになっていた。ただし、体裁としては「軟なん禁きん」ということにしているらしい。実際には、城の裏手にある離はなれのような屋や敷しきをあてがわれ、自由に使っていい、と言われている。出入りも自由だし、ウィルヘルムに仕える小姓ペイジがいろいろ、身の回りの世話もしてくれるため不自由はないが──問題は、これだった。

「……おはよう、ウィルマ姫ひめ」

　おれがここに滞在を始めてから、ウィルマ姫は毎日のようにここへやってきていた。それも、おれが日課の朝あさ稽げい古こを始める時間に。

「……ところで、『先生』はやめてもらえないか？」

「じゃぁ、師し匠しよう！　お師さん、とか？」

「そういう言葉、どこで憶おぼえるんだ」

　そう、あの騎き士し団だんとの乱らん闘とう以来、ウィルマ姫の空手熱はさらにヒートアップし、熱心に「空手を教えろ」と迫せまってくるようになったのだ。

「何度も申し上げているように、おれは異世界こちらに来たばかりで、弟子をとっている余よ裕ゆうはないと……」

「大だい丈じよう夫ぶです！　お邪じや魔まにならないように稽古を見ていますから！」

「う、うむ……」

　芯しんの強さを感じてはいたが、どうも予想以上にアクティブな性格のようだった。最初に会ったときはもっと儚はかなげな印象だったのだが。

　おれは、乱闘の後で騎士ゲディスと交わした会話を思い起こした。




「……どうやら、おれはあんたに利用されたようだな？」

「さて……なんのことですかな」

　おれの問いに、ゲディスは飽あくまで慇いん懃ぎんな態度を崩さないかった。

「おれをこの王城に招き、ホランドが歓かん迎げいの宴うたげを開く……結果、ああなることは予想できたはずだ」

「私としては国王に会っていただければ、それでよかったのですがね」

　ゲディスが涼すずしい顔で言い返す。

「いずれにしろ……『次元遊者ブレーンウオーカー』というのはそれほどに危うい存在なのですよ」

「ならばなぜ、おれを殺そうとしなかった？」

　ゲディスはおれの目を見た。

「貴公にはわからんだろうが……エルフの血が混じった姫様は、この国では非常に微び妙みような立場にある。貴族たちの間では、亜人種デミ・ヒユーマンに対する差別意識も根強い」

　ゲディスの目は真しん剣けんそのものだった。おれはその目の奥に強い精神を感じながら、問い返す。

「……つまり、『次元遊者ブレーンウオーカー』をウィルマ姫の側に引き入れることで、中央に対して立場を確保するつもりだった、と……？」

「……それと、もうひとつ」

　ゲディスの表情が一いつ瞬しゆん、揺らいだ──

「あの日、我らの城を襲しゆう撃げきしてきた黒衣の男……あれも『次元遊者ブレーンウオーカー』なのですよ」

「……！」

　おれはその時ようやく、この初老の騎士の目に光る力強さの理由がわかった。それはつまり、必死さの表れであったのだ──




「魔物の爪つめも、貴族の権けん威いも及ばない自由の拳こぶし！　カラテとはなんとファンタスティックなのでしょう！」

　おれが基本の稽古をしているのを見ながら、ウィルマ姫は目を輝かがやかせていた。

「いついかなる時も、自分の肉体のみを信じ、堂々と相手に立ち向かう！　そのようなこと、考えたこともありませんでした」

　ゲディスがそれほどまで必死に守ろうとしているこの姫君──王族であるというだけではない。生まれながらに様々なものを背負っているのだろう。

　人が空手を始める理由は様々だ。いじめっ子に勝ちたいから、ケンカに強くなりたいから、アクション・スターに憧あこがれて──どんな理由であれ、それは否定されるべきものではない。ウィルマ姫の第８王女という微妙な身分。エルフの血が混じっているという出自。中央の王政からは半なかば排はい除じよされ、辺境の城に半ば隔かく離りされる形で住んでいたという事情──そうした境遇が、この姫が空手に魅みせられるきっかけを作ったのかもしれない。もちろんそれは悪いことではない、が──

「わたくしも早く、この手で牛頭魔人ミノタウロスを倒してみたいです！」

「……ちょっ！　待って待って！」

　おれは思わず稽古を止めた。

「……いいですか、ウィルマ姫。空手とは、魔ま物ものと戦うためのものではないのだ」

「ではなぜ、先生は魔物と戦うのです？」

「それは……」

　それは──

「……まぁ、いろいろとあるのだ」

「カラテとは、いろいろあるものなのですね」

「間ま違ちがってはいないがちょっと待て」

　どうも調子が狂くるう。

　もちろん、弟子や後こう輩はいを指導し後進を育成するのも空手家の大事な務めではある。だがおれは、この世界に空手を広める覚かく悟ごをしてきたわけではなかった。なにしろ、アメリカやヨーロッパとは違うのだ──この世界そのものにとって異分子であるおれが、それをしていいものかどうか。

　しかし──純じゆん粋すいに空手に感動するウィルマ姫の目の輝きから、目を背けるのにも罪悪感がある。空手を始めたばかりの子どもたちと同じ目。こういう目の輝きを持ち続けている者は──きっと、強くなるだろうな、とおれは思った。

[image: ]

「……こちらに来たばかりで、人に教える準備ができていないのだ。おれはまだ、この国のことを知らな過ぎる」

「そういうことでしたら！」

　目を逸そらしながら話を誤ご魔ま化かそうとしたおれの言葉に、ウィルマ姫は両手を叩たたいた。

「街に行きましょう！　わたくし、案内いたしますから！」

「あ、ああ……」

　どうも、却かえって妙なことになってしまったようだ。
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「ウィルマさん、こんにちは！　王都にいらしてたんですね！」

「ウィルマさん、美味おいしいリンゴ入ったよ！　１個持っていって！」

「うぃるまひめさまー。この前の手遊び、またおしえてー」

　王城の外に出て街を歩くと、ウィルマ姫の周りには花が咲さいたように華はなやかになった。通りがかった市民から声をかけられ、店の中からは商品を渡わたされ、そして周囲には子どもたちが集まる。ウィルマ姫も、ニコニコと笑いながらひとりひとりに声をかけ、大真面目に子どもたちの相手をする。

「驚おどろいた……大変な人気なんだな」

　隣となりにいたゲディスに言うと、ゲディスは得意げに鼻をふくらませる。

「姫様はあの笑顔を庶しよ民みんにもわけ隔へだてなく与あたえておられる。人を愛し、そして愛される天性を持っておられるのだ」

　確かに、ウィルマ姫にはどことなく人を安心させる雰ふん囲い気きがある。

「男であったなら、確実に王位継けい承しよう争いに巻き込まれただろう……惜おしいとも思うが、それでよかったとも思うのです」

　ゲディスは笑みを湛たたえていたが、どことなく寂さみしげな目をしていた。

　おそらく、そのためにホランドなど中央の貴族から警けい戒かいされているという面もあるのだろう──現代日本人には想像もつかないことだが、王族に生まれつくというのもまた、難なん儀ぎなものだ。

「……もっとも、私としてはあまり無防備に街を歩かれるのも困るのですがね」

　市民に囲まれるウィルマ姫を見ながら、ゲディスは苦笑する。確かに、悪意のある者に狙ねらわれでもしたら事だ。護身術の基本くらい教えておいてもいいかもしれないな──おれはそう思いながら、周囲を見まわした。

　街の中央広場へと至る目め抜ぬき通どおりは活気にあふれていた。目抜き通りの向こう側、城じよう壁へきの西門の方には、青い空に向かって巨きよ大だいな尖せん塔とうがそびえているのが見える。その尖塔が見守る下を、多くの人々が行き交っていた。道の左右には市が立ち、商人たちが声を張り上げる。

　──それはおれにとって、居心地のよい光景だった。かつて武者修行で訪れた世界各地の街の様子が重なる。どの国でも、人々は明るく、力強く、そしてしたたかだ──おれはこの異世界に暮らす人々に、親しみを感じていた。

「……おい、いい加減にしろよ！」

　──と、平和な光景を切り裂さくような怒ど号ごうが藪やぶから棒に鳴なり響ひびく。

「……なんだ？」

　ゲディスが声の方向を見る。半ば反射的に、剣けんの柄つかに手をかけているのはさすがだ、と思いつつ、おれもそちらに目をやる。そこには、荷の崩くずれた荷車と、その前に立つ恰かつ幅ぷくのいい商人風の男、そして、尻しりもちをついている、耳の尖とがった小こ柄がらな亜人種デミ・ヒユーマン──

「……小妖人パルヴリングなどに任せたらこうなるのはわかりきってるんだ！　盗ぬすんだものをさっさと出せ！」

「おいら、盗んでなんか……そっちが間違えたんだろ……」

「この、まだ言うか……！」

　興奮した様子の商人が、立ち上がりかけた小妖人パルヴリングに蹴けりを入れる。

「……ッ！」

　胸元を強く蹴られ、身体からだの小さなその亜人種デミ・ヒユーマンは大きく後ろに倒たおれ込む。あの体格差ではひとたまりもない。小妖人パルヴリングは石いし畳だたみに転がり──苦痛に歪ゆがめた顔を上げ、商人を睨にらんだ。

「なんだその目は……！　下げ賤せんな亜あ人じんごときが、人間に反はん抗こうするのか！」

　商人が小妖人パルヴリングを見下ろし、高圧的に怒ど鳴なる。

　──まずい。

　おれはその時、倒れ込んだ小妖人パルヴリングの目に、危険な光を見た。あれは、殺意──！

「……おやめなさい！」

　その時、よく通る声が緊きん迫ぱくした空気を抑おさえる。ウィルマ姫ひめが発したその声に、その光がふっと消えた。

「……こ、これは王女様……」

　かしこまり頭を下げる商人風の男の前に、ウィルマ姫が進み出て言う。

「いったいどうしたのです？　こちらの方がなにかされたのですか？」

「や……こいつは港の町から荷を運んで来たのですが、荷物の量を誤魔化しまして……」

「だからそれはそっちの書類の方が……！」

「黙だまれ！　小妖人パルヴリングなんてみんな泥どろ棒ぼうだろうが！」

「……ッ……てめぇ……！」

「落ち着いて、ね……」

　再び狂きよう気きの光が目に浮うかぶ小妖人パルヴリングを、ウィルマ姫が窘たしなめる。その隣から、ゲディスが進み出た。

「この者が盗みを働いたという証しよう拠こは？」

「証拠ですと？　騎き士し様ならおわかりでしょう？　こいつは亜人だ。それだけで充じゆう分ぶんだ！」

「それはこの方がそうだという証拠ではありません」

　横からウィルマ姫が毅き然ぜんと言う。

「必要であれば王宮で裁きを預かります。申し立てをするように」

「い、いや、それは……」

　商人は目を泳がせた。そして口の中でもごもごとなにかを言った後、小妖人パルヴリングに向かい、怒鳴る。

「……もういい！　さっさとその荷物を裏へ運べ！」

　そして商人はずかずかと、路地の方へ入っていった。しかしその去り際、吐はき捨すてるように「亜人女め」と呟つぶやいた声を、おれは耳にした。

　おれはウィルマ姫を見る。ウィルマ姫にもその声が聞こえていたかどうかはわからない。姫は小妖人パルヴリングを助け起こそうと歩み寄っていた。しかし──

　──パンッ！

「……ッ！」

　ウィルマ姫の手を、小妖人パルヴリングが払はらいのけた。

「……余計なことすんな」

　小妖人パルヴリングはウィルマ姫から目を逸らすようにしていた。

「……わたくしはただ、あなたを助けたいと……」

「……それじゃあんた、俺たちを全員城壁の中に住ませてくれよ」

「え……」

　小妖人パルヴリングは怒いかりとも悲しみともつかない目でウィルマ姫を見た。

「あんたはいいよな。お城で暮らして、街も自由に歩き回ってさ。俺たちと変わらないくせによ」

「……！」

「同情だけされてもなにも変わらねぇんだ。哀あわれに思うのなら俺たち全員を救ってくれよ」

　彼は横目でウィルマ姫を見ながら吐き捨てるように言い、荷車を曳ひいて路地へと入っていった。

　あの小妖人パルヴリングが見せた目の色──おれにはその意味がよくわかった。一度沸わきあがった殺意、それを振ふり下ろす場を奪うばわれたこと──そして、振り下ろすことを許されないことに対するやるせなさ。

　ウィルマ姫は唇くちびるを嚙かみしめていた。おれはかける言葉を探していた──おれ自身も武者修行時代、似たような経験をしたことがあった。富ふ裕ゆうな国の人間が貧しい国に出かけていき、その暮らしに触ふれて感じる矛む盾じゆん──それとどう向き合うべきか、ということ。

　ウィルマ姫がふっと顔を上げる。

「……ごめんなさい、面めん倒どうなところを見せてしまいましたね」

　その顔には再び、高貴で朗らかな笑顔が戻もどっていた。

「……お腹なか減りませんか？　どこかでご飯食べましょう！」

　ウィルマ姫は精いっぱい軽やかに身を翻ひるがえした。おれはその後を追い、再び街を歩き出した。




「ここ！　ここにしましょう！」

　大通りの一角に、その大衆食堂タバーンがあった。木造の建物は２階までが吹ふき抜ぬけになっており、店の前にもテーブルや椅い子すが並べられている。何人かの市民がそこに腰こしかけ、昼間から木製のジョッキをあおっていた。そこへ突とつ然ぜん、ウィルマ姫が現れたと気がついた市民は目を丸くし、顔を見合わせる。

「ここの挽肉焼フリカデレが美味しいのです！」

「……なんでそんなことをご存ぞん知じなのですかな？」

「あ、えっと……」

　ゲディスのツッコミにウィルマ姫が目を逸らしていると、にわかに城門の方が騒さわがしくなった。

「……あれは？」

　そちらの方を見ると、装飾帯サツシユをつけた騎士の一団が通りを歩いてくるのが見えた。

「……近この衛え騎士？　と、いうことは……？」

　ゲディスが言う横から、ウィルマ姫が駆かけ出だす。

「お父様！」

　騎士団に囲まれた中から、黒い外套マントを纏まとった長身の男──この国の国王・ウィルヘルムが姿を現す。

「……ウィルマじゃないか。こんなところでなにを？」

「先生に街を案内していました」

「先生……？」

　そう呟いたあと、ウィルヘルムはおれの姿を見留め、ああ、と納得した顔をした。横からウィルマ姫が言葉を継つぐ。

「これからここで食事を取ろうとしていたところでした」

「そうか。それでは、我らも一いつ緒しよに食事としようか」

　そう言ってウィルヘルムは、大衆食堂タバーンの方へ向かおうとする。その隣にいた白髪しらがの男が慌あわてた。

「へ、陛下……！　ここは市民が飲食をするところで、その……」

「いいじゃないか。ここの挽肉焼フリカデレが美味うまいんだよ」

「……どうしてご存知なんですか？」

「……あー、転移者どのも一緒にどうかな？」

「あ、ああ……」

　ウィルヘルムに声をかけられ、おれは食堂に向かった。近衛騎士団が慌ててついてくる。ここの王族の護衛には同情を禁じ得ない。




　　　　＊　＊　＊




「……ウィルマには悪いことをしていると思っている。あれでも、可愛かわいいと思っているんだ」

　ウィルヘルムはエールの入った木のカップを手にし、言う。店の裏側に設しつらえられたテーブルに、料理が並んでいた。挽肉焼フリカデレというのは、挽肉を固めて焼いたハンバーグのような料理らしい。それはいいが、この肉は一体なんの肉なのだろう。肉にく汁じゆうが出て美味そうではあるが。

　先ほどまで一緒に食事をしていたウィルマ姫は、子どもや市民に囲まれてなにやら盛り上がっている。突然現れた騎士団と国王、そして王女に店は慌てたが、いつの間にかすっかり打ち解けてしまっているようだ。その様子を見ながら、ウィルヘルムが話す。

「あれの母親を側室に迎むかえたのは、亜人間デミ・ヒユーマンとの融ゆう和わ策さくの一いつ環かんではあったが、俺なりに彼女のことは愛していた。先の『魔導大戦』で全部台無しになっちまったけどな」

　ウィルヘルムの隣となりから、髪かみの瘦やせた男が後を継いだ。

「人々の間には人間至上主義的な思想が根強い。それに加え、『魔導大戦』では猪鬼オークや黒ダークエルフといった種族の国が魔ま王おうの側につきました。彼らへの不信感は大きい」

　白髪の男は城付きの賢けん者じや・クライフと言った。テーブルの周りには、近衛騎士の装飾帯サツシユを纏った騎士が控ひかえている。

「それで、エルフの血を引いている姫さまは、安全のために辺境の城へと移られたわけです」

　おれはクライフの話を聴ききながら、硬かたいパンを齧かじっていた。そういえば、食品の栄養は現実世界と同じなのだろうか。筋肉に必要な栄養素がこの世界で満まん遍べんなく補給できるか、一いち抹まつの不安がある。

「辺境とは言うが、あれは由ゆい緒しよのある城だ。格式のない城に王族を住まわせるわけにはいかない」

　ウィルヘルムがクライフの話に口を挟はさんだ。

「ですが……それが裏目に出てしまった形です」

　クライフがウィルヘルムとおれとを交こう互ごに見る。

「この方にはお話をしておくべきでしょう。『アズミファルの小手』のことを」

「……」

　黙っているウィルヘルムに代わるように、クライフが話しだす。

「あの城には、強力な魔ま力りよくを宿す神器アーテイフアクトのひとつが保管されていました。それを狙ねらって、賊ぞくが現れ、姫ひめさまが危険にさらされた……」

「それはもしかして……」

　おれはあの時の黒衣の男の姿を思い出す。ゲディスによれば奴やつもまた「次元遊者ブレーンウオーカー」だという──その男が手にしていた、あの禍まが々まがしい意い匠しようの小手。つまり、あれが『アズミファルの小手』──？

「……すでに力の失われた神器アーテイフアクトだ。ウィルマの命に代えられるようなものではない」

　ウィルヘルムが苦々しげに言った。

「ですが、どのような力が秘められているのか、定かでなく……」

「争いの種になるくらいならくれてやるさ」

　おれは隣でそのやり取りを聴きながら、神器アーテイフアクトって硬いのかなぁ、試し割りできるかなぁ……などとぼんやり考えていた。

「……なんのお話ですか？」

　ウィルマ姫がテーブルに戻って来た。

「まぁ、いろいろとな」

　ウィルヘルムがそう答え、そしてこちらに向き直る。

「この際だ。お前、ウィルマを嫁よめにとらないか？」

　──不意にこちらへ向いた矛ほこ先さきに、おれはパンを噴ふき出した。

「え……よめ、って……」

　椅子に座ろうとする途と中ちゆうで、ウィルマ姫の動きが固まった。

「え……っと……？」

　焦しよう点てんの合わない目が、こちらへと向く。

「……ちょ……！　え、いや……」

　おれは慌てて、姫から目を逸そらした。

「父親の俺としても安心だし、この際、転移者を王族に迎えてしまえばいろいろな問題に片が付く。貴族どもも文句は言えまい」

「待て、待て待てウィルヘルム……それは……」

「なんだ、不服なのか？」

「あ、いや……」

　おれは言葉を探しながら、ウィルマ姫を見る。姫は椅子に座る途中の中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢のまま固まっていた。

「……や、別に嫌いやだというわけではなく、おれは修行中の身であるからして、その……」

　慌てて取とり繕つくろうおれを見ながら、ニヤニヤと笑っているウィルヘルム。その隣でクライフがため息をついた。

「……そ、そうだ！　ここからは『凱がい歌かの塔とう』がよく見えるのです！　先生にご案内しなくては……」

　中途半端な姿勢から弾はじかれたように、ウィルマ姫が立ち上がり、外へと駆け出した。ウィルヘルムが、おれに向かって目で合図をする。お前も行け、というわけだ──まったく。

　おれはため息をついてウィルヘルムを睨にらみつけ、ウィルマ姫のあとを追って外に出た。




「ほら、あれです！　先の大戦に勝利した記念に、お父様が王都の西門に築いた塔なのです」

　店の外に出ると、待ち構えていたウィルマ姫が空を指差しておれに言った。視線を上げてその指の先を追う。町の西側の門から、尖せん塔とうが青空を背景にそびえ立っていた。

「あの上からは王都が一望できるだけでなく、近きん隣りんの村の様子まで見み渡わたせるのです。国に棲すむ民の様子をみな平等に見渡し、再び乱が起きようとも迅じん速そくに対応できるようにと……」

　ウィルマ姫の説明を聴きながら、おれはその塔を眺ながめていた。現代日本で言えば、10階建てのビルくらいにもなるだろうか。確かにそれは、この街の中でもひと際高い建物だった──

「……？」

　──と、おれは違い和わ感かんに気がつく。尖塔の先せん端たん、その横に浮うかぶ、点がひとつ──

「あれは……？」

　目を凝こらし、おれはそれを見る──空に浮かぶその人影──よく見るとそれは、黒い衣に銀色の胸当てを纏った──

「……まさか、あの時の……!?」

　それは、牛頭魔人ミノタウロスを使役し、城を襲おそわせ「アズミファルの小手」を奪うばった、まさにあの男──その男が、その手をかざす──




　──ズッドォォン！




　閃せん光こうと爆ばく音おんとが、青い空に炸さく裂れつした。

　王都を見下ろすようにそびえ立つ「凱歌の塔」が──砕くだけた。

「……ッ!?」

　青い空に突とつ然ぜん弾けた破は壊かいの光──その一いつ瞬しゆん、なにが起こったのかを正確に認識できた者がいただろうか？　上空から響ひびく轟ごう音おん、そして衝しよう撃げき、飛び散る塔の残ざん骸がい──

「……危ないッ！」

　おれは立ちすくむウィルマ姫を、降り注ぐ瓦が礫れきからかばう！　上空から石いし畳だたみに穴を穿うがつ石の塊かたまり──すんでのところでそれを避さけ、文字通りに屋根の下へと転がりこむ。

「……何事だッ……!?」

　店の中からウィルヘルムと、騎き士したちとが駆け出し──空を見上げ、驚きよう愕がくに固まった。

「『凱歌の塔』が……消えた……」

　おれも彼らと同じ方を見上げる──先ほどまで確かに、そこにそびえていた高い尖塔の、上半分が文字通り、消し飛んでいた──！

「これはこれは。城まで出向く手間が省けましたな。国王陛下、それに白衣の次元遊者ブレーンウオーカーどの」

　降って来た声の方を振ふり向むく。そこには、宙空に立つようにしてこちらを見下ろす、黒衣の男──

「……ジャヴィド！」

　ウィルヘルムが男に向かい、叫さけぶ。

「城を襲い、神器アーテイフアクトを奪ったと聞いた時はなにかの間ま違ちがいかと思ったが……貴様、狂くるったのか!?」

「狂った……？」

　黒衣の男──ジャヴィドは、砕け散った塔を背後に背負うようにして、声をあげた。

「……違うな！　真実に目覚めたのだ！」

「真実だと……？」

「なにが『凱歌の塔』だ！　『魔導大戦』はまだ終わってはいない！　俺は今日、そのことを貴様らに告げに来たのだ！」

　ジャヴィドは左手につけた小手を掲かかげた。

「この『アズミファルの小手』の力で……この俺の手で！　俺は俺の『魔導大戦』を終わらせる！　本当の意味でな……そして！」

　ジャヴィドはおれを見た。

「……お前にも死んでもらうぞ、空手家。『裏チート技スキル』に目覚める前にな！」

　そう言いながらジャヴィドは、片手をかざしてこちらに向けた。

　──これはヤバい！

　そう思った瞬間、目の前になにかが割り込む。
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「防護壁マジツクウオール！」

　クライフが唱えた声に応えるように、目の前が薄うすく光る。その前で、ジャヴィドの手から放たれた火球が弾ける！




　──ドォン！




　炸裂する火球に光の壁かべが砕け、弾けた衝撃でおれは、クライフと共に吹ふき飛とばされた。

「……ふん、小こ癪しやくな！」

　ジャヴィドは再び手をかざし、火球をもう一発放つ！




　ドォン！




　炸裂する熱波と衝撃。集まった騎士たちが人形のように吹き飛ぶ。

「こんな強度の火球フアイアボールを連発するとは……なんという……！」

　クライフが上体を起こしながら、歯を食いしばり、言った。ジャヴィドは両手を広げ、構えた。宙に浮かんだその身体からだが、一瞬輝かがやく。

「……この際だ、街ごと吹き飛ばせば手間も省けるか！」

　左右に開いたジャヴィドの両手が、蒼あお白じろく光り出す。

「あの光……まさか極大ニユークリ核撃アブラスト……!?」

　クライフの焦あせる声が聞こえる。

　どうやら、かなりヤバい魔ま法ほうが来るらしい──おれは周りを見た。騎士たちは吹き飛ばされ、倒たおれている。ウィルヘルムは──いた。なんと、巻まき添ぞえになった市民を助け起こしている。まったく、なんて男だ！

　なんとかしなければ──おれがどうすればいいかと一瞬、考えたその時──小こ柄がらな影かげが走り出た。

「おやめください、ジャヴィド様！」

　ウィルマ姫が頭上のジャヴィドに向かい、声を張り上げていた。

「……ウィルマ？」

　ジャヴィドの表情に戸と惑まどいの色が浮かび、両の手に携たずさえた魔術の輝きが弱まる。ウィルマ姫が再び、声を張り上げた。

「なぜこんなことをするのですか……!?　あなたは救国の英えい雄ゆう、『魔ま剣けんの勇者』ではありませんか！」

「……俺はこの国を救ってなどいない。ただ魔王を倒しただけだ！」

　ジャヴィドは叫び返す。

「まだ終わっていないのだ、ウィルマ。救われてなどいない……なにも、誰だれも！」

「そんなことはありません！　わたくしは……それにお姉さまは……！」

「問答無用！　邪じや魔ま立だてするなら、ウィルマ、お前もまとめて吹き飛ばす！」

　再び、両の手の光が強くなる──まずい！　おれはジャヴィドの前に走り出、ウィルマ姫ひめをかばって立った。

「よせ！　用があるのはこのおれだろう！」

　ジャヴィドはおれの姿を見、笑った。光が更さらに強くなる。おれは両の手を広げ、言葉を継つぐ。

「ここには無関係な市民もいる。女もいる。ウィルマ姫だっている。巻き添えにするな！　おれなら逃にげない。場所を変えて立ち合おう」

　ジャヴィドの眉み間けんが少し、動いたようだった。両の手の光が弱まり──消える。

「……ふふふ……私に決闘デユエルを申し込むとはな！　やはり、『運命』とは対たい峙じせねばならないか……」

　ジャヴィドは浮遊魔法フライトの高度を上げる。

「いいだろう。今日の夕暮れ、西の平原だ。私の無限の力を……見せてやる」

　ジャヴィドはそう言って、左ひだり腕うでにつけた小手を掲げ──放たれた光と共に、その姿はかき消えた。




　おれは虚こ空くうをしばらく、見つめていた。

　ジャヴィドの放った魔法の威い力りよくを思い返す。

　あの時、クライフが魔法で守ってくれなかったら──あの時、ウィルマ姫が駆かけ出ださなかったら。

　おれは歯は嚙がみをした。そして、ジャヴィドの消えた空を見上げる。

「決闘デユエル、か……」

　上半分の消し飛んだ『凱歌の塔』を見上げ、おれは身み震ぶるいをした。それは多分、武者震いではなかったと思う。




　次元遊者ブレーンウオーカー・ジャヴィド。この世界でかつて、魔王を倒した英雄。

　数秒で街を焦しよう土どと化すことさえ可能な、そんな敵との立ち合い──開始まで、あと数時間。








５．空手vs次元遊者ブレーンウオーカー






　──白い部屋の窓から、差し込む柔やわらかい光に煽あおられるようにしてカーテンが踊おどっていた。

　部屋に置かれたベッドに、見る影もなくやせ細った身体が横たえられていた。土気色の顔にとりつけられた呼吸器の奥で、その口元が動いたような気がした。

　おれは、彼に話しかけた。彼がおれを見た。

　彼が骨の浮いた腕を持ち上げ、おれに拳こぶしを見せた。拳けんダコに覆おおわれたその拳を、おれは両手で包む。彼は少し笑い、そしてその目を閉じた。手の中の拳から力が失われ、シーツの上に落ちた。
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　──おれは目を開いた。

　王城の離はなれの部屋に、正座をしている自分がいた。闘たたかいの前に黙もく想そうをしていたはずが、ふと昔の記き憶おくがよみがえって来たのだった。少々心が乱れていたのかもしれない。

　おれは立ち上がり、窓の外を見た。二つの太陽が西へと差しかかる。そろそろ覚かく悟ごを決めなくてはならない。

　闘いの相手──かつて魔王と戦い、この世界を救った英雄・ジャヴィド。人じん智ちを超こえたその力が脳裏に浮うかぶ。

　おれは拳ダコに覆われた拳を見た。

　おれに、空手に──奴やつを倒すことができるのだろうか？

「……今からでも、裏チート技スキルを身につければ、あるいは」

　突とつ然ぜん聞こえた声に、おれは振り返った。戸口に女が立っていた。

「女神さんか……」

　おれをこの異世界に導いた女神・東とう宮ぐうのグレン。銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして首を振り、女神は言う。

「『魔導大戦』で魔王を退けたジャヴィドの力は本物よ。その裏チート技スキルはあらゆる属性の魔力を制限なしに引き出し、複雑な術式や詠えい唱しようをすることなく、最大強度の魔法を発動することができる……」

「……」

「素手で立ち向かうなんて、自分から命を捨てにいくようなもの。だから……」

「……武に身を捧ささげた以上、とうに捨てた命。ここで尽つきるならそれまでということ」

　おれはそう言って、女神の横を通り過ぎ部屋を出た。

「だから死なれちゃ困るんだっての……」

　ため息混じりに言うグレンの声は、聞こえないふりをした。この時、裏チート技スキルに惹ひかれる心がなかったかと言えば、噓うそになる。




「ジャヴィド様は……強く、そして優しい御お方かたでした。小さな子どもだったわたくしにも、本当によくしていただきました」

　あの騒そう動どうのあと、おれの部屋を訪れたウィルマ姫は寂さびしそうな顔で言った。

「あの人の前で……泣いたことがあります。自分の中のエルフの血が憎にくいと……そんなわたくしに、ジャヴィド様は『運命の前では、あらゆる生物は平等だ』と言い、頭を撫なでてくれました」

「……」

「あの時……あなたが現れ、牛頭魔人ミノタウロスを倒したあの時、わたくしはただ震ふるえるばかりで、なにもできなかった。目の前で、あの優しかったジャヴィド様が、あんなことをして……」

　ウィルマ姫は唇くちびるを嚙かみしめた。

「せめて……この２本の足で、あの方の前に立ちたかった。立たなければいけなかった！　立って、話をしなければ……」

　ウィルマ姫が膝ひざの上に置いた小さな手が、強く握にぎられていた。

「……では、空手を習いたいと言ったのは……」

　ウィルマ姫は顔を上げ、真しん剣けんな眼まな差ざしをこちらへ向ける。

「たとえ武器がなくとも、戦う力がなくとも……いついかなる時でも堂々と相手に向かい、真実を問う……それがカラテなのでしょう!?」

　まっすぐに向けられるウィルマ姫の瞳ひとみには、おれ自身の姿が映っていた。思わず笑みがこぼれるのを、おれは自覚した。

　おれはこの姫を誤解していたようだ──不自由なその身の上から来る鬱うつ屈くつから空手に興味を持ったなどと、あまりに浅い理解をしていた。

「そう……あなたの言うとおりだ。どんな状じよう況きようにあっても絶望せず、自分がするべきことをする。その勇気を支える技術……それが武道、それが空手だ」

　弟子に教えられる、とはこのことか──おれはウィルマ姫に向かい、言った。

「だが、技術だけではだめだ。まずは体力づくりから。毎日走って体力を養うこと」

「……え？」

　おれはウィルマ姫の前にしゃがみ込んだ。膝の上で強く握ったその拳を、自分の両手で包む。

「悔くやしさのために握りしめたこの拳……この決闘が終わったら、その使い方をきっと、教えましょう」

「……はい！」

　ウィルマ姫は目に涙なみだを溜ためたまま、輝くように笑った。それはとても、とても力強い笑顔だった。
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　それが確か、この世界で初めて見る夕ゆう陽ひだったはずだ。紫むらさきに暮れなずむ雄ゆう大だいなグラデーションを不ふ吉きつに感じたのは、その時のおれの心のせいだっただろうか。

　ジャヴィドはすでに、そこに立ち待っていた。おれは馬車から降り、決闘の場へと歩む。背の低い草に覆われた広い平原に、風が波を作っていた。

「この決闘デユエルは、余が立会人を務める」

　おれと同じく馬車から降りたウィルヘルムがよく通る声で宣言する。傍かたわらには数人の騎き士し団だんとクライフ──そしてウィルマ姫もいた。

「律りち儀ぎなことだ」

　ジャヴィドはその宣言を冷笑で受け止め、ウィルマ姫を見た。その目の色の意味は、どのようなものであったか。

　おれは決闘デユエルの舞ぶ台たいへと歩み進んだ。ジャヴィドがそれを受け止めるようにして声をあげる。

「15年ほど前か……『魔王』が現れたとき、俺はこの世界へと導かれ、そして戦った。それはこの次元ブレーンを統べる神々の導いた必然……運命というものらしい」

「……」

　おれは足を止めた。ジャヴィドとの距きよ離りは15ｍといったところか。

「今、お前がこの俺の前に現れたのも、おそらく女神が導いた『運命』なのだろうな。ならばやはり、乗のり越こえねばならん」

「……お前の詳くわしい事情を、おれは知らない」

　おれは足元を確かめながら応じる。

「立ち合いに理由は要らん。だが……魔王を倒たおした英えい雄ゆうのお前が、なぜこのようなことをするのか……聞かせてはもらえないか？」

「……この世界へ来たばかりのお前には、わからないだろうな」

　ジャヴィドは相変わらず冷笑を浮かべていたが、その目には捉とらえようのない色が浮かんでいた。

「……あの凄せい惨さんな戦いの末には、平和も幸せも訪れなかった。魔ま王おうを倒しても、なにも変わりはしない。この世界も結局、矛む盾じゆんだらけだ……貴族どもは肥え太り、民衆は相変わらず日々の暮らしとモンスターの脅きよう威いに怯おびえる。街の城じよう壁へきの外にある亜あ人じん街を見たか？」

　おれは、王都に来る途と中ちゆう、馬車の中から見た景色を思い出した。粗そ末まつなあばら家が並ぶ集落。その隙すき間まで身を寄せ合うようにして暮らす、亜人種デミ・ヒユーマンたち。そして──昼間目にした、小妖人パルヴリングの少年の目の色。

「平和と豊かさの恩おん恵けいを受けるのはごく一部。魔王がいてもいなくても同じ。力あるものが力無きものから奪うばい取とる世の中だ。俺たちの故郷と同じだよ」

「……」

「……共に戦った仲間たちが、心ある者たちが、何人も死んだ……あいつらの血で勝ちとった世界がこれか？　だから俺は気がついたのだ。世界そのものを変える力が必要だと！」

　おれは黙だまっていた。答える言葉を持たなかった。しかし、ジャヴィドの瞳に深い絶望と狂きよう気きの色が浮かんでいることは感じられた。

「俺が欲ほつするのは無限の力だ！　世界を根本から創りかえ、『運命』さえも書かき換かえることのできる力！　絶対的な力を持った者が必要なのだ……力を持った者が多ければ、また混乱を招く。だから、次元遊者ブレーンウオーカーはここで殺し、おれは『運命』を乗り越える……圧あつ倒とう的てきな力でな！」

　ジャヴィドの身体からだに殺気が漲みなぎり出した。両の手を左右に広げ、そこに魔力の光が浮かんだ。

（……運命を変える力……）

　たとえどんなに腕っ節が強くても──空手で熊くまに勝とうがモンスターに勝とうが、個人の力では絶対に抗あらがえない運命。

　それを、変える力──

　おれはジャヴィドを見た。もしかしたら、この男とおれは似ているのかもしれない。

　だが──

　おれはその場で足を広げ、ゆっくりと呼吸をした。「息い吹ぶき」──腕を目の前に掲かかげて丹たん田でん──臍へその下に息を溜め、腕を降ろしながらゆっくりと吐はく。

　そしておれは、肩かたの幅はばに広げた足を、大きく後ろへと引き、前の手を目前に掲げ、後ろの手を腰こしへと構えながら体重を落とす。

　構え、そして対たい峙じ。間合いは約15ｍ──

「先生……ジャヴィド様……」

　ウィルマ姫ひめがこの戦いの行方を見守っている。きっと、彼女自身の運命を見極めようとしているのだろう。

「……合図を」

　ウィルヘルムが言い、騎士団のひとりが大きな鐘ゴングを掲げる。別の騎士が、手に持ったハンマーを振ふるい──決闘デユエルの場に、鐘ゴングが鳴なり響ひびいた。

　ジャヴィドがその両手を振りかぶる。その手には青白く輝かがやく魔力の光──巨きよ大だいな尖せん塔とうを消し飛ばすほどの大魔法・極大ニユークリ核撃アブラスト──

　ここしか、なかった。




　──メキィ！




　──次の瞬しゆん間かん、おれの拳こぶしがジャヴィドの顔面にめり込んでいた。

　鈍にぶい音と共に、ジャヴィドの顔が弾はじける。その身体が後方へと吹ふき飛とび──数ｍ離はなれた草の上へと、転がった。




「追い突づき」──空手の技の中で最も速く、最も遠い打だ撃げき。

　右手を後ろに構え、左ひだり脚あしを大きく踏ふみ込んだ後、右の脚を入いれ替かえてさらに前へと飛ばしながら、右の突き。

　移動してから攻こう撃げきするのではない、移動そのものが突きの威い力りよくと化すこの技。遣つかい手によっては10ｍ以上先の敵でさえ、一瞬で打だ倒とうすることが可能となる！

　立ち合いの間合い、ジャヴィドが浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを使わなかったこと、そして発動に一瞬の隙すきがある極大ニユークリ核撃アブラストを放とうとしたこと──それらの事実が、おれの拳を届かせた──




「が……はぁ……ッ！」

　残心を取るおれの構えの先で、鼻の骨を砕くだかれたジャヴィドが悶もだえていた。

「勝負ありだ」

　ウィルヘルムの声がした。振り返ると、騎士団がジャヴィドを取り囲もうと動いていた。

　おれは残心を崩くずさず、その様子を見守る。

「ふ……ふはははは！　なるほどな……！」

　ジャヴィドは血まみれの顔面を手で押さえ、立ち上がろうとしていた。

「……これもまた、立ち向かわねばならぬ『運命』か……やはり、お前とは徹てつ底てい的てきにやりあわねばならんようだ！」

　ジャヴィドの身体が紫色の光を放ち出た。その袖そで口ぐちから、「アズミファルの小手」が見える。

「……今日はお前の勝ちだ。誇ほこるがいい……しかし、いずれ必ず八やつ裂ざきにしてやる……この世界の『理ことわり』ともろともにな！」

　ジャヴィドの姿が魔力の光に包まれ──そしてそのまま、かき消えた。

　おれは残心を解き──ひとつ息をつく。

「先生！」

　ウィルマ姫が駆かけ寄よってきた。しかし、おれはそちらに顔を向けられなかった。

　──あれで、本当によかったのだろうか？

　開始直後の不意討ち。相手の技を出させず、ねじ伏ふせる勝ち方。

　それしか──勝つ方法がなかった。この局面を切りぬけ、生きて決闘デユエルから帰るには、これしかなかったのだ。だが──本当にこれで、あの男に勝ったと言えるのだろうか？

　力を求め、力でねじ伏せようとしたジャヴィドに対して、こんな勝ち方で、本当に──

「……いずれまた、決着をつけるときが来るだろう」

　おれはそう言って踵きびすを返し、決闘デユエルの場を後にした。
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「……行ってしまわれるのですね」

　その日、朝の稽けい古こを終えたおれにウィルマ姫が言った。

　おれはウィルマ姫が汲くんでくれた水を飲み干し、息をついた。こちらを見つめる姫の視線を感じるが、おれはそちらを見返すことができなかった。

「……ここにいれば、またジャヴィドが来るかもしれない。そうすれば皆みなにまた迷めい惑わくがかかる」

「その時はまた、先生がやっつけてくれるのでしょう？」

　ウィルマ姫は明るく言った。しかし、おれがそれに答えることができずにいると、姫の顔はまた曇くもる。

「……わたくしにカラテを教えてくれるという約束は？」

　その問いかけは、腰の入った掌しよう底てい突づきのようにおれの腹にずしりと響く。

「……いずれ必ず。だが今は……今のおれには、空手を教える資格はありません」

　ジャヴィドの力を恐おそれ、裏チート技スキルを欲したこと。不意討ちで勝ちを拾ったこと──

　腕うでを磨みがかなくてはならなかった。いずれ必ずまた立ち合う時のために、そして──奴やつの欲した「力」に対する答えを見つけるために。

　おれ自身が、迷わないために。

「……それに、奴の奪っていった『アズミファルの小手』は左腕。もう片方がどこかにあるらしい。それも探さなくてはならない」

　それは城の賢けん者じやクライフから依い頼らいされたことでもある。そしてそれを追っていけば──自おのずと、ジャヴィドとの対決が待っていることになるだろう。

「……それでしたら……！」

　ウィルマ姫は強い目でおれを見た。

「わたくしも、連れて行ってください！」

　おれはウィルマ姫へ向き直った。

「……無理だ」

「なぜです？」

「危険だ」

「大だい丈じよう夫ぶです！」

「それに……貴女あなたは王女だ」

「だからどうしたのです!?」

「……とにかく、ダメだ」

「……」

　ウィルマ姫は無言でおれを見たあと、踵を返して足早に立ち去っていってしまった。

「……連れて行ってあげたらいいじゃない？」

　不意にした声の方を振り向くと、銀ぎん髪ぱつの女神・グレンがそこに立っていた。

「……そんなわけにいくか」

「まー、その辺は任せるけどね」

「なんの用だ？」

「一応、いろいろ伝えとこうと思って」

　グレンは長い髪かみをかきあげてこちらに向き直る。

「確認しとくけど、本当に裏チート技スキル、いらないのね」

「ああ。おれの望みはただ、空手あるのみだからな」

「はいはい、わかったわかった」

　女神は額に手を当て、言った。

「なぜあなたがこの世界に選ばれたのか、まだわからないけど……必ず意味があるはずなの。あなたでなければいけない理由が……だから、あなたは自分の信じるとおりにやればいい」

「……元より、そのつもりだ」

「ま、そーなんでしょうね。どうせ人の話聞かないんだから」

　女神はそう言って手を広げ、付け加えるように言った。

「それと、あの神器アーテイフアクト……『アズミファルの小手』ね。あれは元々両腕で一対のものだったはず……遥はるか太古に別の次元ブレーンからもたらされて以降、今は力を失っているけど……でも、気をつけて」

「……奴の目的と、なにか関係があるのかな」

　ジャヴィドが欲する力。運命を変え、世界を創りかえる無限の力──

　おれは拳を見た。奴とおれの向かう先はきっとひとつだ。それは同じレールの両側から、お互たがいに向かって全速力で向かう道だ。

「ま、気をつけてね。保険とか利かないからねこの世界」

　そして女神は微笑ほほえみ、その姿が光に包まれた。

「私は女神・東とう宮ぐうのグレン。この世界でのあなたの道行きを示す導くものプロモーター。ここから先はあなた次第……行きなさい、白衣の次元遊者ブレーンウオーカーよ。あなたの運命の赴おもむくままに……」

　女神はそう言って光の中へと消えた。




　　　　＊　＊　＊




　翌日の早朝、おれは荷物を担いで部屋を出た。

　形式上は軟なん禁きんされている身である。人々に送られて堂々と旅立つわけにもいくまい、と思い、早朝を選んだのだが──

　城の裏手の離れを出たところに、人ひと影かげがあった。

「……ウィルマ姫……」

　それは動きやすく丈夫な旅装に、すっかり旅支度を整えたこの国の王女だった。

「来るなと言われても、勝手についていきます」

「……」

「……先生がジャヴィド様といずれ決着をつけなくてはならないように、わたくしもあの方と決着をつけなくてはなりません。先生の修行についていくんじゃない……これはわたくし自身の旅なのです」

　おれはため息をついた。短い付き合いではあるが──この姫がこうなったら梃て子こでも言うことを聞かないだろうことは、もうおれにもわかる。だったら、半はん端ぱに突き離はなすよりも行動を共にした方がいいかもしれない。しかし──

「そうは言っても……王女という立場の方が旅に出るというのは……」

「その心配には及およびませぬ」

　突とつ然ぜん、声のした方を振ふり返かえると、そこには初老の騎き士しが立っていた。

「ゲディスさん……」

　ゲディスは笑みを湛たたえながらこちらに歩いてくる。

「そこの人は王女ではなく、ただのあなたの弟子でしょう？」

「……え……」

「ウィルマ・デル・ウィルム・ヴァンフリー王女なら、昨日馬車を仕立てて城に帰りましたよ」

「……！」

　ゲディスはニヤリと笑った。一瞬、呆あつ気けに取られていたウィルマ姫が、ゲディスに向き直る。

「ゲディス……ごめんなさい。ありがとう」

「姫様、これは姫様の将来のため……そしてこの国の未来のためでもあるのです」

　その言葉はウィルマ姫に向けたものだったが──ゲディスははっきりとおれの方を見、言った。

「遠からず、この国には試練が訪れます。先の魔ま導どう大戦はその始まりに過ぎない……過去の因習や常識が覆くつがえり、変革を迫せまられる日がきっと来る。その時のため、世界をご覧になってこられますよう。自分自身に向きあわれますよう。そして、戦う術すべを……強さを、どうか身に付けられますよう」

　ウィルマ姫は頷うなずいた。その力強い眼まな差ざしを見たおれは、覚かく悟ごを決めた。

「承知したよゲディスさん。姫の身み柄がら、預かろう」

「……頼たのみますよ、次元遊者ブレーンウオーカー。運命の女神の加護があらんことを」

　──おれは笑いそうになってしまった。あの女神の加護、か。まぁ、ないよりはいいかもしれない。

「……ああ、それと」

　ゲディスはそう言うと、改めておれに向き直り──剣けんを抜ぬいた。

「……軟禁されていた異世界転移者は、警備の騎士を振りきって暴れ、出て行った……そうですな？」

「……！」

　そうか──貴族たちに対しての体面ということもある、ということだ。

「……難なん儀ぎなことだな」

「なに、それが仕事でね」

　おれは荷物を置き、腰こしを落として構えた。ゲディスはその剣を前に突つき出だすように構え、じりじりと間合いを取る。

「……ぬんッ！」

「……ッ！」

　瞬しゆん間かん、ゲディスが鋭するどく踏ふみ込み──おれはそれに反応し、蹴けりを繰くり出だす！




　──ガッ！




　斬ざん撃げきと打撃が鋭く交差し、そして──おれの背後で、ゲディスが倒たおれた。

「まったく……このタヌキ騎士が……！」

　おれの蹴り足に伝わった打撃の感かん触しよく──なるほど、牛頭魔人ミノタウロスと戦って、怪我だけで済んだだけのことはある。鎖くさり帷子かたびらにみっちりと詰つまった筋肉は、生半可な鍛きたえ方ではない。あるいは、あのバーガンド以上──！

「……いずれあんたとも、決着をつけねばならないのかな？」

「願い下げですよ。貴方あなたみたいなバケモノは」

　ゲディスは顔をしかめながら上体を起こし、言った。

「……姫様を、頼みます」

　おれは頷き、荷物を肩かたに担ぎ直した。

「……まずは、どちらに？」

　自身もまた荷物を担ぎ、ウィルマ姫が尋たずねる。

「クライフさんからいろいろ聞いた。港こう湾わんの街の冒ぼう険けん者しやギルドに行ってみようと思う」

「なにが待っているか、楽しみですね！」

「そうだな……」

　おれは朝焼けに染まる空を見上げた。

「なにが待っていようと……おれは空手を信じるだけだ」

　そしておれはその朝焼けの方へと向かい、歩き出した。








第２章　風雲・異類格かく闘とう編










１．空手vsゴブリン百人組手






「なぁネスリン、なんか景気のいい仕事はないのかい？」

　カウンターの上に行ぎよう儀ぎ悪わるく肘ひじを乗せた男が言った。分厚い肉体の背中に両手剣を背負った、見るからに屈くつ強きようの冒険者、といった風情の男である。

「え、えっと……景気のいい仕事、ですか……!?」

　ネスリンと呼ばれたメガネの女は、その大きな胸を揺ゆすりながら書類の束から顔をあげた。

「景気のいい、というのは、その……ぐ、具体的にどんな……」

　冒険者の男はニヤニヤとした笑みを顔に貼はりつかせて言う。

「そりゃあなんたって、派手なやつさ。竜ドラゴン退治とかさ！　デカいモンスターに、豪ごう華かなお宝、たっぷりの報酬ギヤラ、ついでに、お姫様とかにも感謝されたりなんかして……」

「お、お姫様とか竜ドラゴンとかは、その、そういう案件はなかなか……」

　港湾都市の外がい郭かく、治安も利便もいいとは言い難い街区に建つ、「古ふる巨きよ人じんの爪つま先さき亭てい」と看板のかかった３階建ての旅籠イン。冒険者職能会ギルドの加盟窓口としての機能を兼かねた、いわゆる「冒険者の店」に集まる荒あらくれ者たちの対応に、ネスリンは追われていた。

「……いや、まぁ、お姫様はともかくとして……なんかこう、楽してがっぽりと儲もうけられるやつはねぇの？」

「はぁ、えっと、そうですね……」

　ネスリンは冒険者が腰につけている翠みどり色の装飾帯サツシユを見た。

「翠帯グリーンベルト……冒険者級位レベル２の方ですと、そうですね、報酬額の上限はあまり高くなくて……」

　冒険者の男はそれを聞いてあからさまにムッとする。

「わかってんだよ、そんなことは！」

「ひえっ……ご、ごめんなさい……」

　ネスリンは書類の束で顔を隠かくしながら慌あわてて言った。と、目の前に来た書類の内容に気がつき、それを冒険者の男に見せる。

「あ、あのう……これ、級位レベル３相当のお仕事なんですが、よかったら、どうですか？」

　ネスリンはその依い頼らい書しよを男の前に置き、内容を説明する。

「先日、街に来た隊商キヤラバンが略りやく奪だつに遭あいました。それで、奪うばわれた品の中にどうやら、神器アーテイフアクトがあった、ということで……まぁ、本物かどうかはともかくとしても、それを捜そう索さくして欲しい、という依頼です」

　──途と端たんに、先ほどまで威い勢せいのよかった男の顔が、微び妙みような表情に曇くもる。

「ちょ、ちょっと待ってくれネスリン、隊商キヤラバンを襲おそったってのは……」

　ネスリンは書類をもう一度確認した。

「猪鬼オークですね」

　──男は露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。依頼書を手にとって目を通しつつ、口をもごもごと動かす。

「……いやぁ、こういうのはなぁ……いろいろ手間がかかるし、俺ひとりだとな……仲間を呼んだら報酬も合わないしな……」

　男はそう言って書類をカウンターの上に置き、ネスリンの方へ押し戻もどす。

「今日は引ひき揚あげるよ。また出直すわ」

　店を出ていく男の背中をネスリンは見送る。

「……またよろしくお願いしますぅ……」

　ネスリンはため息をついた。冒険者職能会ギルドからこの街の専任として任命され、この店の窓口に勤めるようになって半年。どうも仕事にはまだ慣れない──そもそもネスリンは研究員が希望だったのだ。人手不足ということで窓口業務にまわされたが、実際にやってみると人手が足りないのも頷ける仕事だった。

　ネスリンは店の中を見み渡わたした。昼間から何人かの冒険者がたむろし、酒を飲んでいる。誰だれもこちらに目を合わせようとはしなかった。

「……同胞団マフイア絡がらみの仕事、溜たまっちまったな」

　後ろから声がして、ネスリンは振り向いた。「古巨人の爪先亭」の店主・バスカーが立っていた。並の冒険者よりも遥はるかに大おお柄がらなその体格を、ネスリンは見上げる。

「……竜ドラゴンとは戦えても、猪鬼同胞団オーク・マフイアとは事を構えたくない、か……」

　バスカーは男の置いた書類を手にとって言った。

　ネスリンはその書類を受け取り、紙かみ綴とじにしまう。紙綴じは書類が詰まって膨ふくらんでいた。

　そうなのだ。

　ここのところ依頼が溜まっており、それがなかなか解決されない。

　あそこで昼間から酒を飲んでいるように、冒険者は暇ひまそうにしているのだが──依頼を受けたがらないのだ。特に猪鬼同胞団オーク・マフイア絡みのものは。

「……みなさん威勢だけはよろしいんですけどもぉ……」

「まぁな……だが、巨大な魔ま獣じゆうを相手にするのと、街を牛耳る同胞団マフイアを相手にするのじゃ話が違ちがうのは確かだ」

「ええ……」

　事実、同胞団マフイア絡みの仕事を受けた冒険者が家族もろとも報復を受けた、という事件も発生している。そうでなくとも、街の中に猪鬼同胞団オーク・マフイアの息のかかった店は多い。最近は港を出入りする船も、半分以上がその傘さん下かにあると聞く──

　ここ、港湾都市サビニアにおいて、主に民間人から依頼を受けて荒あら事ごとを請うけ負おう冒険者職能会ギルドは、猪鬼同胞団オーク・マフイアと真っ向から対立する形になっていた。

「冒険者職能会ギルドの本部を通じて応おう援えんを要よう請せいすることもできますが……それにしても現地の冒険者が機能しないと、どうにも……」

「うむ……」

　バスカーは豊かな髭ひげを蓄たくわえた顎あごに手をやった。ネスリンは書類の詰まった紙綴じに目を落とす。それはただの書類の束ではない。助けを求める人たちの声、そのものの束でもある──窓口業務はネスリンにとって不本意な仕事ではあるが、それでもその書類の重さから目を逸そらすことはできなかった。

　──と、その時、店の入り口の扉とびらが開いた。

「……？」

　扉を開け、店に入って来たのは、白い衣を見に纏まとった男と、少女のような女の２人連れ。この店では見慣れない顔だ。旅の装束からすると、他の街から来た冒険者だろうか。

「……ここに依頼が持ち込まれ、冒険者がそれを引き受けるのだそうです。駐ちゆう留りゆうの騎き士し団だんは魔獣退治や細かい争いごとにまで手が回りませんから……」

「なるほど、警察や消防の代わりを担う民間軍事業者ＰＭＳＣのようなものだな」

　白衣の男はなにやら、聞き慣れない言葉を呟つぶやきながら店の中を見まわしている。

「あのぅ～」

　ネスリンはそこへ声をかけた。

「旅の冒険者さん……ですか？　えっと、認可帯ライセンスベルトの色は……？」

「帯の色……？」

　白衣の男が一瞬、訝いぶかしげな顔をした。よく見ると、男は剣けんの一本も携たずさえていなければ、防具も身に着けていない。その白い装束は一見、法衣ローブのようだが、そう呼ぶには丈たけが短く、また生地も厚過ぎる。魔法使いっていう雰ふん囲い気きでもないし──

　と、男は真ま面じ目め腐くさった顔になり、口を開いた。

「帯は……黒帯ブラツクベルトだ」

　──どっ！　と店の中に笑い声が響ひびいた。

「黒帯ブラツクベルトだってよ！　これは傑けつ作さくだ！」

「まさか自分で名乗る野や郎ろうがいるとはな！」

　笑う冒険者たちを、白衣の男は不思議そうに眺ながめた。と、その横から少女が男に言う。

「先生、冒険者は認可帯ライセンスベルトの色でその級位レベルを示すのだそうです。たしか黒、という色はなかったと思います」

「そうなのか。でもおれは黒帯なのだがな……」

　と、横から店主のバスカーが口を出す。

「黒帯ブラツクベルトってのは、級位レベル１の白い帯が真っ黒になってる奴やつ……つまり、いつまでたっても冒険者級位レベル２に上がれないグズを馬ば鹿かにする言葉だ」

　バスカーは２人をじろじろ見て言う。

「あんたら、素人だな？　だが、しかし……」

　なにかを言いい淀よどんで、バスカーは不ふ審しんな顔を見せた。横で見ていたネスリンは、この気難しい店主の目がいつになく真しん剣けんな眼まな差ざしになっているように見えた。

　白衣の男が口を開く。

「それでは、その冒ぼう険けん者しやというものに入門したい。こちらで手続きをすればよいのか？」

「え、ニュウモン……？　あ、はぁ、でも……」

　ネスリンは思わず、男と店主とを交こう互ごに見た。と、店主が口を開く。

「はじめは級位レベル１、白帯ホワイトベルトからだ。依頼をこなして実力が認められれば、相応の級位レベルに認定される。詳くわしくはこのデカ乳メガネに聞け」

「ちょ、バスカーさん!?」

「はじめは白帯から……うん、いいな。それはいい。また白帯からやるのだな」

　どういうわけか、男は「白帯」を気に入った様子で何度も頷うなずいていた。その隣となりで、少女がネスリンに笑いかける。

「よろしくお願いします、デカ乳メガネさん！」

「ネスリンです！」

　ネスリンは登録用の書類を取りだした。なにはともあれ、冒険者が増えるのは喜ばしいことだ。余よ所そから来たみたいだし、うまくすると同胞団マフイア絡みの依頼も押しつけられるかもしれないし──

「報酬は後あと払ばらい。仕事の途と中ちゆうで逃にげたり、または死んだりしたところでこちらは一向に関知しない。せいぜい気をつけることだ……」

「逃げるなら今の内がいいよ。死んでからじゃ遅おそいからね」

　突とつ然ぜん、割り込んできた若い男の声──その声を聞いただけで誰が来たかすぐに理解し、ネスリンは思わず黄色い声をあげる。

「……デズモンドさん！」

　鈍にぶく光る鱗鎧スケイルメイル、腰こしに２本の戦斧アツクスと、たなびく銀の認可帯ライセンスベルト──この街で唯ゆい一いつの銀帯シルバーベルト、冒険者級位レベル５のデズモンドが、端たん整せいな顔をこちらに向けて立っていた。

「あっ、デズモンドさん、あのっ……あのっ！」

「やぁネスリン、おつかれさま。今日も可愛かわいいね」

「あっ、はい！　……あ、いえ、はいじゃなくて！　あの……」

　デズモンドは爽さわやかに笑い、よく手入れされた髪かみをかきあげ──その仕草にネスリンは思わず見入ってしまう──白衣の男に向かい、言う。

「君……職能系クラスは？　見たところ武器を持っていないようだけど、どうやって戦うの？　魔術使いマジツクユーザーか治療術師ヒーラー？」

「どうやって戦う……？」

　白衣の男は、頭ひとつほど大きいデズモンドに向かい、握にぎり拳こぶしを作ってみせた。

「おれは空手家。武器は決まってる……空手だ！」

「……!?」

　──その直前までデズモンドに見とれていたネスリンは、男が見せた握り拳が一瞬、妙みように大きなものに見えた。

「……はぁ」

　デズモンドは気の毒な目で男を見ていた。

　実際、勘かん違ちがいした貴族の息子や、少し頭の足りない人間が「冒険者になりたい」とやってくるのもよくあることだ。だとすれば、面倒なことになる前にお引き取り願った方がいいが──

「……よくわからないが、新人は歓かん迎げいするよ。頑がん張ばってくれ」

　デズモンドが右手を差し出した。

（さすが「双そう流りゆう星せいのデズモンド」さん、紳しん士し的てき……！）

　ネスリンの中の好感度がまた上がる。

「うむ」

　白衣の男がその右手を握り返し、握あく手しゆに応じた。

「……！」

「……」

「……？」

　──随ずい分ぶんと長い握手だった。お互たがいに視線を合わせ、手を握りあって微び動どうだにしない。

（もしかしてこれは、なにか友情が芽生えている的な……!?）

　デズモンドは先ほどまでの爽やかな笑顔から、一転して真剣な顔つきになっていた。

「……ッ……！」

「……ん……！」

　鱗鎧スケイルメイルの下から、デズモンドの二にの腕うでが盛り上がる。眉み間けんに皺しわが寄り、こめかみに力が入る。２人の間の空間がまるで歪ゆがんでいるかのように、ネスリンには見えた──




　──バキッッ！




　突然、大きな音がしてデズモンドが体勢を崩くずした。

「……ハハハ……おやっさん、床ゆかが腐ってるじゃないか……」

　見ると、デズモンドの足元の床板が割れていた。

　デズモンドは額の汗あせをぬぐい、白衣の男に声をかける。

「……歓迎するよ」

「よろしく頼たのむ」

　──一瞬、デズモンドの目に異様な光が宿ったような気がした。

「……ちょうどよかった、デズモンド。明日の仕事、こいつも参加させよう。人が足りなかっただろう」

　バスカーが口を開いた。

「仕事、というのは……？」

　傍かたわらにいた少女がネスリンに訊きく。

「あ、はい、えっと、ですね……」

　ネスリンは別の紙綴じから書類を１枚、取りだす。

「西の山の廃はい城じように棲すみついた小鬼ゴブリンの一団を退治して欲しい、っていう依い頼らいです。なにしろ数が多いので、こちらのデズモンドさんたちを含ふくめ、いくつかの隊行パーティが合同で参加します」

「もう少し人手が欲しいところだったんだ。デズモンド、いいな？」

「……わかった。そいつはなかなか使えそうだしな」

　デズモンドは笑い、店を出て行った。

「集合は明朝だ。さっきも言ったが、途中で逃げても死んでも、こちらは関知しない」

「望むところだ。そういう実戦の場でこそ、空手を磨みがく価値がある」

　男はそう言って踵きびすを返し、店の出口へ向かった。

「先生、先ほどのはどんな技なのですか？」

　少女がその後を追いながら言う声が聞こえた。

「……大だい丈じよう夫ぶですかね」

　ネスリンは閉まる扉を見ながら言った。

「……当店が提供するのは酒と食事とベッド、それに危険な仕事だけだ。冒険者は自己責任が基本」

　バスカーが素っ気なく答える。

「……だから、冒険者同士のトラブルも、基本は本人たち同士の問題だ。あのデズモンドがどうなってもな」

「……え？」

　ネスリンはバスカーの顔を見た。バスカーは心なしか、楽しげな様子だった。それは、ネスリンが冒険者職能会ギルドからこの店に派は遣けんされて以来、初めて見る表情だったかもしれない。




　　　　＊　＊　＊




「港こう湾わん都市・サビニア。ヴァンフリー王国の都市の中でも、商業と流通の盛んな都市ね。あなたの故郷で言えば……そうね、神こう戸べとかあたりのイメージかしら」

「……詳しいんだな」

　街の一角、武具の店の前で、おれは銀ぎん髪ぱつの女神・グレンと話していた。

「その性格上、人の出入りが多く、そして治安はよくない……なにより、亜人種デミ・ヒユーマンが多い街でもあるわ」

　たしかに、王都では城じよう壁へきの中でほとんど見かけなかったエルフや猪鬼オークといった亜人種デミ・ヒユーマンが、ここではあちこちで堂々と歩いていた。

「特に、『亜あ人じん街』と呼ばれる街区は猪鬼同胞団オーク・マフイアが実質支配しているのね。法律や倫りん理り感かんなんか通用しない、暴力が支配する場所よ」

「なに、そういう連中の相手は初めてじゃないさ」

　法に従わず、暴力の世界に生きる者たち──おれの故郷の世界のように平和な国、平和な時代でさえ、そうした連中との関わりを完全に絶つことはできない。かつてそうしたトラブルに巻き込まれたこともあるし、直接やりあったこともあった。

「……むしろ嬉き々きとしてケンカしそうだから心配してんだけど」

「失礼だな。おれがいつ喜んでケンカをした？」

「……まぁいいわ」

　グレンは銀髪をかき上げる。

「あと、神器アーテイフアクトの情報もここなら集まるかもしれないから」

「わかった、心に留めておこう」

　おれは街の様子を見た。細い通りを往いく人々は多く、活気はある。しかし──その活気は、王都のそれとは違ちがうものだ。それはより生々しく、より激しい感情の陰かげを伴ともなっているように見える。

「……先生！」

　正面の店から、声がした。顔をそちらへ向けると、ウィルマ姫ひめが店を出て、小走りでこちらに向かってくるのが見えた。

「……えへへ、お待たせしました。時間かかっちゃってすいません」

　いつものとおり、グレンはいつの間にか姿を消している。おれは目を前に戻もどす。武具の店から出たウィルマ姫はすっかり、冒険者としての装束に身を固めていた。

「あの……どうですか、この格好……？」
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　ウィルマ姫は上うわ目め遣づかいでこちらを見ながら、軽く腕を上げて新しい装束を見せる。紫むらさき色いろの短外套ケープに、革の手袋グローブそれに晶しよう石せきの埋うめ込まれた魔法杖ワンド──先ほどの店でも見かけた、主に魔ま法ほうを使役する冒ぼう険けん者しやの装束、といったところだろう。

「丈夫で動きやすく、実用的ないい装備だ。前線に出るのは不向きかもしれないが、姫が直接攻こう撃げきをすることはまずないだろうから問題はないだろう」

「……あ、ありがとうございます」

　正直な感想を言っただけなのだが、ウィルマ姫が一いつ瞬しゆん、沈しずんだ表情を見せた気がした。

「……明日に備えて、早く休まないとですね！　宿に戻りましょうか……」

　姫は振ふり返かえり、先に立って歩き出す。おれはその背中に向かい、声をかけた。

「……明日はどんな相手が待っているだろうな、ウィルマ姫」

　──と、その声を聞いたウィルマ姫が振り返る。

「……姫、はやめてください」

　一瞬、顔を赤らめたあと、ウィルマ姫はその眉間に力を込め、顔をあげる。

「……わたくしは今、一いつ介かいの冒険者ですから」

「……わかった。では行こう、ウィルマ」

「……はい！」

　再び輝かがやくような笑顔を見せ、ウィルマは振り返って歩き出した。よくはわからないが、とりあえずおれは安心し、その後を追った。




　　　　＊　＊　＊




　小鬼ゴブリンたちが根城としているというその廃城は、街道から外れた山の中、緑に埋もれるようにして建っていた。

「お城と言うには随分小さいですね」

「そりゃ、王族の住むような城とは違うだろう」

「そうなのですか？」

　ウィルマとそんな話をしつつ、おれは辺りを見まわす。

　広場のようになった森の一角に、集まった冒険者たちはおれたちを入れて10人。昨日、「古ふる巨きよ人じんの爪つま先さき亭てい」で会ったデズモンドと、その仲間があわせて４人、それと３人組の冒険者が、集まってなにやら話をしている。馴な染じみなのだろう。

「冒険者……わたくしが、冒険者。うん……！」

　ウィルマは少し興奮した面持ちで魔法杖ワンドを握にぎりしめていた。

「……そこの人、少しいいか？」

　──不意に、声をかけられ振り向くと、そこにはもうひとりの冒険者──蒼あおい鎧よろいを身に纏まとった金きん髪ぱつの女がいた。左ひだり肩かたから先は鎧を着けず、なにやら文様の入った手て袋ぶくろのようなものをつけている。そしてその腰こしには、赤銅色の装飾帯サツシユ──この女もまた、冒険者というわけだ。

「……なにか？」

　おれが答えると、女はおれの全身をじろじろと眺ながめた。

「……失礼だが……貴公は本当に冒険者か？　武器らしい武器も持っていないように見えるが……」

　女はおれの後ろに隠かくれるようにしていたウィルマにも目をやる。

「そちらのお嬢じようさんは……治癒術師ヒーラーか？　しかし、随ずい分ぶん若いようだし……」

　見たところ、女に仲間はおらず、単独行ソロであるようだ。その身体からだは引ひき締しまっており、重心もいい。なかなかの手て練だれと見える。

「……貴女あなたはどんな技を使うのだ？」

「私か？　私の職能系クラスは……魔法剣士スペルブレードだ」

「魔法剣士スペルブレード！　それではもしや、騎き士しのご出身ですか!?」

「あ、ああ、たしかにそうだが……」
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　横から身を乗り出すウィルマに女騎士は少し面食らった様子を見せる。

「……見たところ白帯ホワイトベルトだろう？　もし相手が小鬼ゴブリンだから大丈夫と思っているのなら考え直した方がいい。小鬼ゴブリンは単独では弱いが、知能もあるし常に集団で行動する。駆かけ出だしの冒険者はおろか、ベテランでも命を落とすことが……」

「特に今回は、１００体くらいいるらしいよ」

「……わっ!?」

　女騎士の後ろから、唐とう突とつにデズモンドが顔を出した。

「……急に出てくるなデズモンド！」

「ハハハ、今日も美しいね、エンディ。それにそちらのお嬢さんは治療術師ヒーラーでしたか。その装備、よく似合ってますよ」

　──こうやって爽さわやかに振る舞まっている男ほど信用できないものだ。ウィルマも似たような感想なのか、おれの後ろに姿を隠す。

「そういうわけで、僕のような銀帯シルバーベルトに加え、こちらの赤銅帯ブロンズベルト……この街じゃ僕に次ぐ実力者である、級位レベル４のエンディまで参加してるってわけさ」

「なるほど。しかし、この女騎士さんがあんたに次ぐ実力、ってのはどうなんだろうな？」

「……」

　デズモンドの笑顔の中に一瞬、はっきりとした敵意が浮うかんだ。まったく、面めん倒どうな男だ──こちらから誘さそってやらねば敵意すら出せないのだから。あの大臣のホランドなどの方がよっぽど男らしい。

　女騎士・エンディがおれたちの顔を見比べる。と、デズモンドがまた元の貼はりつけたような笑顔に戻った。

「作戦会議といこうじゃないか……さっきも言ったとおり、慎しん重ちようにやらないといけない仕事だ。火でも放ちたいところだが、あの城は依い頼らい主ぬしの持ち物だからそうもいかない」

　デズモンドはこちらを見て、口元を歪ゆがませた。

「そこでだ……まず君がひとりで中に入り、小鬼ゴブリンどもをおびき出す……っていうのはどうだ？」

「……おい！　それはいくらなんでも……！」

　エンディが声をあげると、デズモンドはまた笑った。

「囮おとりにはあまり数を割けないし、信しん頼らいできる人に任せるのがいいだろう？」

「……昨日の握あく手しゆの意い趣しゆ返がえしかな？」

　おれがそう言うと、デズモンドは両手を広げた。

「逆さ。あれには正直、感服したよ。だからこそ君に頼たのんでるんだ。その腕うでっぷしを見込んでね」

　デズモンドの後ろに、他の冒険者たちも集まってこちらを見ていた。なるほど、すでに合意済みというわけだ──エンディだけがこちら側にいるところを見ると、この女騎士はデズモンドの一派には入っていないのだろう。

　ニヤニヤと笑うデズモンドとその仲間たち──その表情に、おれはある意味懐なつかしささえ覚えた。まったく、どこに行っても人間のやることは代わり映えしない。

　おれはウィルマと顔を見合わせ──口を開き、答える。

「わかった。つまり、なるべく派手に騒さわぎを起こせばいいんだな？」

「……へぇ、度胸はあるみたいだね」

「道場破りには度胸が大事だ」

「……なに？　今なんて？」

　おれはデズモンドを無視し、帯を締め直した。

「……本気なのか？　しかも丸まる腰ごしで単独で……状じよう況きようが不利に過ぎる。いくらなんでも無む謀ぼうだ」

　呆あきれたように言うエンディに、ウィルマが答える。

「丸腰ではありません。あの方の武器はカラテです」

「な、なに……カラテ……？」

「有利か、不利かではないのです。自身の流りゆう儀ぎを貫つらぬくことこそ、その精神です」

　そう言ってウィルマはエンディに向かい、笑いかけた。

　おれはエンディの方へと向かい、言った。

「心配するな。空手を信じろ」

　そしておれは踵きびすを返し、城へと向かった。




　粗そ末まつなゲート状の入り口には門もついておらず、見張りも立っていない。小鬼ゴブリンたちは中にいるのだろう。聞いたところによると、小鬼ゴブリンというのは夜行性らしい。ならばこの時間は宵よいの口くちといったところか。

　おれは後ろを振り向いた。冒険者たちは木の陰かげなどに隠れ、こちらの様子を窺うかがっているようだ。

　おれは門の方へと向き直った。そして大きく息を吸い込み──




「たのもぉーーう！」




　朝の空気の中に、腹から発したおれの声が響ひびき渡わたる！

「どなたかおらんか！　この城に用がある！」

　ここへ来るまでは「冒険者」とやらのやり方を見学するつもりだったのだが──おれに委ねるというのであれば、おれはおれのやり方でやるまでだ。

　門の向こうから、なにかが顔を出した。小こ柄がらな人間ほどの大きさ、ギョロッとした目に裂さけたような口、尖とがった耳と牙きば──あれが小鬼ゴブリンというものらしい。おれは出てきたそれに向かい、声をかける。

「ここの主あるじはどなたか。話をさせてもらいたい」

「……なんだァ、てめぇはよゥ！」

　最初に出てきた小鬼ゴブリンが怒ど鳴なる。訛なまりはあるが、聞きとれる言葉だ。その後ろから、他の小鬼ゴブリンもぞろぞろと出てきた。その手にはそれぞれ短剣ダガーや湾刀カトラスを持ち、殺意を隠そうともせず、こちらを取り囲もうと動く。

「……なんだべェ、この変なヤツァよゥ」

「かまわねェから殺やっちまうだァ。バラバラにして狼おおかみのエサにさ、してやるだァ」

「んだなァ、楽しいなァ、オイ」

　口々に呟つぶやきながら、小鬼ゴブリンたちが次々と現れる。あっという間にその数は20体ほどになり、おれを取り囲むようにしてその輪を詰つめてくる。その場の空気が徐じよ々じよに、濃のう密みつになっていく──

「ギギェーッ！」

　最初に現れた１体が、口火を切った。短剣ダガーを振ふりかざし、飛びかかってくる！

「……むん！」




　──ベギィッ！




「……グヘェッ……！」

　おれが放った振り向きざまの足刀蹴げりが、その小鬼ゴブリンの喉のどに突つき刺ささる！

「……ギギィァァーッ！」

　それが、合図となった。

　小鬼ゴブリンたちが、一いつ斉せいに襲おそいかかる！　短剣ダガーを、湾刀カトラスを、またはただの棒きれを──それぞれがそれぞれを押しのけるようにして、我先にと迫せまるそれは、さながら殺意の雪崩なだれ！

　あっという間におれは取り囲まれ──そして四方から一斉に、白はく刃じんが突き出された。




　──実戦において、もっとも強いのはどんな技か？

　これは現代の格かく闘とう技ぎ界でもたびたび話題になる命題である。そしてその回答として必ず挙げられるのが、「どのような技であれ、躊ちゆう躇ちよなく相手に危害を加えられる人間は強い」という話だ。

　身体も小さく、力の弱い小鬼ゴブリンを相手に、時にはベテラン冒ぼう険けん者しやが命を落とすこともある──これこそがまさに、その理由だろう。

　小鬼ゴブリンたちは、その手にした武器が味方にあたるのさえも厭いとわない。その体格は小柄であったとしても──例えば、力の加減を知らない子どもが、手にナイフを持って本気の殺意を向けて来たらどうなるか。そしてそれが、数十人一斉に群がって来たら──




「……ぬぅうん！」

　おれは群がる小鬼ゴブリンたちの一角へと向かい、力任せに身体を叩たたきつける！

　退けば、やられる。きれいに戦って勝てる相手ではない。とにかく先手を取って動き続け、暴れ続けなくてはならない。

　群がり組みつく小鬼ゴブリンを、おれはそれを振りはらう！　そして間かん髪はついれず、何体かの小鬼ゴブリンの顔面へ正せい拳けんを叩きこむ！

　小鬼ゴブリンたちは門の向こうから、次から次へと湧わいて出てくる。その数は１００体を超こえるという話だったが──なるほど、これは厄やつ介かいだ。王城で戦った騎士団はまだ、その甘さにつけ込む隙すきがあったが、小鬼ゴブリンには躊躇というものがない。

　ならば、どう戦うか──




「てりゃぁぁっ！」

「グゲェェっ！」

　何体目かの小鬼ゴブリンをおれは殴なぐり倒たおした。そして次の瞬しゆん間かんには身体からだを捌さばき、数ｍ先へと素早く移動し──

「……はぁっ！」




　──ゴッ！




　跳とんだ先にいた小鬼ゴブリンの顔面に、正拳がめり込んだ。

　囲まれないように素早く戦場を駆かけまわる。同時に、動いた先で１体ずつ、確実に小鬼ゴブリンの急所を突く。乱戦の中でも大おお雑ざつ把ぱにならず、正確に、的確に先手を取り続け、受けに回らず相手を倒し続けていく。

　小鬼ゴブリンたちは戦場を駆けまわるおれに、狙ねらいを定めることができず右往左往し始めた。おれは群がる小鬼ゴブリンたちを徐々に誘ゆう導どうし、その動きを一定方向へと仕向けていく。

　いつしか、戦場は城の門から離はなれ、木々の間の道へと至り始めた──

「……そろそろいいだろう、冒険者さんたち！」

　おれは周囲に向かって叫さけんだ。

「……お、おおう！」

　隠かくれていた冒険者たちが姿を現した。おれの方へと意識が向いていた小鬼ゴブリンたちは、突とつ然ぜん挟きよう撃げきされる形となって一気に混乱に陥おちいる！

「うおりゃあああ！」

　おれは混乱に乗じ、ここぞとばかりに力任せの廻まわし蹴りで、小鬼ゴブリンを薙なぎ払はらう！

　追おい詰められているときほど振りの大きい技を使いたくなるものだが──むしろこうした技は、自分が有利に立った時に使うべきものだ。おれは腕を、脚あしを、大きく振り廻して小鬼ゴブリンをなぎ倒していった。

「ウィルマ、無事か？」

　乱戦の只ただ中なかにその姿を現したウィルマに向かい、おれは問う。

「……はい！　わたくしは大だい丈じよう夫ぶです」

　ウィルマはその魔法杖ワンドを構え、剣けんを抜ぬいたエンディに守られていた。そのエンディがこちらを見て目を丸くしている。

「貴公……一体、何者なのだ!?　その技は、一体……」

　おれはエンディに向かい、笑ってみせ──

「……ふッ！」

　横から襲ってきた小鬼ゴブリンの１体の小剣をかわし、その顎あごに掌しよう底ていを叩き込む！

「……グギェ……」

　掌打を受けた小鬼ゴブリンは、雷かみなりに打たれたようにその動きを止め、崩くずれ落ちた。

「技から技、技から構え……どのような体勢からでも次の動作に移行し、一瞬ごとに最適な行動を選せん択たくすること」

「……え？」

　おれのかけた言葉に、エンディが訝いぶかしげな声を返す。

「攻こう撃げきと防ぼう御ぎよ、そして身体の捌き、そしてそれを統べる頭脳と精神こころ……それらは別個のものではない。すべては一体となり、ひとつの呼吸の中に在る」

　そうやって、一瞬ごとに最適な行動を選択する──これが、「武器を振り廻す」ことと「武術」との最大の違ちがいである。一瞬ごとにその状況と向きあい、そこに適切な技、適切な行動を選択していけば──相手がどれだけ多かろうと、ひとりずつを相手にするのとそう変わりはない！

「てりゃぁぁぁっ！」

　おれは目の前の小鬼ゴブリンを前蹴りで思い切り蹴り飛ばす──後ろに吹ふき飛とんだ小鬼ゴブリンが、他の何体かを巻まき添ぞえにして地面へ転がった。

　──と、その時だった。




　──オオオオォン！




　乱戦の中に、派手な雄おたけびが響く。そちらを見ると、集団の中に派手な装そう飾しよくを身に着け兜かぶとを被かぶった、身体の大きな小鬼ゴブリンがいることに気がつく。

　──小鬼ゴブリン・闘士チヤンピオン──そう呼ばれる小鬼ゴブリンのことは、昨日、情報を集める中で耳にしていた。ひと際戦せん闘とうに優れる、文字どおり小鬼ゴブリンのチャンピオン。それが手に持った斧おのを掲かかげ、再び雄たけびをあげる──！

「真打ち登場、だな！」

　小鬼ゴブリン・闘士チヤンピオンは斧を振り上げ、こちらに突とつ進しんしてくる！　そしてその斧を、そのまま──




　ブォン！




　おれは身体を捌き、振り下ろされた斧をかわす。そしてその隙に打撃を──




　──ガッ！




　──と、次の瞬間、おれの身体はなにかに封ふうじられた。小鬼ゴブリン・闘士チヤンピオンがその身体ごと、おれに組みついたのだ──なるほど、闘たたかい慣れている！

　そして小鬼ゴブリン・闘士チヤンピオンはその大きな口を開け、不ふ揃ぞろいな牙きばをおれの肩かたに突き立て、肉を抉えぐろうとしてくる──！

　嚙かみつき──人間同士の戦いでさえ、その有効性は高い。歯は生物の身体の中でも、随ずい一いちと言っていい鋭するどさを誇ほこる部位である。さらに、密着状態からでも繰くり出だすことができる上に、回かい避ひすることが非常に難しい──ましてや、このように全身の動きが封じられた状態では、これをかわすことはもはや不可能──ならば！

　組みついた小鬼ゴブリン・闘士チヤンピオンとのわずかな隙間、おれは拳をつくり、その隙間へとねじ込ませて小鬼ゴブリン・闘士チヤンピオンの腹にあて──




「……せぃゃぁっ！」

　──ボンッ！




　裂れつ帛ぱくの気合と共に、おれの拳がその腹にめり込み──そして小鬼ゴブリン・闘士チヤンピオンは口を開けたまま、その身体を折り曲げ崩れ落ちた。




　寸すん剄けい──またの名をワンインチ・パンチ。

　その名のとおり、１インチ程度の隙間しかない密着状態から強力な突きを繰り出す。全身の筋肉を一斉に連動させる修練と、それを瞬時に繰り出す呼吸の妙みようが可能にする、拳けん法ぽうの秘技である。

　あるいは普ふ通つうの正拳以上の威い力りよくを、ゼロ距きよ離りから叩き込むこの技──密着状態であればこそ、これを回避するのは不可能だ！

　倒れた小鬼ゴブリン・闘士チヤンピオンを前に構えを取りつつ、おれは周囲を見み渡わたす──いつの間にか、小鬼ゴブリンの数は残り少なくなっていた。

「……ヒィィ、お助けを……！」

　残った小鬼ゴブリンや、一度倒された小鬼ゴブリンもすでに戦意を喪そう失しつしているようだ。おれは周囲に聞こえるように、大声を出す。

「……もう一度言う！　ここから去れ！」

　まだ立っていた小鬼ゴブリンたちは、その言葉を理解したようだ。距離を取り、逃にげ出そうとし始める。

「……逃がすな！　全員殺せ！」

　──声が響ひびいた。振ふり向むいて見れば、デズモンドが戦斧アツクスを構え、逃げようとする小鬼ゴブリンを追おうとしていた。

「よせ！　戦意を失った者を殺すことはない！」

　おれは声をあげた。デズモンドはこちらへ向き直り怒ど鳴なり返す。

「なにを言う！　こいつらを放っておけば、再び人間に害をなすぞ！」

「依い頼らいはこの城を取り返すことだろう。小鬼ゴブリンを皆みな殺ごろしにすることではないはずだ」

　おれはデズモンドの目を見て言う。

「戦った相手をいちいち皆殺しにするような……そんな戦い方は必ず遺い恨こんを残す。遺恨は復ふく讐しゆうを生み、復讐はさらなる遺恨となる……殺し合いの連れん鎖さだ」

　小鬼ゴブリンたちを目の端はしに見ながら、おれは言葉を継つぐ。

「人間の都合と小鬼ゴブリンの都合がぶつかって、そしておれたちが勝った。だからこいつらはここを去る……それが、この勝負の結果だ」

「……なにを甘いことを……」

「……囮おとりで送り込んだ者を巻き添えにして殲せん滅めつする作戦よりは甘いかもしれんね」

「……ッ！」

　デズモンドは鼻白んだ。図星だったようだ──おれが単独で小鬼ゴブリンたちと戦い、取り囲まれているところに強力な範はん囲い殲滅魔ま法ほうでも放つつもりだったのだろう。おれはその顔に背を向け、小鬼ゴブリンたちに向き直る。

「ここはおれの勝ちだ。あっちで伸のびてる連中もまとめて、今日中にここを立ち去れ。いいな」

「……わ、わかっただァ……」

「それと、お前たちにはお前たちの事情があるのだろうが……周囲に迷めい惑わくをかけるようなことはするな。人間にも、亜人種デミ・ヒユーマンにも、だ。もしまたどこかで敵になれば……そのときは容よう赦しやはできない」

「……へッ……へい！」

　小鬼ゴブリンたちは倒れた仲間たちを助け起こし、再び砦とりでの中に入っていった。

　デズモンドがおれを睨にらみつけ、言う。

「……このことは冒険者職能会ギルドに報告させてもらうよ」

「構わんよ。おれがほとんど独りでやった、とも一いつ緒しよに言っておいてくれ」

「……！」

　おれはデズモンドの肩をひとつ叩たたき、ウィルマの方へと向かった。

　ウィルマは乱戦の中、傷ついた冒険者に手をかざし、治癒魔法ヒールをかけていた。

「……先生！」

　おれに気がつくと、ウィルマは立ち上がってこちらへと駆かけよって来た。

「……あ、怪け我がを……」

「ん？　ああ……」

　気がつけば何カ所か、短剣ダガーに切きり裂さかれて血が出ていた。さすがに、無傷というわけにはいかなかったようだ。

　ウィルマはそこへ手をかざし、目を閉じて呪じゆ文もんを唱える。治癒魔法ヒール──手の添そえられた場所の奥から、痛みが排はい出しゆつされるかのように消えていった。乱れた身体からだの中が整えられ、痛みとして感じられていた歪ゆがみが、ウィルマの手の中に吸い取られ──そして傷がふさがり、血が止まる。

　ふと横を見ると、エンディが腕うでを組んで立っていた。

　エンディが口を開く。

「……甘いんじゃないのか？　小鬼ゴブリンに対しても、それにあのデズモンドに対しても……」

「……おれは裁きをくだす立場にはない。戦いがあればそこへ行くだけさ」

　おれは城へ背を向けて歩き出した。ウィルマが後から小走りでついてくる。立ち去り際、女騎き士しが複雑な顔をして金きん髪ぱつを搔かき毟むしっているのが目に入った。








２．魔法剣けん士し






「ネスリン嬢じよう、なにか仕事はあるか？」

　エンディ・コーカシスはその金髪をなびかせ、鎧よろいを着けていない方の手をカウンターに置いた。

「……ん、と……エンディさんにちょうどいい仕事、今ちょっとないんですよねぇ……」

「またか……」

　エンディはため息をついた。ここのところ、いつもこうなのだ。

　冒険者職能会ギルドに持ち込まれる依頼は、依頼者が報ほう酬しゆうを提供し、手数料を引いた分が冒険者に支し払はらわれる。依頼の内容はさまざまだが、隊商キヤラバンの護衛や魔ま獣じゆうの駆く除じよなど、ある程度の人数が求められるものが多い。そのため冒険者は何人かで連帯パーテイを組み、依頼を受けるのが一いつ般ぱん的てきだ。

　エンディは特定の連帯パーテイに所属せず、単独行ソロで活動をしていた。仕事によって、他の連帯パーテイに臨時参加することもある。先日の小鬼ゴブリン退治のときのように、大人数での仕事であればその中に参加することもあった。

「他の連帯パーテイにヘルプという形でもいいのだが。同胞団マフイア絡がらみのものでも受ける」

「うーん……魔術師メイジや治療術師ヒーラーが欲しいところはあるんですけど……」

　ネスリンはカウンターに置かれたエンディの左手を見る。

　身体の右半身を鎧に包み、左腕には鎧を身に着けず、魔ま法ほう陣じんの編み込まれた布製の魔小手マジツク・パームのみ──剣での近接戦せん闘とうと、魔法とを両方使うための装備。

　──エンディは唇くちびるを嚙んだ。ここでも、自分は求められていないというのか──

「……半はん端ぱはよした方がいいって言っただろう？」

　不意に、耳元で声がした。エンディは１ｍほども跳とび退すさって振り向く。

「……デズモンド！　だから急に出てくるなよ……」

　鱗鎧スケイルメイルの上に乗った端たん整せいな顔立ち──デズモンドが髪かみをかきあげる。

「冒険者としてやっていくのに、魔法剣士スペルブレードは不利だって前にも言ったじゃないか。剣か魔法か、どっちかにした方がいい」

「……大きなお世話だよ」

　エンディはデズモンドを見上げた。端整な顔立ちに似合わぬ大おお柄がらな身体──その鱗鎧スケイルメイルの中に、筋肉がぎっしりと詰つまっているのをエンディは知っている。「銀帯シルバーベルト」は伊達だてではないのだ。

　デズモンドは一いつ瞬しゆん、その目の奥にねっとりとした光を宿した。

「……いつでも、僕の連帯パーテイに戻もどってきていいんだよ」

　エンディはデズモンドを睨みつけ、黙だまって店の出口へと向かった。
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　外に出て歩きながら、エンディは爪つめが喰くい込むほど拳こぶしを握にぎりしめていた。

　──誰だれが、あんな奴やつの連帯パーテイに戻るものか。

　エンディはその日のことを思い出す。宿の部屋で、デズモンドに関係を迫せまられたこと、それを拒こばむと力ずくで襲おそわれそうになったこと、その腕わん力りよくに敵かなわず、死しに物もの狂ぐるいでどうにか逃げ出したこと──

　あらゆる意味で屈くつ辱じよくだった。

　連帯パーテイに戻れというのはつまり、その屈辱を受け容いれて自分と関係を持て──そう言っているのだ。

　確かに、単独行ソロでは仕事も少ない。だからといって、あんな奴に──！

「どうして、私は……」

　──男に生まれなかったのか。

　その言葉はすんでのところで吞のみこんだ。




　エンディは辺境の騎士の子として生まれた。上には兄が２人、長兄は家を継つぎ、次兄は聖騎士団に入って活動している。女であるエンディには、他の騎士の家に嫁とつぐという選せん択たく肢しもあった。だが、エンディは騎士として遊歴に出て、冒険者として生きる道を選んだ。

　家か督とくを継がなかった騎士の二男、三男が冒険者となることは多い。名を挙げれば騎士団からスカウトされ、出世することもあるからだ。

　しかし、エンディが冒険者となったのは出世のためではない。

　かつて、「魔導大戦」で魔王軍を相手に戦った父、リディス・コーカシス──その姿を、「理想の騎士像」を追い求めてのことだったのだ。

　魔法剣士スペルブレードにこだわっているのも、父リディスがそうだったから──そしていついかなる時、どんな状じよう況きように置かれたとしても、人々を助け戦うためだ。それができる自分であるためだ。

　だが、現実は──エンディは魔小手マジツク・パームを着けた左手を見る。

　魔法を使うには制限が多い。術式を刻むのに金属の鎧は邪じや魔まだから、魔術師メイジや治療術師ヒーラーのように魔法を主に使う職能系クラスは法衣ローブを身に着ける。そして手には魔法杖ワンドなどを持ち、魔力をブーストして魔法の威い力りよくを底上げする。そうすると近接戦闘はできないから、連帯パーテイに入って戦士フアイターに守ってもらう。

　剣と魔法と、両方を使おうとすれば、エンディのように防ぼう御ぎよ力りよくを一部犠ぎ牲せいにしなくてはならない。両手で使う大きな武器も、魔力を底上げする魔法杖ワンドも持つことができない。

　その上、複雑な術式や詠えい唱しようを伴ともなう強力な魔法は、近接戦では使う暇ひまがない。結局、半端な防御力と攻こう撃げき力りよくのまま、板金装甲鎧プレートメイルを着こんだ重戦士とも渡わたり合わねばならないのだ。

　選択肢を増やす、ということにこだわったがために、なにもかもが中ちゆう途と半はん端ぱになってしまっている──認めたくはないが、それがエンディという冒険者の現実だった。魔法剣士スペルブレードが敬遠されるのには、理由があるのだ。

　それに、女の身体である。

　たとえ魔法を捨て、純じゆん粋すいな戦士フアイターとなったとしても、腕力ではデズモンドのような男には勝てないだろう。

　エンディはため息をついた。なにかが込み上げてきて、目に溜たまるのがわかった──

「……こんにちは、エンディさん」

　──不意に、明るい声がした。

　顔をあげて前を見ると、目の前には蒼あお味みがかった灰色の髪の少女がいた。

「この間はお世話になりました」

　先日の小鬼ゴブリン退治で一いつ緒しよになった治療術師ヒーラーの少女、名前は確か──どこかで聞いたような名前で──

「……どうかしたか、ウィルマ？」

　そう、そんな名前だ。

　その名前を呼よび掛かけた男が、ウィルマの後ろからやって来た。

「ああ、貴女あなたは……」

　男に言われ、エンディは慌あわてて目元をこすった。中途半端な長さの白い法衣ローブのような装束に、黒い帯、そして武器をなにも持たない丸まる腰ごし──この妙みような男に涙なみだを見られたら不覚という他ない。

「……仕事帰りか？」

　誤ご魔ま化かすつもりでそう尋たずねると、白衣の男が答えて言う。

「捕つかまえた相手を騎士団に引き渡して来たところだ。猪鬼オークだったが、なかなかの手て練だれだったぞ」

「猪鬼オーク……？」

　──同胞団マフイアか。

　亜あ人じん街を牛耳る猪鬼同胞団オーク・マフイアは今や、サビニアの街全体に勢力を伸のばしている。同胞団マフイアの息のかかっていない店は脅きよう迫はくや嫌いやがらせを受け、それを免まぬかれるためには上納金を払はらうしか方法はない。同胞団マフイアの構成員が犯罪を犯しても、亜人街に逃にげ込めば騎士団でさえも手出しができない。もしその構成員を捕らえたりしようものなら、執しつ拗ように報復を受けるといった有様だ。

「……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　エンディは白衣の男に尋ねた。

　亜人種デミ・ヒユーマンを中心に構成される猪鬼同胞団オーク・マフイアと、人間側の市民から依い頼らいを受ける冒険者職能会ギルドは真っ向から対立する形になっていた。だが、冒険者は報復を恐おそれ、同胞団マフイア絡みの依頼には尻しり込ごみしている。その手の依頼を積極的に引き受ける冒険者が、自分以外にもいたとは意外だった。

「なにがだ？」

「……いや、いいんだ」

　心底不思議だという様子で訊きき返され、エンディは自分の質問を恥はじた。この男に対し、失礼な問いだったと思う。

「……気をつけろよ」

　それだけを口にしたエンディに、白衣の男は笑って言う。

「なにがあろうと、どんな状況に置かれても……おれはただ、空手を信じるだけだ」




　──どんな状況に置かれても──




　エンディは顔をあげた。夕暮れに染まる白衣の男の背中、その前で蒼ブルー灰色アッシュの髪の少女がぺこりと頭を下げ、男を追いかけていくのが見えた。
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　それから数日後のことである。

「……私を指名で？」

「古ふる巨きよ人じんの爪つま先さき亭てい」の冒険者職能会ギルドカウンター越ごしに、エンディは思わず素すっ頓とん狂きような声をあげた。眼鏡の受付嬢ネスリンは頷うなずく。

「以前、形見の品だかなにかの捜そう索さく依頼を出してきた商会のご隠いん居きよからですねぇ。前回やっていただいた方に、今回もぜひ、と」

「ああ、あれか……」

　迷宮ダンジヨンの探索依頼、という名目で引き受けていったら、街外れの蔵の中を散々ひっくり返して品物を探させられたんだった。依頼主は脚あしの悪い、人の好よさそうなお爺じいさんだったが、「冒険者」というものをよくわかっていない節がある。

「……とはいえ、依頼は依頼ですし、報ほう酬しゆうもちゃんと出ます。前回、エンディさんが真しん剣けんに仕事に取り組んでくれたのが嬉うれしかったみたいで。どうしますかぁ？」

「……わかった。引き受けよう」

　仕事に貴き賤せんはない。人々が困っていて、助けを求めるのなら、それに応えるのが騎き士しというものだ──エンディがそれを断る理由はなかった。




　仕事の舞ぶ台たいとなる蔵は、街の中心部から少し離はなれたところにある。元々なにかの建物だったものをそのまま使っているのだろう。蔵と呼ぶにはかなり大きい建物だった。

　入り口の扉とびらは城の門のように、装そう飾しよくの入った大きなものだ。鍵かぎは開けてある、と言われていたので、エンディは取っ手に手をかけ、扉を引く。

「失礼……っと」

　入り口の先は広間ホールのようになっており、広いスペースの壁かべ際ぎわに荷物がいろいろと置いてある。壁際にはいくつか扉があり、その奥の部屋には荷物がみっちりと詰まっているのだった。

　今回の依頼はいくつかの物品を探すこと。なかなかの重労働だ──エンディはため息をつき、広間の奥にあったテーブルの方へ向かう。腰こしにした剣けんを下ろしてテーブルの上に置き、鎧よろいも脱ぬぐべきか、と考える──




　──バタン




　背後から、音がした。それと同時に、外から差し込む光が消える。

　テーブルに置いた剣を再び手に取り、エンディは振ふり返かえる。入り口の扉がしまり、その前に男が立ちはだかって──

「……デズモンド？」

「お仕事ご苦労だね、エンディ」

　デズモンドは顔を歪ゆがませ、広間ホールの中へと足を踏ふみ出してきた。

　周囲からもまた、音がする。広間ホールのまわりの扉が開き、デズモンドの仲間たちが姿を見せた。エンディは完全に取り囲まれた形だ。

「……どういうことだ？」

「なに、ちょっと親しん睦ぼくを深めようかと思ってね……」

　デズモンドと仲間たちは、エンディの方へと向かってくる。その手は、腰の武器の柄つかにかかり──

「……ッ！」

　──瞬しゆん間かん、エンディは駆かけ出だす。

　右側のドアから出てきた男──法衣ローブを纏まとった魔術師メイジへ、身体からだごとぶつかる！

　魔術師メイジの男は蛙かえるの潰つぶれるような声を立て、その場に倒たおれた。エンディはそのまま、ドアの奥へ。

「待ちやがれ！」

　広間ホールの方から喚わめく声が聞こえるのを無視し、荷物の間を奥へ走る！

　──嵌はめられた。

　おそらく、これはニセの依頼──「蔵の鍵を開けておく」なんていう対応も、どうも変だと思ったのだ。デズモンドたちの目的は──そこまで考えて、エンディは羞しゆう恥ちと怒いかりで頭が変になりそうになった。

　──とにかく、ここを切りぬけなくては──！

　後手に回らず、囲みを突とつ破ぱしたのはまず、よし。次はどうするか──エンディは振り返り、扉に向かって左手を構え、素早く術式を刻む。

「……雷いかずちの魔素マナよ、参れ……！」

　いくつかの手順を経て、エンディの左手がまっすぐ前に突つき出される。そしてその掌てのひらが向いた先で、扉が開いた──

「……雷撃弾サンダー・ボルト！」

　左手の魔小手マジツク・パームから、放たれた魔ま法ほうの光こう弾だんが、入って来た男に突き刺ささる！

「……ひがぁっ!?」

　蒼あお白じろい閃せん光こうと衝しよう撃げきと共に悲鳴が奔はしり先頭の男がその場に倒れる。そしてエンディは、剣を構えて突とつ進しんする！

「……てぁぁっ！」

　エンディの繰くり出だした長剣ロングソードが、倒れた男の向こう側にいた戦士フアイターの男を斬きり裂さく！

「がっ……！」

　鎧の隙すき間まから刃やいばを受け、男は踏鞴たたらを踏んで後退した。ドアの向こうに他の敵が見える。エンディはいったん距きよ離りを取ろうと、部屋の奥へ下がり──




「……音波爆裂ソニツク・ブラスト！」

　──ッバァン！




　広間ホールから聞こえてきた詠えい唱しようと共に、目の前でなにかが弾はじける！　炸さく裂れつする音の衝撃は、屋内では特に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらす──エンディは耳から叩たたき込まれたその衝撃に眩くらみ、平へい衡こう感かん覚かくを失う──！

「……くっ……ぁ……！」

　先ほど体当たりで倒した魔術師メイジが魔法を放ったのだろう──エンディの足がもつれる。

　──まずい！

　耳鳴りの中、エンディは懸けん命めいに体勢を立て直そうともがく。ふらふらとしながらも、敵から離れ部屋をさらに奥へと向かう。

　やはり単独行ソロではどうにもならないのか──エンディの頭に、不ふ吉きつな考えがよぎる。距離を取り、魔法を使いながら戦えばなんとかなると思ったが、甘かった。相手も意思を持って襲おそってくるのだ。こちらの都合よく戦いが運ぶわけがない。

　──くそっ！

　エンディは通路の奥へと逃げ込む。どうすればいい？　複数人の冒険者──その中には銀帯シルバーベルトまでいる──を相手に、どう戦えばいい──そもそも、あいつらの目的はなんなんだ？　私はここで、なにをしている？

　通路を逃げながら、エンディは混乱する思考をなんとかまとめようとする。こんなとき──こんなとき、あの男ならどう戦う？

「……！」

　通路を抜ぬけ別の部屋に入ったとき、目の前に大きな影かげが立ちはだかった。

「……鬼おにごっこは終わりだよ、エンディ……！」

　そこには、両手に戦斧アツクスを構えたデズモンドが、顔を歪ませて立っていた。

「……くっ……！」

　エンディは剣を構えた。平衡感覚はかなりましになってきている。しかし──相手は銀帯シルバーベルト。どう立ちまわればいいか──！

「おぉぉらぁぁっ！」

　考える余よ裕ゆうもなく、デズモンドが２本の戦斧アツクスを振り廻まわす！　左右から襲いかかる鋼鉄の塊かたまりを、エンディは身体を捌さばいて避さける。

　──見える！

　エンディは冷静に相手の動きと、そして自分の身体の中とを見極めた。思ったよりも動けそうだ。これなら、いける──！




　──ガキィッ！




　右から襲い来た戦斧アツクスに対し、エンディは前方に踏み込みつつ、鎧の肩かた部分でその根元を受ける！　足を踏ん張って衝撃に耐たえ、そして──

「……ちぇぇぃッ！」

　右手に持った長剣ロングソードを、デズモンドに向かい、繰り出す！




　──ガッ！




「……ッ！」

　──貫つらぬけない！

　長剣ロングソードの刃はデズモンドの分厚い肉体と、それを覆おおう鱗鎧スケイルメイルに阻はばまれてその上を滑すべる──！




　──バキィッ！




「……っあ……！」

　戦斧アツクスの柄で殴なぐれられ、エンディは床ゆかに倒れ込んだ。剣が手から離れて投げ出される。

「貧弱だなぁ、エンディよぉ……」

　デズモンドの声が頭上から響ひびいた。普ふ段だんの慇いん懃ぎんな口調とはまったく違ちがっていた。

「そんなんじゃぁ正義の冒ぼう険けん者しやはやれねぇな？　同胞団マフイアともやりあおうってんなら、もっと力をつけないとな……」

　エンディは、はっとした。まさか、この男──

「貴様……もしや、同胞団マフイアに通じて……それが目的かッ!?」




　──ガシッ




　デズモンドはエンディの胸倉を摑つかんで捻ひねり上げた。

「お友だちがお前にご執しゆう心しんでね……随ずい分ぶんと彼らの邪じや魔まをしたみたいだね。馬ば鹿かなことをしたもんだ」

　デズモンドは好色な目線でエンディの身体を舐なめるように見る。

「……まぁ、そういうことなら、猪鬼オークどもにくれてやるより先に、味わっておいてやらねぇとなぁ……」

「……くっ……！」

　締しめあげるデズモンドの手を、エンディは振りほどこうともがく。しかし──力では勝てない。びくともしない。

「甘っちょろい理想を唱えてお高くとまってるお前をめちゃくちゃにしてやるのは、ぞくぞくするな……！」

　──甘っちょろい理想、だったのだろうか？

　なにがあろうと、どんな状じよう況きように置かれても、自分が信じる最善の行動を選せん択たくできる理想の騎き士し。ただ敵を倒すだけでない、人々を助け、不正を正し、希望を見み出いだす選せん択たく肢しを持つこと──それを可能にするために選んだ魔法剣士スペルブレードという姿が、こんな下げ衆すな男に──力ずくで、蹂じゆう躙りんされてしまうのか？

　──やはり、魔法剣士スペルブレードでは不利だったのか──




『有利か、不利かではないのです。自身の流りゆう儀ぎを貫くことこそ、その精神です』




　ふと、頭に誰だれかの言葉がよぎる。

　誰から聞いた言葉だっただろうか──

『なにがあろうと、どんな状況に置かれても、おれは……信じるだけだ』

　蒼灰色ブルーアツシユの髪かみの少女の次に、白い衣を着た妙みような男の顔が浮うかんだ。

『技から技、技から構え……どのような体勢からでも次の動作に移行し、一いつ瞬しゆんごとに最適な行動を選択すること』

　またもや頭に言葉がよぎる。

「最適な、行動……？」

　──この状況における、最適な行動──力で勝てないのなら──

「……ぬおぉぉっ！」




　──ドッ……！




「……っご……!?」

　もがきながら振ふり上げた脚あしが、デズモンドの股こ間かんを打った。喉のど元もとを締めあげる力が緩ゆるみ、エンディはその腕うでを振りほどく！

「……っ……てめぇ……よく、も……！」

　デズモンドはもがきながらも、地面に置いていた戦斧アツクスを拾い上げた。さすがに、あの体勢からでは満足な打撃にならず、防具に阻まれてしまったが──

「……ゆるさねェッ！」

　デズモンドが戦斧アツクスを振るい、襲いかかる！　しかし──エンディは落ち着いて、その攻こう撃げきをひとつずつ避けた。よし、かわせる！

　攻撃を捌きながら、エンディは自分が冷静になっていることを自覚した。頭の中に、浮かぶあの男の言葉の続き。




『攻撃と防ぼう御ぎよ、そして身体からだの捌き、そしてそれを統すべる頭脳と精神こころ……それらは別個のものではない。すべては一体となり、ひとつの呼吸の中に在る』




「ひとつの、呼吸の中に……」

　──剣けんはない。それに、デズモンドの肉体に対し、普通の攻撃では大したダメージを与あたえられない。

　だったら、魔法なら──しかし、先ほどの雷撃弾サンダー・ボルトのように、強力な魔法の弾たまを飛ばす攻撃魔法は複雑な術式が必要だ。発動には一度距きよ離りを取らなくてはならないが、そのような隙すきを与えてくれる相手ではない。

　──ならばどうするか──！




　──ガッ！




　横から薙なぎ払はらうように飛んでくる戦斧アツクスの一撃を、エンディは鎧よろいの肩で受ける！　そして、デズモンドの懐ふところへと踏ふみ込む──！

　素手のエンディに、自分を倒たおせるような打撃が撃うてるわけがない──デズモンドにはその油断があった。その一瞬の隙に、エンディは魔小手マジツク・パームに包まれた左手を振りかぶる──




　──バヂィィッ




　瞬間、エンディの左手が電でん撃げきを纏まとう！

「雷撃掌サンダー・グラスプ！」

[image: ]




　──ズガァァッッ！！！




　電撃と共に、デズモンドの顎あごへと衝しよう撃げきが叩たたきこまれる！




　掌しよう底てい突づき──エンディはその名めい称しようを知らないが、先日の小鬼ゴブリン退治のとき、白衣の男が目の前で小鬼ゴブリンを倒してみせた技だった。

　そしてそれとあわせ、魔法の力で掌てのひらに纏った電撃を直接、相手に叩きこむ。弾だん丸がんとして放つための術式を省略することで、近接戦せん闘とうでも使用可能な技として、それは昇しよう華かしたのだ。

「……ひ、ぐぇ……」

　デズモンドは全身を痙けい攣れんさせ、硬こう直ちよくした身体が──横よこ倒だおしに、倒れた。

「素手で相手を殴るなんて発想、なかったけど……」

　攻撃魔法は連帯パーテイの後衛が使うもの。魔法の術式は、そうした先入観のもとに構築されている──だが、近接戦闘で使うのなら魔法を直接叩きこめばいい。

　攻撃も防御も、身体の捌きも──そして、魔法も。すべてはひとつの呼吸のもとに。

「……これ、いいな」

　横たわるデズモンドを見下ろし、エンディは左手の掌を見た。




　──バタン




　──背後から、物音がして振り返る。

「……まったく、情けねぇなぁ、銀帯シルバーベルトさんよ」

　扉とびらが開き、現れたのは、猪鬼オーク──

「抵てい抗こうはよしてくれや、ねえちゃん。なに、なんもしねぇよ……今のところはな」

　猪鬼オークたちが何人も、部屋に入ってくる。反対側からも扉の開く音がした。

　前後を猪鬼同胞団オーク・マフイアたちに囲まれ、エンディは唇くちびるを嚙かみしめた。




　　　　＊　＊　＊




「……たたた、大変ですぅ！」

「古ふる巨きよ人じんの爪つま先さき亭てい」の２階に宿をとっていたおれの下もとに、眼鏡の受付嬢じようが駆かけ込んできた。

「どうしたんですか、ネスリンさん。そんなに慌あわてて……」

　ウィルマが尋たずねる声に、ネスリンが答える。

「あの人が……エンディさんが……！」

　──と、ウィルマの後ろから店主のバスカーが現れた。

「……エンディが攫さらわれた。猪鬼同胞団オーク・マフイアの仕業だ」

「なんだと……!?」

　ネスリンが握にぎりしめていた紙切れを差し出す。おれはそれを手に取った──

「先日、お前が捕つかまえた同胞団マフイアの構成員を引き渡わたせと言って来た。それと……お前が決闘デユエルに応じること」

「……報復か」

　バスカーは黙だまって頷うなずいた。

　同胞団マフイア絡がらみの依い頼らいを引き受け、営業シノギの邪魔をしたおれを、見せしめにしようというわけだ──

「普通に暗殺でもしにくればよさそうなものだがな」

「お前を警けい戒かいしているな。決闘だと言えば正々堂々と受けざるを得ないと踏んでいるのだろう。それに……」

　バスカーはおれから紙切れを受け取り、それを丸めた。

「多分、公衆の面前でお前を殺したいのさ」

「なぜ？」

「お前が次元遊者ブレーンウオーカーだからだ」

　おれは驚おどろいてバスカーを見た。ウィルマもまた、目を丸くしている。

「……知っていたのか」

「俺が何年冒ぼう険けん者しやを見ていると思っている？」

　バスカーはニヤリと笑い、言葉を継つぐ。

「亜人種デミ・ヒユーマンたちは……特に猪鬼オークは次元遊者ブレーンウオーカーを憎にくんでいる。先の『魔導大戦』では同胞がたくさん殺されたわけだからな……そこへ来て、営業シノギの邪魔をするお前が転移者であることを、なんらかの方法で知った。それで人質を取り罠わなを仕し掛かけてきた、ということだろう」

「先生……どうするのですか？」

　ウィルマがこちらを覗のぞきこんだ。おれはその目に応えて言う。

「……虎こ穴けつに入いらずんば虎こ子じを得えず」

「……なんですか？」

「おれの故郷の言葉だ。危険を冒おかすことで、摑つかめるチャンスもある、という意味だ」

　おれはバスカーに向かい、言う。

「いい機会だ。奴やつらに挨あい拶さつしてくるさ」

「……冒険者職能会ギルドから加勢を出すことはできないぞ」

「わかってる。依頼もないのに、表だって事を構えるわけにはいかないんだろう？」

「……すまない」

「構わんさ」

　おれは空手着を身に纏まとい、帯を締しめ──そして部屋を出た。




　円形の闘とう技ぎ場じよう、その周囲を埋うめ尽つくす猪鬼オークや黒ダークエルフといった観衆たち。彼らの憎ぞう悪おを伴ともなった熱気が、空気の温度をさらに上げていた。

『異世界転移者を殺せ、殺せ、殺せ』──

　殺気立つ観衆ギヤラリーに囲まれ、おれは闘技場の真ん中に立つ。決闘の相手である黒ダークエルフが手を掲かかげ、なにごとか呪じゆ文もんを唱えた。

　宙空に光の線が走り複雑な図形を象かたどり、現れた魔ま法ほう陣じんがまばゆい輝かがやきを放つ。

　そしてそこに、燃え盛る炎ほのおに全身を包まれた炎の魔神イフリートが現れた。

　おれは拘こう束そくされた女騎き士しの方へ向かい、言葉を投げる。

「……心配するな。空手を信じろ」

「炎の魔神イフリートに素手で勝てるわけが……」

　そう訴うつたえる女騎士の声をかき消すようにゴングが鳴り──




　そしてこの戦いに勝利したことで、「神の手デイバイン・ハンド」というおれの異名はこの世界に広く知れ渡ることになっていく。

















３．空手vs古流エルフ魔法柔じゆう術じゆつ






　炎の魔神イフリートを倒し、女騎士エンディを助け出してから数週間後のことだ。

　月灯りに心細く波が揺ゆれ、木造りの桟さん橋ばしを濡ぬらすのをおれは見ていた。

　静かな夜だ。太陽が二つある世界だとはいっても、それが沈しずんだあとの夜は、暗い。桟橋から舫もやわれた小型の帆はん船せんが、寝ね息いきを立てるように揺れていた。

　星の光に薄うすく照らされた緑色の肌はだが、数体。そしてそれに向かい合うように現れた、背の高い男たち。

　緑色の肌をした小こ柄がらな男が、抱かかえていた木箱を男たちに示し、それを開けた。中には、闇やみ夜よの中でもそれとわかる、蒼そう緑りよくに輝く小手──




　身を隠かくしていた船の縁へりから、おれは跳とんだ。

　そして、集まっていた男たちの輪の中央へと──




　──ザンッ！




　突とつ然ぜん空から降ってきたおれに、男たちの動きが止まる。すかさず、おれは両の手を左右に打ち込む！

「ごっ……！」




　弧こ拳けん──内側に曲げた手首の外側、硬かたい部分で左の猪鬼オークの、右の人間の鳩尾みぞおちを打つ。

　怒ど鳴なろうとした声を呻うめきに変えて、男たちはその場にうずくまった。

「なんだ、テメェ……！」

　背の高い男のひとりが、腰こしに差していた湾刀カトラスを抜ぬきながら叫さけんだところへ、身体からだを起こしざまの足刀！

「ガハッ…」

　喉のどを叩たたき潰つぶされ、声にならない声をあげて吹ふき飛とぶ男を尻しり目めに、蹴けり足あしを踏ふみ換かえながら反転──背後から斬きりかかろうとしていた猪鬼オークの山刀マチエツトを、後ろ廻まわし蹴りで弾はじき飛ばす。

　ガラ空きになった猪鬼オークの懐ふところへ一歩踏み込み──その顎あごを垂直に蹴上げると、緑色の巨きよ体たいが宙に舞まった。

「くそっ……」

　残りの男たちが逃にげようとする。賢けん明めいな判断だろう。しかし──

「聖なる灯明ホーリー・ライト！」




　──カッ！




　詠えい唱しようと共に、放たれた光が闇を照らし、男たちの顔が浮うかびあがる！

　不意に網もう膜まくへと叩きこまれた光に、男たちが顔を背けた、その瞬しゆん間かん──




　──ザシュ！




　猪鬼オークの肩かた口ぐちを、白銀に光る太た刀ち筋すじが斬り裂さいた。おれはその太刀筋の主に声をかける。

「殺さぬようにな、エンディさん」

「わかっている！」

　おれの潜ひそんでいた船とは逆方向から駆け込んできた女騎士・エンディが、金きん髪ぱつをなびかせ長剣ロングソードを振ふるう。

「光を消せ！　術師を潰すんだ！」

　猪鬼オークのひとりが叫び、別の猪鬼オークが目を細めつつ、山刀マチエツトを振りかざして光の下へ走る──！

「ウィルマ！」

「……きゃぁっ!?」




　──ギィン！




　剣けん戟げきの音。その光の中に、魔法杖ワンドで山刀マチエツトを受けたウィルマの姿が浮かぶ──

「……えぇぃっ！」




　ゴッ！




　次の瞬間、猪鬼オークはその場に崩くずれ落ちてうずくまる。ウィルマの前蹴りが股こ間かんに入ったのだった。おれが教えたとおりの動き。なかなか筋がいい。

「くそっ……！　冒険者職能会ギルドの連中か……」

　木箱を抱えた猪鬼オークが言うのに、おれは向き直る。

「……人様のものを売りさばくってのは感心しないな」

　月灯りがおれの顔を照らした。それを見た猪鬼オークの顔色が変わる。

「その白い装束……その技……まさか、神の手デイバイン・ハンド!?」

　ありありと恐きよう怖ふの表情を浮かべたその相手に向かい、おれは足を開き──構えた。




　　　　＊　＊　＊




「人間たちの方はどうやら、近海に根城を持つ海かい賊ぞくの一員だな。騎士団も手を焼いている連中だ」

　サビニアの街の中、市場の隅すみにある安酒場で、使い込まれた木のジョッキを手にエンディが言った。おれは自分のジョッキ──中身は炭酸水だが、酒よりも値段が高い──を口に含ふくみながら、それを聞いていた。ウィルマはなにやら、皿の上に載のった魚料理を頰ほお張ばっている。香こう草そうを載せてグリルしたいい香かおりがこちらにも漂ただよって来ていた。

　エンディがジョッキをテーブルに置き、話を続ける。

「問題は猪鬼オークの方だな」

「……やはり同胞団マフイアか？」

　おれがそう問うと、エンディは頷うなずいた。

　あれ以来、おれたちは幾いく度どとなく同胞団マフイアとやり合っていた。

　エンディとは改めて連帯パーテイを組み、冒険者職能会ギルドの仕事を受けていたのだが、勢い、猪鬼同胞団オーク・マフイア絡がらみの依い頼らいを受けることが多かったのだ。

「……すっかり敵対してしまったな」

「まぁ、白衣の次元遊者ブレーンウオーカー……『その手の者ザ・ハンド』と言えば、今や同胞団マフイアのブラックリストに名を連ねる存在だろうな」

　エンディがそう言うのに、おれは肩かたをすくめた。

「……身の安全に気を配らねばな」

　──おれはともかく、ウィルマが独りでいるところを狙ねらわれでもしたら──

「……はひ？」

　ウィルマが口の中をいっぱいにして顔をあげた。

「……とりあえず飲み込め」

「んがぐぐ……」

　ウィルマはジョッキを口にし、料理を流し込む。身の安全の前に、こんな姿をウィルヘルムやゲディスが見たらなんと言われることか──

「……それと、取引されていたあの小手だが」

　エンディがジョッキを手にしたまま話を続ける。

　ちなみに、エンディはウィルマがこの国の王女だとは気づいていない。別に隠す理由もないのだが、敢あえて言うことでもないだろう、とおれは思っている。

「神器アーテイフアクトでも魔導器マジツクアイテムでもない。ミスリル製の高価なものだが、ただそれだけだ。海賊どもは騙だまされるところだったわけだな」

「そうか……」

　旅の目的は、「アズミファルの小手」のもう片方を探すことにもある。そのためと考えれば、同胞団マフイアたちからも情報を得たいところではあった。

　とはいえ──当面、敵対してしまったものは仕方ない。「アズミファル」はまぁ、なんとかなるだろう。そんなことより──

「そういえばウィルマ、あの時の金的蹴りな……」

「は、はい！　……よくなかったですか？」

「いや、あれはなかなかだった。しかし、ああいう場合例えばこういう手も……」

「む、それ私にも教えてくれないか？　この前上手うまくいかなくてな……」

　酒場の片かた隅すみで空手術のレクチャーが始まる。

　ウィルマは若さゆえか吸収が早く、どんどんと動きがよくなっていた。体力がないのが懸け念ねんではあるが、この食べっぷりを見れば心配はいらないかもしれない。

　一方、エンディもおれに助け出されて以来、自前の剣けん術じゆつ、魔ま術じゆつに加えて空手の技を積極的に学ぼうとしていた。どうやら、なにか自分で工夫している戦術があるらしい。元々かなりの手て練だれではあるし、動きに硬さはあるものの吞のみ込みは早い。

「……おい姉ちゃんたち、そりゃ一体、なんだい？」

「これはカラテというものです！　やってみますか？」

　ああでもない、こうでもないと技の実演をしていると、周囲の客が集まってくる。そうすれば、客たちをも巻き込んでレクチャーが始まり、そのうちに奢おごりだと酒や料理が飛んできて、いつの間にか宴うたげになる──

「……あぁん!?　この私の酒が飲めないとでも!?」

「あっ、すいませーん！　天空カレイの香草グリル、追加で！」

　エンディは酔よって客に絡みだし、ウィルマは夢中で料理を平らげる。

　それは、楽しいひと時だった。

　この世界にも、理り不ふ尽じんな現実や悲しい歴史があることが、次第におれにもわかってきていた。だが、それはそれとして──いや、だからこそ、今を生きる人々が笑い転げる酒場の情景は、どこの世界でも同じように尊いものだ──




　──ガタン！




　不意に、酒場の別の一角で騒さわぎが起こった。

「なんかクセェと思ったら、こんなとこに耳の長なげぇのがいるなぁ！」

　柄がらの悪い声が響ひびく。わかりやすく、ケンカを売る時の口上──だが、今回はどうも、おれに向けられたものではないようだ。

「なんだ……？」

　振り向くと、冒険者らしき男が数人、カウンターに座る別の男を取り囲んでいた。

「……僕は金を払はらって酒を飲んでいる。なにか問題でもあるか？」

　取り囲まれている男──幾いく分ぶんか小こ柄がらなその体たい軀くに陶とう器きのように滑なめらかな肌はだ、金髪、切れ長の目、そしてその尖とがった耳──エルフと呼ばれる人型ヒユーマノイドの一種族。魔法と弓矢の術に長たける種族として知られている存在。

　高い知性を持ち、人間に対しても友好的な存在ではあるが、しかし──

「ここは人間様の店だ！　てめぇみてぇな人間もどきの来るところじゃねぇんだよ」

「森くせぇ田舎モンには、街の作法はわからねぇだろうけどな。あーくせぇくせぇ！」

　そう言ってチンピラ冒険者たちはどっと笑う。

　おれはウィルマの顔を見る──エルフの血を引くその端たん整せいな顔が曇くもっていた。

「下げ衆すどもが……」

　そのウィルマの顔を見てか、エンディが立ち上がろうとする。

「ちょっと待て、エンディさん……」

　おれはエンディを制した。なぜなら、冒険者風の男に囲まれたそのエルフがその時、立ち上がったから──そして、その身体からだの動きがまるで絹のように滑らかだったからだ──

　立った姿は冒険者たちより小柄ではあったが、おれの眼めにはそれが見えた。異世界ファンタジー的に言えば、レベルがまるで違ちがう──！

「……僕にケンカを売るつもりならば構わないが……ひとつだけ言っておく」

　そう言ってエルフはカウンターの側へ身体を向けた。カウンターの上にはビールの瓶びん。エルフは手を振り上げた。その掌てのひらに一いつ瞬しゆん、光が宿り──

「この僕は、こういうことも……できる男だ！　となっ」

　エルフが振り上げた手を横に振るう！　一文字に奔はしる光、空気を切り裂く音──そしてビール瓶の首が、切り飛ばされてカウンターに落ちた。

「……ま、魔法だ……ッ！」

「しかもスゲェ腕うで……！」

　チンピラたち、そして酒場にいた傍観者ギヤラリーたちがざわめいた。

　エルフ特有の精せい霊れい魔法──おそらくは風の魔法の一種。真空を発生させ、切断する魔術の存在はおれも耳にしたことがあった。だが、このおれでさえ習得に苦労した「ビール瓶切り」を、ああも鮮あざやかにやってのけるとは！　なんという研とぎ澄すまされた技の冴さえ。おれは息を吞んで成り行きを見守った。

「……けっ、魔法が怖こわくて冒険者がやってられるかよ！　こちとら、人斬きりとも呼ばれた男だぜ！」

　チンピラのうちのひとりが、腰こしに刺さした剣を抜ぬき放はなった。ケンカは珍めずらしいことではないのだろうが、突とつ然ぜんの刃にん傷じよう沙ざ汰たに酒場が色めき立つ。

「うらぁああ！」

　周りが止めに入る間もなく、チンピラがエルフにその剣を突つき出だす！　徒いたずらに大きく振ふりまわさない辺りはこちらもそれなりの遣つかい手だと見えたが、しかし──

「がっ……!?」

　次の瞬間、剣を突き出した腕が外側へと捻ねじられていた。エルフが身体を捌さばくと同時に、その腕を取って逆に関節を極きめたのだ。

「……流転フルーオ……！」

　エルフが短く言葉を発すると同時に、身体を返す──！

　掌が光り、風が鳴った。

　そしてチンピラの身体が、竜たつ巻まきに巻かれたかのように吹ふき上あげられ──




　ドゴッ！




　天てん井じように叩たたきつけられたチンピラの身体が、さらに床ゆかに落ちてもんどりうった。

「あの技は……!?」

　おれは瞠どう目もくした。魔法の力を加えてこそいるが、体捌きで相手を制するあの体術──強力な魔法の詠えい唱しようをすることなく、相手の力を逆用してそれに魔法の力を加え、投げ飛ばす。現実世界でいえばまるで、合気道か古流柔じゆう術じゆつのような技。この世界にあのような技術が存在したとは──！

「……迷めい惑わくをかけた」

　エルフは酒代をカウンターに置き、店を出ていった。

　戸口でふと、振り返ったそのエルフの青年と、おれの目が合う。




　──強い。




　技のキレだけではない。武術を修め、道を求めるものの高潔な精神を、おれはその緑の瞳ひとみの中に見た。

　エルフはそのまま、出ていった。その後ろ姿を見送りながら、おれは呟つぶやく。

「……この世界にも、あのような男がいるのか」

　おれは嬉うれしくなった。この世界にも、学ぶべきこと、挑いどむべき相手はまだたくさんあるのだ。

「魔法をあのように使う……私が最初だと思っていたのに……」

　エンディは一転してなにやら悔くやしそうな顔をしている。おれは反対側にいたウィルマに向かい、言う。

「いずれ、あの男とも手合わせをしてみたいものだ。次に会えたら声をかけてみよう」

「嬉しそうですね、先生」

「……そうだな」

　そう、そのとおりだ。うきうきとした気分が抑おさえられなかった。あの技をもっと見てみたい。肌で感じてみたい。

　かつて世界各地を旅し、各地の武術と手合わせをした時の興奮が、おれの中に再び蘇よみがえっていた。

　しかし──おれのその願いは後日、最悪の形で果たされることになる。




　　　　＊　＊　＊




　粗そ末まつな小屋の並ぶ亜あ人じん街の真ん中に、その館はそびえていた。素そ朴ぼくではあるが、重厚な造りの館──その周囲は鉄の柵さくで囲まれ、その周りには棍こん棒ぼうを担いだ猪鬼オークがうろつきまわっている。

　門の前に、エルフの男が現れた。門の間に立っていた猪鬼オークのひとりが、そのエルフをじろりと睨にらみ、無表情に門の中へ通した。




「おぅ、来たけぇ」

　館の奥の部屋に、大猪鬼オークロードが待ち構えていた。無む駄だに華か美びな装そう飾しよくを施ほどこした大きな椅い子すにその巨きよ体たいを沈しずめ、黒ダークエルフの女がその傍かたわらに侍はべる。大猪鬼オークロードは金の指輪で彩いろどられたその太い指を上げ、エルフに向かい言った。

「おめぇの腕を見込んで頼たのむんだ……殺して欲しい奴やつがいてなぁ」

「……僕は殺し屋じゃない」

「なに言ってんだ。元々は冒ぼう険けん者しやだろうが。似たようなもんだ」

「……だが、僕の技は……」

　大猪鬼オークロードは身を乗り出した。

「ソークよぉ。これはちゃんとした取引だ。報ほう酬しゆうは出すぜェ……なんなら、お前を幹部にしてやってもいい」

「……興味はない」

「ふん……」

　大猪鬼オークロードは乗り出したその大きな身体を、再び椅子の背もたれに預ける。その目が一瞬、凶きよう悪あくな光を放った。

「……おめぇんとこの里、子どもが生まれたんだってな。何百年振ぶりだぁ？」

「……！　なぜそれを……！」

　大猪鬼オークロードはニタリと笑い、言った。

「山岳ハイランドエルフの赤あかん坊ぼう……珍しいよなぁ。欲しがる貴族なんか、いっぱいいるだろうなぁ……」

「……僕を脅おどすつもりか」

「勘かん違ちがいすんじゃねぇよ」

　太い指で黒ダークエルフの女を愛あい撫ぶしながら、大猪鬼オークロードは鋭するどい目をエルフに向け続けていた。

「お前の里は、オレら同どう胞ほう団だんの傘さん下かにある。クソみたいな人間どもから、オレたちが護まもってやってる、っていう話だ……お前がオレに従う限りは、な」

「……くっ……」

　大猪鬼オークロードは脂し肪ぼうに覆おおわれた身体を揺ゆすり、笑った。エルフは歯ぎしりをした。

「里には手を出すな！」

「お前次第だ」

「……わかった」

　ソークと呼ばれたエルフの男は踵きびすを返し、部屋を出ていった。

「……どうも反はん抗こう的ですねぇ、彼は」

　部屋の隅すみから、声がする。大猪鬼オークロードは黒ダークエルフの女から手を離はなし、部屋を出るように促うながした。

「……ソークはスゴ腕だ。幹部にしてもいいってなぁ、本心だぜ」

　そう言って大猪鬼オークロードは葉巻に火をつけ、部屋の隅へと振り返った。薄うす暗ぐらい部屋の隅に巣食った暗がりの中から、灰色の男が揺らめくように姿を現す。

「……そして、身内にならないなら排はい除じよする、と……この際、あの男とどちらが潰つぶれても、あなたは得をするわけだね、ガルディオフさん。ククク……」

　大猪鬼オークロード・ガルディオフは黙だまって煙けむりを吐はき出した。灰色の男はフードの奥で笑う。

「……ま、わたくしどもとしても、どちらに転ぼうと構いません。楽しみですねぇ」

「……『転移者』が邪じや魔まなんじゃないのか？」

「邪魔なのは『運命』ですよ。転移者は世界の意思の表れだ」

　灰色の男は懐ふところからなにかを取りだした。

「……これは進しん呈ていします」

「……いいのかい？」

「元々そのつもりで奪だつ取しゆを依い頼らいしたものですよ」

　人間の頭ほどの大きさのそれ──水すい晶しようの髑どく髏ろをガルディオフに手て渡わたし、灰色の男は呟くように言う。

「すべては『混こん沌とん』の導くままに」

　フードの奥で、歯並びの悪い口元が顔を裂さくように笑った。




　　　　＊　＊　＊




　館を外へと案内されながら、エルフの男──ソークは自らの無力さを呪のろった。ソークの修おさめた古流ハイエルフ魔法柔術──それは、エルフたちが一族を守り、戦うために編み出した技だ。

　確かに、近接戦せん闘とうの中で敵を討つための技法ではあるが──断じて、暗殺に使うための技ではない。理り不ふ尽じんな暴力に立ち向かうための技であるはずなのに、それを──

「……なあ、エルフの兄貴。本当にあの男を殺すんで？」

　案内をする小鬼ゴブリンの男が、びくびくと周りを気にしながら言った。ソークはむっつりと押し黙り、答えなかった。

「あの男の強さは尋じん常じようじゃねぇ……それに……」

　小鬼ゴブリンはため息をついた。

「……悪いことをするのに邪魔だから、誰だれかを殺すなんて……おらだって人間は嫌きらいだけんども……」

「……ガフ……？」

　ガフと呼ばれた小鬼ゴブリンは足を止め、振り返った。

「おらたち小鬼ゴブリンの一族だって、親分ボスは同胞団に入れてくれた。仲間だって言って、仕事をくれて、他の組織や人間から守るって。だけんども、今の親分ボスはまるで……」

「……逆らうわけにはいかないさ。僕だけが抵てい抗こうしても、里のみんなは……」

「……」

　ガフは口をつぐみ、また歩きだした。口の中で、ガフが小さく呟くのをソークは聞いた。

「あの男は強いだけじゃなかっただ。なにかが違ちがっただよ」




　　　　＊　＊　＊




　エンディとウィルマを伴ともない、指定された場所へと赴おもむいたおれを、エルフの男は仁王立ちで出で迎むかえた。

「……あなただったのですね、かの高名な『神の手デイバイン・ハンド』というのは」

　森の中の広場になったような場所に、風が吹ふき抜ぬける。低い草の生えた大地を踏ふみしめ、おれはそのソークと名乗ったエルフの男に声をかける。

「……決けつ闘とうは受ける。だが……理由を教えてもらえるか」

　立ち合いではなく、決闘デユエル──それは、勝者が敗者の生せい殺さつ与よ奪だつを握にぎるということだ。おれが望んだのは、このような形ではなかったのだが──

「あなたに恨うらみはない……しかし、僕はあなたを殺さねばならない。ならばせめて、正面からの勝負が望みです」

　まっすぐにこちらを見み据すえて言うその目に迷いはない。

「……なぜこの戦いを受けるんだ？　お前にとってはなんのメリットも……」

　エンディがおれに向かって問う。

「……奴は命と誇ほこりを賭かけている。背を向けることはできない」

　おれはそれに答え、そしてウィルマに向かい、言う。

「ウィルマ、この勝負……目を離さず、見届けろ。戦うというのがどういうことか……きっと大きな学びになる」

「はい……！」

　ウィルマが答える。彼女なりに、ソークのただならぬ覚かく悟ごを感じとっているようだった。

　おれはソークに向き直った。ソークは静かに口を開く。

「僕の技は古流ハイエルフ魔法柔術……魔法と弓だけでは対応できない近接戦闘において、相手を制し倒たおすための技。異世界から来たあなたの技……カラテに劣おとるものではないと自負しています」

　両手を左右に垂らし、立つ自然体──一見無防備だが、力むことなくどのような攻こう撃げきにも対応可能な構え。現実の世界でも柔じゆう術じゆつ家かと立ち合ったことはあるが──これほど完全な自然体で構える相手と対たい峙じした記き憶おくは、ほとんどない。

　つまり──闘たたかいはもう、始まっているのだ。

　おれは両手を提げたまま、相手の様子を窺うかがった。先日、酒場で見たあの技──相手の力を逆用し、魔法の力を加えて弾はじき飛ばす。詠えい唱しように時間がかかる強力な魔法でなくとも、力のかけ方とタイミング次第で強大な威い力りよくを発揮する──だとすれば、うかつに仕し掛かけられたものではない。

「……当然ですが、先日のケンカですべてを見せたわけではないですよ」

　突とつ然ぜん、ソークが言った。そして、その身をわずかに屈かがめ──

「……流走クレーレ……！」

　──風が奔はしった。そして次の瞬しゆん間かん、ソークの身体からだが肉にく薄はくする！

　重心をわずかに浮うかせ前に移すと同時に、精せい霊れい魔法による追い風を受けての突進タツクル──足で地面を蹴けらず、力のタメのないその動きに反応するのはほとんど不可能に近い。交差法カウンターのひざ蹴りさえも間にあわず、まるで瞬間移動のように、ソークはおれの懐へと入り込んでいた。

　ソークが掌てのひらを繰くり出だし、おれの肩かた口ぐちに手をかけた。反射的に、おれは目前の敵に拳こぶしを繰り出し──

「……逆流ヴアーサ！」

　ソークが短く唱え、身体をかわす。逆流した風に弾かれ、おれの身体はその空間へと引き込まれる！

「ぐっ……！」

　前方へと崩くずされた身体が、地面へと叩たたきつけられた。受け身を取りはしたものの、かなりの勢いに息が詰つまる。

「剣グラデイオ！」

　背中からソークの声が鋭く響ひびく。背筋に冷たいものを感じながら、おれはとにかく地面を転がった。




　──バシァァッ!!




　直後、ソークの繰り出した手刀が、地面を抉えぐったのが見えた。ビール瓶びんを切ってみせたあの技──！

「……てぁっ！」

[image: ]

　おれはすばやく身体を起こしながら、水面蹴りでソークの脚あしを払はらった。

「……うぐっ！」

　ソークの身体が仰あお向むけに倒れ込む。おれは立ち上がりざま、すかさずそこへ下段の正せい拳けん突づきを繰り出す！

「……浮泳ナターレ！」

　ソークの身体が、倒れたまま滑すべるように動いた。倒れた姿勢のままおれの拳をかわし、そのままおれの拳をとり、首に足をかけ、地面に引き倒す！

「ぬぐ……ッ!?」

　おれの身体は再び地へと倒され、しかも腕うでがソークの両脚に絡からめ取られていた。

　脚でおれを抑おさえ込んだまま、ソークが上体を起こし、手刀を振ふり上げる。その掌に、魔法の光が輝かがやき──

「くっ！」

　おれはすかさず、左手の一本拳──人差し指の第二関節を突つき出し、突く技──でソークの脚を突く！

「……ぐっ……！」

　腕を絡め取っていた脚が一いつ瞬しゆん、ゆるんだ隙すきに、おれは身体を返し、両の脚でソークの身体を蹴って寝ね技わざを抜け出した。そのまま地面を転がり、立ち上がると、ソークもまた、立ち上がってこちらに向き直っていた。

「すごい……！　これがエルフの闘いなのか!?」

　エンディが驚おどろいて声をあげる。無理もない──この小こ柄がらで美しい優やさ男おとこが、これほど恐おそろしい技の遣つかい手だと、誰が想像するだろうか？

「……エルフは人間よりも魔法界に近い存在です。自然にあふれる精霊力と調和して生きることを望みます」

　ウィルマが言った。

「すごいです……こんなに激しい戦いなのに……あの人の周りで、風の精霊が完全に調和してる……！」

　エルフの血を引くウィルマは、精霊の働きをその身体で感じとっていたのだろう。そして──彼女の驚きよう嘆たんするとおり、それはまさに達人の技。宇宙との調和を目指す合気術の一派の思想を、その身で体現した姿だとさえ言えるかもしれない。




　細身なエルフは、人間と比べても概がいして非力な種族であるという。

　筋力がものをいう近接戦闘には不利なそのエルフたちが、長い歴史の中で編み出した戦闘術。風の魔法を発し、遠えん隔かくから投げつけるのではなく、まるで自らの身に纏まとわせるかのように自在に扱あつかい、相手を制圧する。精霊と共に自然の中に生きる彼らならではの発想。

　理論上、どのような相手でも投げ飛ばし、倒れたところを切り刻むことのできる、この恐るべき武術が──まさかエルフのように温和な種族の間に伝わっていようとは！




「さすが、世に名高き『神の手デイバイン・ハンド』……一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ」

　そう言ってソークは再び構えをとった。左の手を前に突き出し、右の手を腹の前へと置く。おれは前まえ羽ばの構えで応えながら、考えを巡めぐらせた。こちらの技がすべて逸そらされ、投げ飛ばされてしまうのだとすれば──

「……行きます！」

　ソークが仕掛けてきた。踏み込みと共に、繰り出される手刀！　おれはそれを捌さばき、カウンターの蹴りを繰り出す──

「流転フルーオ！」

　繰り出した手刀と、逆の手で大きく円を描えがきながら、ソークが叫さけんだ。瞬間、つむじを巻いて噴ふき上がる風！　おれは繰り出した蹴りごとその風に巻き上げられ、宙へと舞まう！




　──ここだ！




　おれは空中で身体を反転させた。下方では、ソークが手刀を光らせ、構えているのが見えた。空中で無防備になったおれを、「剣グラデイオ」で串くし刺ざしにしようという──だが、空手に無防備という言葉は存在しない！

「てりゃぁぁぁッ！」

　錐きり揉もみ状に巻き上げられた身体、その勢いを利用して身体を捻ひねり、反動をつけ──




　ガキィッ！




　次の瞬間、おれの繰り出した蹴りが弧こを描き──手刀をくぐりぬけ、ソークの肩口へとめり込んでいた。手ごたえあり！

「が……は……ッ！」

　捨て身の蹴り技を叩き込んだおれが地面に落ちるのと同時に、ソークは地面へと倒れ込んだ。

「……胴どう廻まわし月面回転蹴り……エルフ柔術、破れたり！」

　なぜ、最初の突進タツクルのときにあの手刀でおれを突き刺ささなかったのか──それはつまり、風の魔法を使った技は、同時にひとつしか繰り出せないからだ。それは魔法である以上の限界──だから投げ技や抑え技で相手を制してから、手刀で切り刻むことになる。その動作と動作の間にこそ、最大の隙があった──

　おれは立ち上がった。膝ひざが笑っていた──正直、ソークの投げ技はかなり効いた。しかし、ソークのダメージはそれ以上のはずだ、が──

「……まだだ……ッ！」

　ソークが身体を起こす。その目からは闘とう志しがまだ失われていない──！

「もうやめろ！　勝負はあった！」

　エンディが叫んだ。おれは目の前のソークに向かい、言う。

「鎖さ骨こつが折れているはずだ……これ以上の闘いは無意味」

「まだだ……！　まだ……あなたにはまだ、古流ハイエルフ魔ま法ほう柔じゆう術じゆつのすべてを見せていない！」

　動かない右みぎ腕うでをかばいながら、ソークは上体を起こした。そして──

「いくぞ……古流ハイエルフ魔法柔術・奥義『球スフアイラ』……！」

　ソークは足を畳たたんでその場に座り、その手を広げた。




　　　　＊　＊　＊




　奥義『球スフアイラ』──まるで正座をするようにその場に座り込み、ソークは鋭するどい視線でこちらを見み据すえる。

　ただでさえ恐ろしいこの遣い手が、繰り出す古流ハイエルフ魔法柔術の奥義とは──おれは立ち上がり、ソークを見た。背筋を伸のばして地に座り、折れていない方の手を、掌を上に向け軽く横へ広げる──相当なダメージがあるだろうはずが、その呼吸には一いち分ぶの乱れも感じさせない。なんという強きよう靭じんな精神力！

　ソークの緑の眼めには炎ほのおが燃えているかのようだ。おれはその眼に、自分の動きのすべてが見み透すかされているような気さえした。

「……なんだ……？」

　──と、おれは不ふ穏おんな気配に気がつく。

　わずか３ｍほど先に座りこむソークの口元が動いていた。なにかの呪じゆ文もんを唱えているのだ──と、その周囲の空気がざわめいているのにおれは気がついた。そのざわめきは、球状にソークの周囲を包み、そしてそのざわめきの球は徐じよ々じよに広がって──




　──グオォッ！




　そのざわめきが足元へと到とう達たつした瞬間、おれの身体からだは宙に巻き上げられ──そしてそのまま、地面へと叩きつけられる！

「ぐ……ッ!?」

　なにが起こったのかわからなかった。すぐにおれは立ち上がろうとしたが──




　──ヴン！




「……がっ！」

　両の足で地面を踏ふみしめた瞬しゆん間かん、再びおれは投げ飛ばされた。地面に強く叩きつけられ、息が詰まる。まるでタイミングがわからず、受け身さえも取れない。

「風の精霊が……唸うなってる……！」

　ウィルマが言う声が聞こえた。

　そうか──これはつまり、離はなれた距きよ離りで仕し掛かける、風の投げ技──！

　おれはソークを見た。その目は見開かれ、おれを含ふくむ空間すべてを見据えていた。ソークを中心に、半径３ｍに亘わたって広がる風の球──これはソークの手足であると同時に、わずかな動きさえも感じ取る感覚の結界！

　おれがわずかでも身体を動かせば、その動きに呼応して風がおれの体勢を崩し、投げ飛ばす。

　風の魔法の遣い手は空気の揺ゆれを介かいし、離れた場所の音や動きを感じ取ることもできるのだという。奥義『球スフアイラ』とは、感覚魔法としての風の魔法と、古流ハイエルフ古流柔術の技、そして遣い手の極度に研とぎ澄すまされた集中力──それらの粋すいを究めた、まさに必殺の驚嘆すべき奥義！

　おれは再び立とうとした。しかし──

「……ぐっ……！」

　やはり風がおれの手足を掬すくい、身体を空転させられて地に叩たたきつけられた。




　──どうすればいい？

　おれは衝しよう撃げきに詰つまる息をこらえ、地に伏ふしたまま考えた。

　ソークがあそこで技をかけている以上、手刀でとどめを刺されることこそないが──このまま投げられ続ければ、いくらおれの身体でももたないだろう。投げられた瞬間に反はん撃げきをしかけようにも、相手はこちらの攻こう撃げきの届かないところにいる。

　ならば、ソークの精神力が切れるまで、こうして寝ねているか──？

「……無ぶ粋すいだな」

　死力を尽つくし、奥義を仕掛けてくる相手にそれは非礼というものだろう。それに──

「先生……！」

　ウィルマが叫ぶ声が聞こえる。その声の響ひびき──それはきっと、おれを心配する声ではない。

「そうだ……これに燃えなきゃ、武術家じゃねぇよな……！」

　腹の底から湧わきあがる熱いものが、全身に巡るのをおれは感じる。そうだ──おれはこの強敵に、どうしても勝ちたくなっていた！

　おれは倒たおれた体勢から、上体を起こし──そして足を畳んだ。ちょうど、正座の体勢でソークと向かい合う。そして──

「……勝負だ……！」

　おれはその体勢から、静かに立ち上がる。道場での稽けい古こを始めるときのように、まず左足、そして右足。背筋を伸ばしたまま、まっすぐと、立ち上がり──両の足を地に踏みしめる。

「立ち上がっ……た……？」

　エンディの声が聞こえた。おれは全神経を使い、「自然体」に立っていた。




　おれは空手の修行の傍かたわら、柔道も五段を持っているが、本当に強い柔道家はまずその立ち姿が崩くずれない──重心が動いたところを崩すのが柔道や合気道の投げ技だが、重心が動かなければ、投げることはできない──！

　おれはそのまま、足を前に踏み出し、歩き出した。

「球の型どり」──自らを球と捉とらえ、重心をその球の中心におけば、絶対に倒れない。かつての達人が編み出した、単純にして最も困難な柔道の最高到達点。この強敵を破るには──重心を崩さずに動くしか、手はない！




　ゆっくりと、ゆっくりとおれは歩みを進めた。すり足──大地から足を離さず、滑すべらせるように前へと進む。まっすぐに立った自然体のまま、重心を崩さず、まっすぐに、ただ歩く。体の中心から少しでも重心がぶれれば、即そく座ざに投げられてしまう──

　ソークはその目を見開き、おれの一挙手一投足を眺ながめていた。その瞳ひとみからは一切の雑念が感じられず、ただ純じゆん粋すいに技に集中しているのが見て取れる。

　全身で感じる、風の結界──それらがおれに、技を仕掛けようとしているのがわかる。腕を、足を、腰こしを──風が引っ張り、押し、身体を崩そうとする。おれは絶対に倒れまいとしながら歩く。半径３ｍの風の球の中で繰くり広ひろげられる、おれとソークの静かな──そして激しい攻こう防ぼう！　おれはその中をかき分けるように、一歩、一歩、静かに進んだ。２ｍ──１．５ｍ──１ｍ──

　──目の前に、座り込むソークの身体があった。おれは静かに、右腕を伸ばした。あくまでも重心を崩さず、腕だけを、静かに──そして、おれの指先がソークの鎖骨に、かかる──

「……破ぁぁぁッッッッ！」

　──瞬間、おれの指先が摑つかんだソークの鎖骨を捻ひねり──その鎖骨が、音を立て砕くだける！

　空手のもっとも恐おそろしい武器とはなにか──それは突つきでも、蹴けりでもない。石を砕く正せい拳けん、木を貫つらぬく貫ぬき手て──それらを可能にする、鍛きたえ抜ぬかれた「指先」──それこそが、生身の身体を凶きよう器きと化す空手の真しん髄ずい！

「……が……あ……ッ」

　ソークが白目を剝むき、倒れ込んだ。

　両の鎖骨を砕かれては、もはや闘たたかいを続けることはできまい──周囲に広がっていた風の球が、ふっと消えたのがわかった。

「……勝った……！」

　おれは残心を取ることもせず、その場に座り込んでしまった。

　強かった──なんという恐ろしい技の冴さえ、なんという恐ろしい精神力。エルフは長ちよう寿じゆだというが──その人生を武術の研けん鑚さんにつぎ込めば、これほどの遣つかい手が生まれるということか。

「先生！」

　エンディとウィルマが駆かけ寄よってきた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「おれよりもその男を」

　おれがそう言うと、エンディは頷うなずいてソークを助け起こした。そこへウィルマが跪ひざまずき、掌てのひらを添そえる。

「……治癒魔法ヒール」

　ウィルマの手から魔法の光が漏もれ、エルフの細い両りよう肩かたにあてられる。ソークの目が、開いた。

「まだ動かないで……ゆっくりと、呼吸を整えて」

　ウィルマがソークに向かい、言う。

「治療魔法ヒール……聖光魔ま法ほうは不ふ浄じようや歪ゆがみを清め、その存在をあるべき状態へと整えます。折れた鎖骨はすぐには治らないけど、痛みを和らげ、体力を回復させてくれますから……落ち着いて、身体をこの光に委ねて……」

　ウィルマの声を、ソークはうつろな目で聞いていた。おれは身体を起こし、ソークの前に胡坐あぐらをかいて座る格好になった。

「……なぜだ？」

　おれが問いかけたのを、ウィルマが不思議そうな目で見た。しかし、当のソークには意味がわかっているようだった。

　それはつまり──なぜ遠距離からの攻撃魔法や、撹かく乱らん用の魔法を使わなかったのか。

「ソークさん……あんたほどの遣い手なら、普ふ通つうの魔法だってできるんだろう。魔法柔じゆう術じゆつは本来、武器や魔法と組み合わせることで真価を発揮するのではないか？」

「……それは……」




　──ガサッ




　その時、物音がして──姿を現したものがあった。

「……おらのせいだ」

「……ガフ……」

　森の中から、ひとりの小鬼ゴブリンが姿を現した。その手には長い筒つつ状じようの──あれはおそらく、吹ふき矢や。

「親分ボスが、あいつは多分正面から戦うだろうって……それで、戦ってる最中に、背後から毒矢を打ち込めって。それがわかってたから、ソークの兄貴は接近戦を仕掛けて、それができないように……」

　おれはソークを見た。

「まさか、あんた……」

「そんなんじゃない。勝ち方にこだわりたかっただけさ。それに……どうせ僕もまとめて殺すように言われたんじゃないか、ガフ？」

「……兄貴……もうやめよう。組織を抜けよう。おらもう……」

　ガフと呼ばれた小鬼ゴブリンは、吹き矢を投げ捨ててソークにすがった。

「猪鬼同胞団オーク・マフイア……だな？」

　エンディの言葉に、ガフが唇くちびるを嚙かみしめ、絞しぼり出だすように言った。

「ソークの兄貴は……兄貴の里は組織の勢力下で、里のエルフたちを人質に取られて、兄貴は組織の仕事を……」

「そんな、それじゃ……」

　ガフの話に、ウィルマが息を吞のむ。彼女にとっては他人ひと事ごとではない話なのだ──

「……やめろ、ガフ」

　ソークはその話を遮さえぎり、こちらに向き直った。

「確かに僕は、同胞団マフイアの刺し客かくとしてあなたの命を狙ねらいに来ました。ですが……あなたとの闘いに、噓うそはなかった。僕の完敗です」

「……あんたが本気なら、わからなかった」

　ソークは首を振ふった。

「本気でしたとも。本気でやって負けた。それで充じゆう分ぶんじゃないですか？」

「……怪け我がが治ったら、また手合わせをお願いしたいな」

「次もきっとあなたが勝ちますよ。だけど……」

　ソークは笑った。朗らかな笑顔だった。

「……再戦はぜひ。あなたとの勝負……とても、楽しかったから」

　ガフがソークを助け起こした。

「だけどよう、兄貴……親分ボスは兄貴を……」

「……」

　ソークは黙だまっていた。おれのことを始末するという命令に、失敗した刺客。それはつまり──

　おれは顔を上げ、言った。

「エンディさん、どうやら行くところができたようだな」

「……そう言うと思ったよ」

　エンディは眉まゆを寄せて頭を搔かいたが、その口元は笑っていた。

「ウィルマ、２人を頼たのむ」

　頷くウィルマ。そしておれは立ち上がり、エンディと共に歩き出した。








４．空手vsリザードマン蹴脚術






　亜あ人じん街──サビニアの街の外がい郭かく、東南部分を占しめる旧市街の一角、粗そ末まつな家と路地とが連なる街。薄うす暗ぐらく雑然とした街の中に、亜人種デミ・ヒユーマンたちが身を寄せ合うようにして暮らしている。他の街から逃のがれてきた人間の犯罪者や難民も多く流れ込んでいるという。

　その街の真ん中に、突とつ然ぜん現れる大きな敷しき地ちの館。その館の前に、おれとエンディは立った。

「なんだテメェ、人間がこんなとこに……」

　門の前にいた猪鬼オークのひとりが、おれたちを目にしてそう凄すごみかけて──そして瞬しゆん時じにその顔色を変える。

「……お、お前は……！」

「ここの親玉に用がある。中に入れてもらえないか」

「くっ……だ、誰だれがお前を通すか……ッ！」

　そう言いながら、猪鬼オークの腰はすでに引けている。周りには他の猪鬼オークも集まり、緊きん迫ぱく感かんは高まるものの、遠巻きにするだけで仕し掛かけてこようとはしない。おれは周囲を見み渡わたし、声を張り上げた。

「怪我をしたくなければ、無理はしないことだ！　さぁ、取り次いでもらおう、『神の手デイバイン・ハンド』が会いに来た、とな！」

　横でエンディが含ふくみ笑わらいをしている。

「その異名、面おも映はゆいって言ってなかったか？」

「使えるものは使う。それも武道の範はん疇ちゆうだ」

「なるほど、憶おぼえておこう」

　──と、不意に門の向こう側で、猪鬼オークたちの囲みが割れる。

「親分ボスの客人なら丁重にもてなさねばならないね。入れておやり」

　現れたのは、猪鬼オークの女──人間よりも大きく、骨太な身体からだつき。鋭するどい目と鷲わし鼻ばなに長い手足を持った、緑色の肌はだの女だ。

「あたしはグラズェ。ようこそ『神の手デイバイン・ハンド』、我らが同胞団の館へ」

　門が開き、おれたちは中に招き入れられた。

「……随ずい分ぶんあっさりと招き入れるんだな」

　門の中は広い中庭のようになっており、おれたちの周りを猪鬼オークが遠巻きにしている。

　グラズェと名乗った女猪鬼オークは、その中庭の真ん中でおれたちを迎むかえた。

「別に構わないさ。こちらにあんたの来訪を断る理由はないからねぇ。ただ……」

　おれたちの後方で門が閉まる音がした。そして──




　──ガルルッ！




　なにかの吼ほえるような声。猪鬼オークの囲みの後ろ、左右から現れた巨きよ大だいな──

「双頭魔犬オルトロス……！　しかも２匹ひき……」

　エンディが呟つぶやいた。高さだけでも２ｍ近くある、巨大な犬、しかも頭が二つに、尻尾しつぽは蛇へび──白いのと黒いのが、左右から１匹ぴきずつ。

「この館では猛もう獣じゆうを飼っていてねぇ……たまに客人に嚙みつくのさ。充分気をつけておくれよ」

　グラズェは手に笏杖セプターを持っていた。なるほど、つまりこの女は魔獣使い──

　魔犬が、再び吼えた。グラズェの笏杖セプターが光る。白と黒の双頭魔犬オルトロスが、おれとエンディに向かって同時に跳とびかかる！

「……くっ！」

　おれは横へ跳び、白い魔犬の突とつ進しんをかわす。エンディは地を転がり、黒い魔犬を避さけていた。

　──と、跳び退すさったおれに、白い魔犬の爪つめが襲おそいかかる！　着地から一瞬後の反転、攻こう撃げき──獣けものならではのこの強きよう靭じんな敏びん捷しよう性せい！　おれは身を屈かがめ、その一撃を避けた。

「……ふん！」

　おれは魔犬の鼻っ面に蹴けりを一撃入れ、反動で後方へ跳んだ。

　犬──人間にとっては身近な動物だが、その戦せん闘とう力りよくは高い。敏捷性に優れて鋭い牙きばと爪を持ち、相手を見極めるだけの頭脳さえも兼かね備そなえる。ましてや、こいつは頭が二つのまさにバケモノ──その恐おそろしさは生半可なモンスターの比ではない！

　だが、付け入る隙すきはあるはずだ。おれは受け身を取って素早く身体を起こし、構えを取り──




　──バァン！




　その時、立ち上がったおれを、光の弾たまが襲った！

「……がっ……!?」

　弾はじける衝しよう撃げきが、４発。小規模な爆ばく発はつのような打撃に、おれは踏鞴たたらを踏ふんだ。そこへ──




　──ガァァッ!!




　飛びかかってくる双頭魔犬オルトロス！

「ぐッ……！」

　魔ま犬けんにのしかかられ、おれは地に背中をつけた。左右から双そう頭とうの牙がおれに向かうのを、手足で必死に遠ざける。

「魔獣をけしかけるだけなら、魔獣使いとは言わないねぇ……」

　グラズェが笏杖セプターを構えてこちらに向いていた。つまり、先ほどの光の弾は、この女が放った攻撃魔法か──

「あっちの嬢じようちゃんはともかく……あんたは確実に殺やらせてもらうよ！」

　グラズェがなにごとか唱え始め、笏杖セプターに光が宿った。

「……ぬん！」

　おれは双頭魔犬オルトロスの下から、前蹴りで蹴り上げる！　おれの蹴りは、魔犬の腹──犬の身体でも柔やわらかい部位のひとつ──に深々と突つき刺ささり、魔犬は怯ひるんで横よこ倒だおしに倒たおれた。

　そして生まれた隙間から地面を転がり、おれは立ち上がる。そこへ──

「魔導弾マジツクミサイル！」

　グラズェの手元から、放たれた光の弾が、４発。弧こを描えがいておれに襲いかかる！

　相手へと喰くらいつく光の衝撃──たとえかわそうとしても、確実に標的へと突き刺さる魔法の弾だん丸がん。先ほど身を以もつて味わった経験から言えば、それは「衝撃」そのものを固めたようなもの。だとすれば──




「……ぬぅぅん！」

　──ガガガガッ！




　中段、上段、下段、そしてまた中段──魔法弾の連撃を、おれは空手の「受け」で捌さばき切る。その正体が「衝撃」である以上、腕うでを返して衝撃を受け流す空手の受け技なら──受けるのにまったく問題はない！

　体勢を崩くずさず、魔導弾マジツクミサイルを受け切ったおれは、そのまま双頭魔犬オルトロスへと向き直る。腹を蹴られて横転した魔犬は身体を起こしたところで、こちらに脇わきを見せていた──今だ！

「ちぇぁぁーっ！」

　おれは地面を蹴り、跳んだ。低空を水平に跳び、一気に距きよ離りを詰つめての跳び横蹴りが──魔犬の後ろ脚を横から砕くだく！




　──おれは修行の中で、動物の動きも随分と研究してきた。特に犬の戦闘力には学ぶところが多い。

　犬は強靭な後ろ脚の脚きやく力りよくを起点とし、すべての動作を行う。その犬にとって、後ろ脚はまさに生命線──そこを破は壊かいすれば、犬は戦闘能力を失う。たとえ双頭の魔獣とて──その例外ではない！




　──クゥーン




　魔獣とも思えぬ悲鳴をあげ、双頭魔犬オルトロスは倒れた。意識はあるが、立ち上がれない。すでに戦意を喪そう失しつしているだろう。勝負はあった。

　おれはもう１匹の黒い魔犬の方を見た。エンディがその剣けんを、片方の頭の口の中に深々と突き刺しているのが見えた。おお、善戦している。

　もう片方の口に嚙かみつかれそうになったエンディは、剣を手放して転がり、それをかわした。柔じゆう軟なんないい対応だ。あの堅かた物ぶつの女騎き士しも、だんだんと動きがよくなってきているようだ──おれは、そちらへと駆かける。

「エンディさん、剣を！　後ろ脚を狙ねらえ！」

　そう声をかけながら、おれは跳んだ。もう片方の首の根元へと、馬乗りになる。

「たぁぁッ！」

　おれはそこから、魔犬の眉み間けんへと渾こん身しんの猿えん臂ぴ──肘ひじ打うちを叩たたき込む！

　ぐらつく魔犬、その時、背後から尻尾の蛇がおれに襲いかかった──

「……てりゃぁッ！」

　──と、剣を取とり戻もどしたエンディが裂れつ帛ぱくの気合と共に、魔犬の後ろ脚を切きり裂さく！

　魔犬は悲鳴をあげ、尻尾の蛇も力を失い──ついに、地にその身体を伏ふせた。

　おれは魔獣の上から飛び降りて立った。その横でエンディが、剣をグラズェに向けている。

「……まだやるかい？　魔獣使いのお姉さん」

「くっ……！」

　グラズェは後ずさりをしながら、周りを見まわす。

「こ、殺せ！　こいつらを殺せ！」

　周りを取り囲んでいた猪鬼オークたちが武器を構える。その数はざっと、30人。

「……結局こうなるんだな」

　エンディがぼやきながら、剣を構え直す。

「構いやしないさ。なにしろ今日はケンカを売りに来た方だ」

　おれは組手立ちに構え、声を張り上げる。

「さあ、ぶっ壊こわされたい奴やつから前に出ろ！　骨の１本や２本ではすまないがな！」

　猪鬼オークたちは怯ひるみ、息を吞のんだ。




　　　　＊　＊　＊




「ふんっ！」




　──ドッッ！　ゴッ！




　襲いかかる猪鬼オークへ、鳩尾みぞおちへの前蹴り。そのまま蹴り足を返して後方のひとりを蹴り飛ばす。隣となりではエンディが、数合の剣けん戟げきの末に相手の武器を叩き落としていた。

　構えをとり、周囲を睨にらみつける。もうすでに半分ほどその人数を減らしていた猪鬼オークたちは気け圧おされてなかなか襲ってこない。

「……来ないのなら、通してもらうぞ！」

　おれはそう叫さけびながら、中庭を館の方へと向かった。猪鬼オークたちは遠巻きのままついてくるが、おれたちは半ばそれを無視して館の入り口まで辿たどりつく。




　──バン！




　両開きの大きな扉とびらを、おれは勢いよく開けた。

「……！」

　そこは、広間ホールのような広い空間──そしてそこに漂ただようただならぬ殺気。部屋の真ん中に、おれたちを待つように立っている、その殺気の持ち主──

「蜥蜴鬼人リザードマン……？」

　緑色の鱗うろこに覆おおわれ、わずかに前ぜん傾けいになった立ち姿。頭から首、そして太く長い尻尾の先まで、しっかりと引ひき締しまったその体たい軀く。２ｍほどの爬は虫ちゆう類るいが立ちあがったような姿の蜥蜴鬼人リザードマン──両手に籠手剣ジヤマダハルを携たずさえ、その小さな目がこちらを射い抜ぬいた。

「用心棒その２、ってとこか……」

　おれはその蜥蜴鬼人リザードマンの前へと進み出る。

「エンディさん、後ろは頼たのむ」

「わかった……気をつけろ、蜥蜴鬼人リザードマンは竜ドラゴンの血を引くと言われる強力な種族だ。亜人種デミ・ヒユーマンというより魔神に近い」

「……ああ、確かに強そうだ」

　おれは足を肩かた幅はばに開き、ゆっくりと呼吸をしながら両の掌てのひらを前に出し──目の前の相手に問う。

「名前は……？」

「……ギオ・ゴーチャ。『砕キ進ム者』トイウイミ」

　用心棒の蜥蜴鬼人リザードマン──ギオ・ゴーチャは足を引き、両手の籠手剣ジヤマダハルをこちらに向けた。

「オマエ、ツヨイ。オレ、モット、ツヨイ」

「……試してみるかね……ッ！」

　おれは踏み込み、仕し掛かける──！

　前に構えた手での順突き、ギオはそれを横に避さけ、左の剣を横に薙なぐ！　頭を沈しずめてそれをかわしたおれの、頭上から逆の手の剣による斬ざん撃げき！　おれは踏み込みながら、上段受けで剣を持つ手を受けた。そしてそこから下段の廻まわし蹴げりを飛ばし、ギオの太ふと股ももを狙う──いわゆるロー・キック！




　──ガキィッ！




　ギオが片足を上げ、おれの蹴りをその脛すねでブロック、そこへすかさず返される籠手剣ジヤマダハルでの突き！　おれは身体からだを開いてそれをかわす！

　跳とび退すさって距離を取り、構え直しておれは敵を見た。

　──あの両の籠手剣ジヤマダハルによる攻こう撃げき──ただでさえ長い手足の間合いを籠手剣ジヤマダハルがさらに広げており、思った以上に懐ふところが深い。

　あれをくぐりぬけて打撃を当てるのは、なかなかに骨が折れるかもしれない。それに、先ほどおれの蹴りを防いだあの動きは──

　ギオが一いつ瞬しゆん、身を沈め、前へと出た。左の剣で繰くり出だされる突きを、おれは下がりながらかわす。そこへ追撃の、右の剣による突き──それを前に出ながら左の「掛かけ受け」で捌く！

　目の前にはがら空きになったギオの腹、そこへ向かい、おれは踏ふみ込もうとする──




　──ドウッ！




　衝しよう撃げきが飛んで来た。

　ギオの繰り出した蹴りが、踏み込もうとしたおれを横から捉とらえていた。

　──やはり。

　先ほど下段の蹴りをブロックしたあの動きは、蹴り技に慣れている格かく闘とう者しやのもの。この蜥蜴鬼人リザードマンの使う流りゆう儀ぎには、蹴り技が存在する──！

　蹴りの警けい戒かいをしていたおれは、すんでのところでガードを固め、その蹴りを防いだ──が、本当に恐おそろしいのはこの後だった！




　──ガゴォッ!!




　次の瞬間、おれは顎あごを蹴り上げられ、身体を宙に浮うかせていた。

「……が、はぁ……ッ！」

　蹴りをまともに喰らい、おれは広間ホールの床ゆかに仰あお向むけに転がる。

　──なにが起きた？　先ほど、蹴りは防ぼう御ぎよしたはずだ。なぜもう一発、蹴りが来る？　しかも下から？

　数瞬、混乱する思考──そしてその後、闘たたかいの途と中ちゆうであることを思い出し、おれは跳はね起おきる。

　そして見たギオ・ゴーチャの姿勢──蜥蜴鬼人リザードマンの闘とう士しは、その太い尻尾しつぽで身体を支えて立ち、両の足を浮かせていたのだ！

「あれはもしや、蜥蜴鬼人リザードマン・蹴脚術サバツト……!?　まさか、実在したのか……！」

　エンディが声をあげた。

　ギオはその場で足を降ろし、構え直す。

「なるほど……種族が違ちがえば、格闘術も違うというわけだな……」

　改めて、おれはここが異世界であることを思い出した。

　尻尾のある蜥蜴鬼人リザードマンならではの格闘術──エルフにいわゆる柔じゆう術じゆつが存在したことにも驚おどろきがあったが、ならば蜥蜴鬼人リザードマンに独自の格闘術があっても、なんら不思議はない。

　両の手に籠手剣ジヤマダハル、そして強きよう靭じんな下半身による蹴り。鱗に覆われ、硬かたい甲こう皮ひによる蹴りは、空手やキックボクシングのそれともまったく異なる。尻尾で身体を支えての両の蹴り、それと間合いを揃そろえた両の剣とあわせ、まるで４本の腕うでによるかのような猛もう攻こう──現実世界ではまず出会えない技に、おれは感動さえ覚えていた。

「感心してる場合じゃないな……！」

　おれは前まえ羽ばの構えをとりなおした。そこへギオが再び、両の籠手剣ジヤマダハルを突つき出して攻撃を仕掛けてくる！

「くっ……！」

　おれはその攻撃を捌さばき、かわす。そしてその合間に挟はさまれる蹴りによる打撃を防ぐ──まるで２人を同時に相手にしているようだ。攻撃を合わせ、交差法カウンターを取る隙すきさえない。

　ただでさえ長い手足による深い懐が、余計に遠く感じられる。しかし──ならば、どうするか──




　──ガッ！




　ギオの蹴りを、おれは腕で受けた──と、一瞬、ギオの表情が歪ゆがむ。

　続いて、逆の脚での蹴り──そこへおれは、受けを合わせ──




　──ガキッ！




　鈍にぶい音が鳴る。ギオの蹴りと、おれの拳とがぶつかった音だ。

　相手の攻撃に対し、受けると同時に肘ひじ、膝ひざ、拳、または手刀などを合わせ、相手の手足を破は壊かいする──関節の継つぎ目めなどに打撃を合わせれば、相手の攻撃が強いほど、相手へダメージが返る！

　ギオは思わぬ脚へのダメージに、一瞬ひるんだが──すぐに籠手剣ジヤマダハルでの攻撃を繰り出してきた──そう、この一瞬の隙を待っていたのだ！

「……でぇりゃっ！」

　剣を握にぎるその手首──その内側の急所に叩たたき込む一本拳！

「……グォッ!?」

　指の第一関節を突き出し、面でなく点を突く。それによる手首の急所突きは握あく力りよくを失わせる。ギオの手から籠手剣ジヤマダハルが弾はじき飛ばされ、床に落ちた──！

「……はあぁぁッ！」

　すかさず、おれはその場で身体をコマのように回転させる。相手の懐の内側で反転させた身体から、まっすぐ上へと繰り出された後ろ蹴りが、ギオの顎を捉えた──！




　──ドゥン！




　ギオの身体が浮き、そして地に倒たおれ込む。おれは足を降ろし、残心を取った。だが──

「……！　やはり立つか……！」

　緑の鱗に覆われた身体が、ゆっくりと起き上がった。大してダメージを受けてもいないように見える。

　先ほどの上段後ろ蹴りの感かん触しよく──蜥蜴鬼人リザードマンの首は、胴どう体たいからほとんど同じ太さで長く伸のび、前へと突き出ている。首の強さ、柔やわらかさが人間とはまるで違うのだ。

　先ほどの蹴りの手ごたえはまるで、空中にぶら下げられたタイヤを蹴ったようだった。人間ならば脳のう震しん盪とうを起こすところだが、ほとんど効果がない。つくづく、恐ろしい相手だ──

　立ちあがったギオは首を鳴らし──そして、籠手剣ジヤマダハルを地に捨てた。

「……ヤルナ、ニンゲン……」

「あんたこそな、リザードマン！」

　表情の読めない小さな目の奥で、ギオは少し、笑ったように見えた。




　　　　＊　＊　＊




　間合いを取りながら、おれたちは睨にらみあう。

　入り口の方では、エンディと睨みあっていたはずの猪鬼オークたちさえも、こちらの闘いを見守っているようだ。

　無理もない──ただでさえ存在の珍めずらしい蜥蜴鬼人リザードマンの使う、幻まぼろしの武術・蜥蜴鬼人リザードマン・蹴脚術サバツト。同じ同胞団マフイアの猪鬼オークたちでさえ、その技を見たことはほとんどなかったのだろう。

　モンスターと対たい峙じするのとは違う、遣つかい手同士の濃のう密みつな空気──先のエルフ柔術の達人・ソークもそうだったが、これほどの相手との、これほど濃密な「組手」──暴力の世界に身を置く彼ら猪鬼オークが、この空気から目を逸そらせようはずもない！

「……ユクゾ！」

　ギオはそう短く叫さけんだ──と、同時に前ぜん傾けいの姿勢から、低い体勢で踏み込んで来る！




　──ガキィッ！




　そして下からすり上げるように繰り出される強きよう烈れつな蹴り！　脇わきを締しめてそれを受け止めたおれに、逆側からさらに蹴り！

「ぐッ!!」

　受け止めた腕が痺しびれる。

　尻尾のお陰かげで体勢が崩くずれることを気にせずに放たれる蹴けりの威い力りよくは絶大だった。おれは身体を浮かせてその威力を殺したが、そのお陰で２、３ｍも吹ふきとばされる。

　両手の武器と組み合わせての連撃では勝ち目がないと考えたのだろう、ギオは一いち撃げきの威力を上げるスタイルに切きり替かえたようだ。そしてそれは、恐るべき選せん択たくだと言えた。

「キエエエエーッ！」

　着地したおれに、ギオが追撃を仕し掛かける。気合いと共に跳んで身体を反転させ、尻尾でさらに反動をつけた、高角度の跳び後ろ廻まわし蹴り──！




　──ゴガァッッ!!!!




　身をかがめてその蹴りをかわしたおれの背後で、館の柱が、砕くだけた──！

「……とんでもねぇな、おい」

　おれは間合いを取り、その柱を見た。太い丸太づくりの柱が、中ほどからへし折れて周りの壁かべごと砕けている。

　全身がバネのようにしなやかで強靭な蜥蜴鬼人リザードマンの、全身を使った跳び蹴り技──なんと呆あきれるほどの破壊力とスピード！

「あの蹴りを破らねば、おれに勝ち目はないか……！」

　まるで、暴れ狂くるう竜たつ巻まきと闘っているかのようだ。まさに全身が凶きよう器き。あのしなやかなバネ、あの強靭な鱗うろこ、あの尻尾。正直に言って、羨うらやましいくらいだ。空手にも尻尾があれば、違った技があっただろう、と思う。

「……フン！」

　ギオが再び、身体からだを躍おどらせる。

　暴風のような蹴りがおれに襲おそいかかった。跳とび退すさってかわすが、これが間断なく襲ってくるのだからたまらない！

「大した技だぜ、ギオ・ゴーチャ！　だが……！」

　２本の脚を自在に使った蹴りの嵐あらし──だが、所しよ詮せんは２本の脚での攻撃──！

　おれは地面を蹴り、跳んだ。ギオもまた大地を蹴って身体を浮かせ、その両の脚を大きく躍らせる！

「てりゃあぁぁーッ！」

「キイヤァァァーッ！」

　気合いが交こう錯さくした。

　ギオが全身のバネを使い、繰くり出だした高角度の跳び後ろ廻し蹴り──それとおれの跳び廻し蹴りが、ぶつかった──互ご角かく！

　そしてすかさず、ギオはもう一方の脚での蹴り！　それに対しておれもまた、空中で蹴りをもう一発！　そして──




「ちぇやぁぁぁッ！！！」

　──ズドォッ！！！




　三発目の蹴りが、ギオに突き刺ささる！

　交差法カウンターとなった蹴りをまともに喰くらい──ギオの身体は空中で捻ねじれ床ゆかへと落ちた。




「……これぞ必殺・虚こ空くう三段蹴り！」




　空中での三段蹴り──おれが長年の修行の末に編み出し、数々の強敵を打ち倒してきた、これぞまさに必殺の技！

　両の脚あしで二発までは蹴りを受けても、三発目は無防備に喰らうことになる。如い何かに強靭な蜥蜴鬼人リザードマンといえど、これで立っていられるはずがない。

　おれは残心を崩さず、倒れているギオに向かった。驚おどろいたことに、ギオはまだ起き上がろうとしていた。呆れたタフさだ。

「……おれの勝ちだ、ギオ・ゴーチャ」

「……」

　油断なく構えたまま、そう声をかけたおれを見て、ギオはようやく観念したようだった。

　おれは後ろを振ふり返かえった。

「さて……もてなしは嬉うれしいんだが、いい加減に取り次いでもらえんかね」

　遠巻きにおれとギオの闘たたかいを見ていた猪鬼オークたちは、身構えつつどよめいた。おれは言葉を継ぐ。

「おれはこの同胞団のボスと話をつけたいだけだ。さぁ、呼んでくれ！」

　おれは声を張り上げた──

「……!?」

　──と、何者かの気配を感じ、おれは振り返る。そこにはいつの間にか、小こ柄がらな女が立っていた。

「うふふ……強いのね、お兄ちゃん」

　いつの間に、こんなに近くに現れたのか──おれは鳥とり肌はだが立った。

　その女──まるで少女のように小柄で、わずかに尖とがった耳を持った小妖人パルヴリング──は、身体の後ろで手を組み、微笑ほほえみを浮うかべていた。

「あたしはペルム。親分ボスのところに案内するよ……ついてきて」

　小妖人パルヴリングの女、ペルム。おれはその佇たたずまいに不気味さを感じていた。ギオとの闘いに夢中だったとはいえ──こんなに近くに現れるまで、気がつかないなんて──

　後ろから、エンディが声をかけてくる。

「罠わなかもしれん……気をつけろよ」

「ああ……わかっている」

　おれは頷うなずき、ペルムを見た。小妖人パルヴリングの女はその口元に、顔に似合わぬ妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「今さらなに言ってるの？　あたしたちはお兄ちゃんに死んでほしいんだよ……わかってて来たんでしょ？」

「それもそうだ……では、案内していただこう」

「ふふ……それじゃ、こっちへ」

　女が先に立って歩き始め、おれとエンディはその後を追った。








５．武力と暴力






　広間から階段を上がり、館の２階。

　大き目の扉とびらの前に、小妖人パルヴリングの女はおれたちを導いた。

「どうぞ……」

　女はそう言って扉を開け、中に入った。おれとエンディはその後に続いて扉をくぐる。今のところ、罠の気配はないが──

　広い部屋の真ん中に、大きな椅い子す。そこに座っている緑色の巨きよ体たい──いつぞやの決けつ闘とうの際にも見かけた大猪鬼オーク・ロード。部屋の中には他の猪鬼オークも数人。

「囲まれないようにな」

　エンディが囁ささやく。おれは頷き、猪鬼オークたちの位置を確認しながら部屋の中へ歩み入る。

「お前か」

　大猪鬼オーク・ロードが口を開く。

「うちの子分どもを、随ずい分ぶんと可愛かわいがってくれたなぁ、オイぃ」

　エンディがおれの横から一歩、前に進み出る。

「大猪鬼オーク・ロード・ガルディオフ……久しぶりだな」

「……誰だれかと思えばエンディ・コーカシスか。てめぇも散々、オレたちの邪じや魔まぁしてくれやがってよぅ」

「黙だまれ！　悪事を働いているのはお前たちだろう！」

　大猪鬼オーク・ロード──ガルディオフはその大きな目をじろりとこちらに向けた。

「悪事、だと……？　随分勝手な言い草じゃねぇか、人間よぉ」

「なに……？」

「てめぇら人間がオレらになにをした。土地を追われ、仕事を奪うばわれ、オレら猪鬼オークは生きるのに精せいいっぱいだったんだ」

「それは……ッ」

「魔導大戦」では、猪鬼オークの国が魔王の側につき、王国と敵対したという。戦争が終結した後、猪鬼オークたちはそれを口実にした人間たちに村を焼かれ、土地を奪われて都市へと流れ込み、スラムを形成した──この世界で暮らすうちに、おれにもそうした事情がだんだんとわかってきていた。

「真っ当に生活しようにも、亜人間デミ・ヒユーマンは街の中へすら入れねぇ。ならばどんなことでもやらにゃいけねぇのさ……生きるためになぁ！　そういう連中が自然と集まったのがこの同どう胞ほう団だんよ！」

「……それが悪事の言い訳には……」

「わかってねぇんだな、騎き士しさんよぉ」

　壁かべ際ぎわに立っていた猪鬼オークが口を挟はさむ。

「オレたちが生きるためにやってることが、おめぇら人間にとっちゃ迷めい惑わくだって言うんならよぉ、それは……オレらとおめぇらの戦争なんじゃねぇのかぃ？」

「……戦争……」

　猪鬼オークたちの目は本気だ。

　エンディは唇くちびるを嚙かみしめていた。彼女とて冒ぼう険けん者しやだ。この矛む盾じゆんには気がついてもいる。しかし、一いつ介かいの騎士であるエンディにどうにかできるほど、単純な問題ではないのだ。

　おれはガルディオフに向かい、口を開いた。

「……ソークたちのようなエルフの村を支配し、脅おどしをかけるのも生きるためか」

「ああん？」

　ガルディオフが睨にらみ返すのを、おれはまっすぐに見返す。

「自分たちより弱い者を虐しいたげ、暴力で支配し搾さく取しゆする……それはお前たちの嫌きらいな人間のやっていることと、変わらないのではないか？」

「……そうだ。それのなにが悪い？」

　ガルディオフは肘ひじを膝ひざにかけ、身を乗り出す。

「おめぇら人間はやたらと理り屈くつをつけたがるが……強つえぇ奴やつが弱よえぇ奴から奪うってのが、世界のもっとも自然な姿だろうがよ。自分が奪われないために、強くなる。仲間を集める。力を集める！　それが生きるってぇこった。違ちがうかぁ!?」

「……」

「……なぁ、『その手の者ザ・ハンド』よ。あんたぁスゴ腕うでだ。その力についちゃ、オレぁ一目おいてんだぜ……あんたのその、カラテ、だったかぁ？」

　ガルディオフはおれの目をまっすぐに見み据すえた。強い眼めだった。

「自分の生きたいように生きるための力。力がなければ、誰かの踏ふみ台だいにされる。だから戦う。そのための力……おめぇのカラテも、そのためのものじゃぁねぇのかよ？」

　おれはガルディオフを見返した。




　──この男もまた、闘っているのだ。




　ギオやグラズェ、それにこの周りの猪鬼オークたち。これほどの強つわ者ものたちを従える器。この男もまた、その「力」でこの世界を生き抜ぬいているのだ。

　おれは口を開いた。

「……あんたの言いたいことはよくわかった。ある程度理解もする。だが、おれにはおれの事情があるし、人間の方にも事情がある」

　ガルディオフが片かた眉まゆを動かした。おれは言葉を継つぐ。

「お前たちがおれの命を狙ねらうのは別に構わん。しかし、他の者を巻き込むのはやめろ。ソークと、エルフの村から手を引け」

「……聞けると思うか？　そんな身勝手な要求が」

「身勝手はお互たがい様さまだろう。吞のめないと言うのなら」

　おれはガルディオフを見据えた。

「……最後までやるかね？」

　数すう瞬しゆん、おれとガルディオフの視線が交こう錯さくした。




　──己の意を通すための力。相手を屈くつ服ぷくさせることで、意のままにする力。

　ガルディオフの言うことはある面では正しい。この世界では、力のない者は常に力ある者に踏みにじられている。猪鬼オークたちだけではない。人間同士の間でもそうだ。いや、それはこの世界だけでなく、おれが元いた現実の世界でも同じこと──

　猪鬼同胞団オーク・マフイアのような存在は、敵対する立場からは悪あく辣らつな犯罪集団だが、その中にいるものたちにとっては外敵から身を守るための共同体であり、生活の拠より所どころである。それはいわば、国の中に存在する、もうひとつの国。

　ルールの違う相手──それと渡わたり合うための暴力装置。そのための力──

「……まぁいい。それで手打ちにしてやってもいいぜ」

　ガルディオフがふっと力を抜き、身体からだを背もたれに預けながら言った。

「だが、条件がある」

「条件だと……!?」

　エンディが横からそれに反応する。

「一体なんだ？　金か？」

「てめぇらから毟むしり取ったところで、大した金にはならねぇだろうが」

　ガルディオフは身を乗り出し、その太い顎あごを歪ゆがませてニヤリと笑う。

「例えば……この館から生きて出られたら、ってなぁ、どうだ？」

　──その時、おれは気がついた。

　あの女──おれたちをこの部屋へと導いた小妖人パルヴリングの女・ペルムが──いつの間にか、ガルディオフの傍かたわらに立っている──！

「……逃にげろエンディさん！」

　おれはそう叫さけび、入ってきた扉の方へ退さがろうとした──その時、ペルムがその手に持った球のようなものを、おれたちの足元に放った──！




　──カッ！




　球が弾はじけ、閃せん光こうが走る！

　やられた──！　閃光を目に叩たたき込まれ、おれの視界は塞ふさがれた。




　　　　＊　＊　＊




　ペルムの放った光を放つ球──いわゆる閃光爆弾フラツシユ・バンのようなもの。おれは閉ざされた視界の中で逡しゆん巡じゆんする。

　正面には女小妖人パルヴリングと大猪鬼オーク・ロードのガルディオフ、そして周囲に側近の猪鬼オークたち──視力を失って切り抜けられる状じよう況きようではない！

「くっ……！」

　おれは咄とつ嗟さにその場で反転する。そして、大体の見当をつけた方向へと、思い切り──




　──ダァン！




　入ってきた部屋の入り口のドアを、おれは体当たりでぶち抜いた。転がるように廊ろう下かへと出る。まずはこの場から退ひかなくては──！　しかし、こうなにも見えなくては──

「……こっちだ！」

　と、おれの肩かたに手が置かれ、おれの身体が引っ張られる。

「エンディさん！　あんた、無事なのか！」

「あの手の相手とは前にやりあったことがある。咄嗟に顔を背けられてよかった」

　エンディはおれの背中をどん、と押した。おれは見えないながらも、そちらに向かって全力で走る。

　あとでエンディに聞いたことだが──体格に劣おとり、非力な小妖人パルヴリングはその半面、敏びん捷しようで器用さにすぐれる。そうした特性を活いかし、錬金素材や薬剤ポーシヨンを組み合わせ、相手を無力化する闘法を駆く使しする者がいるのだという。

　すなわち、それこそが「小妖人パルヴリング錬金暗殺闘法」──だとすれば、自らが拠きよ点てんとする館の中はまさにホームグラウンド。虎とらの檻おりに踏み込むようなものだ！

「左に階段だ！」

　エンディが叫ぶのが聞こえる。おれは身体を丸め、身を躍おどらせた。




　──ズダダダダッ！




　そのまま、階段を一気に転げ落ちる。覚かく悟ごを決め、身体の体勢をしっかりと整えていたため致ち命めい的てきなダメージではないが、それでもかなり痛い。

「立て！　囲まれてるぞ！」

　エンディの声が聞こえ、おれは目を開いた。徐じよ々じよに視力が回復してきている。立ち上がり、目を開いたおれが見たのは、階段の上から追って来る猪鬼オークを牽けん制せいするエンディ、そして階下の広間ホールからおれたちを取り囲む猪鬼オークたち──と、その時──




　──ボッ！




　広間ホールの四よ隅すみから上がる、黄色い煙けむり──！

　見上げると、吹ふき抜けの上から女小妖人パルヴリングが顔を出しているのが見えた。と、すると、この煙は──

「……がっ!?」

　瞬しゆん間かん、脳のう髄ずいに走り抜ける強きよう烈れつなショック！　思わず眩暈めまいがし、おれは踏鞴たたらを踏む。




　──臭くさい！




　まさに鼻の曲がるような、強烈な悪あく臭しゆう！　卵の腐くさったような、溜ためこんで饐すえた糞ふん便べんに腐った酢すをぶっかけたような──わずかに吸っただけでせき込み、目まで開けていられないほどの、それは強烈な悪臭雲！

「……ぐっ……えっ……ぐ……」

　エンディもまた、片手で顔を覆おおって悶もだえている。そこへ──




　──ブゥン！




　容よう赦しやなく襲おそい掛かかる猪鬼オーク！　エンディが転がってそれを避さけるのが見えた。おれの方にも猪鬼オークの山刀マチエツトが飛んでくる！　おれは身体を開き、それを捌さばく！

「……んぐっ……！」

　その瞬間、おれはまた悪臭を吸い込んでしまい、おれはこみ上げる吐はき気けを抑おさえた。

　空手の動きは、すべてが「呼吸」と共に成り立っている。稽けい古こで身についた動きをとれば、それは必ず呼吸を伴ともなう。修練が積まれているほど、それは一体化した動きとなって全身に刷り込まれているのだ。「呼吸」を封ふうじることは、空手そのものを封じるに等しい。

　それをわかってやっているのかどうか──いずれにしろ、恐おそるべき戦術だと言える。

　猪鬼オークが手首を返し、山刀マチエツトを横に薙ないだ──

「……ッ！」

　おれは息を止めたまま、その脇わき腹ばらへ正せい拳けんを打ち込む！　カウンター気味に入った正拳で、その猪鬼オークは倒たおれた。周囲には、まだ何人もの敵──！




　──ヒュンッ！




　と、そこへ空気を鋭するどく切きり裂さく音──おれは反射的に身をひねる！




　──カッ！




　どこからか投げられた短剣ダガーが、床ゆかに突つき刺ささった。吹き抜けの上からペルムが投げているのだ──！

「猪鬼オークさんたちには毒と臭いが効かないんだけどぉ、あたしはやっぱ無理だから、ここから失礼するね！」

　立ち込める悪臭の霧きりの向こう側から、声がした。それと共にまた、飛び来る刃やいば。おれは身を躍らせ、それをかわす。が──

　目線の先に、広間ホールの出口。この雲から逃のがれるためにも、ガルディオフの言う「条件」のためにも、そちらへ向かいたいが──あのペルムの攻こう撃げきは、おれを入り口から遠ざけるように繰くり出だされている。

　事実、おれは猪鬼オークたちに囲まれ、壁かべ際ぎわへと追い込まれつつあった。エンディもまた、まともに戦えないまま逆側へ追おい詰つめられている。そこには先ほど、ギオが蹴けりで柱を砕くだいた跡あとが刻まれていた。

「この館の中でお兄ちゃんたちが勝てるわけがないの～。ほら、大人しく死んでよね～」

　ペルムの声がする。先ほど短剣ダガーを投げたのとは別の角度からだ。

　と、広間ホールの真ん中でもうひとつ、なにかが弾けた。そこから黒い煙が広がり、視界を遮さえぎる煙えん幕まく弾だん──！

　これが小妖人パルヴリング練金暗殺闘法──館の構造や罠わなを知り尽つくし、おれたちを無力化する絡からめ手を繰り出しつつ、死角からの奇き襲しゆうで追い込む。領域テリトリーに入り込んだ相手を確実に殺すための、それは冷れい酷こくで合理的な戦術──！　直接的な戦せん闘とう力りよくはそれほどでなくとも、ある意味であのギオ・ゴーチャ以上の強敵だ。

「……この館の中では、か」

　──つまり、おれたちが戦っている相手はこの館そのもの。ならば──

　おれは身体の中に残った酸素を集め、一いつ瞬しゆんのタメを作る。

「技を借りるぜ、ギオ・ゴーチャ！」

　おれは全身に巡めぐらせた力を一気に解放し、跳とんだ──！

「蜥蜴鬼人リザードマン式・柱砕き蹴り！」




　──バゴォッ!!




　広間ホールの天てん井じようを支える、丸太づくりの太い柱──近くにあったその１本を、渾こん身しんの後ろ蹴りが貫つらぬき砕く──！




　──メキッ──




　先ほどギオ・ゴーチャが破は壊かいした柱──そしてさらにもう１本の柱を失い、広間ホールの天井はその支えを失い、壁が崩ほう壊かいを始める！

「……もう一丁！」

　動どう揺ようする猪鬼オークたちの隙すき間まを縫ぬい、おれはさらにもう１本の柱へと走る。そして、充じゆう分ぶんに助走をつけた跳び蹴げりが、その柱をも砕く！




　──バキバキバキバキッ




　３階建てほどの高さの構造を支える柱を３本も失い──館はついにその自重に負け、天井が落下を始める！

　おれは混乱する猪鬼オークたちを尻しり目めに広間ホールの出口へと走り、身体からだごとそこへ飛びこんだ──！




　ズドオォォォン!!!!




　おれが外へと逃にげ出した直後、同胞団マフイアの館は完全に潰つぶれて崩壊した。

　おれはようやく、新しん鮮せんな空気を吸い込み、ほっと吐き出す。まったく、タチの悪い相手だった──あの女小妖人パルヴリングやガルディオフ、猪鬼オークたちのほとんどは残ざん骸がいの下だ。まぁ、死にはすまいが──勝負はおれの勝ちだ。

　周囲には、おれと共に逃げ出した数人の猪鬼オークが、館が潰れたのを目の当たりにし、呆あつ気けに取られていた。それに──

「……な、なんてことするんだ貴公という奴やつは……！　あやうく下した敷じきになるところだろうが！」

　──無事に逃げ出したらしいエンディもいた。

「あんたなら上手うまく逃げると思ったし、実際そのとおりだったろう？」

「そういう問題ではない！」

　──と、崩壊した館の上の方で、残骸が動いた。

「……てめぇ……てめぇって奴ぁ……」

　残骸を押しのけて、ガルディオフがそこに立ち上がる。おれは膝ひざのホコリを払はらい、その場に立ち上がる。

「……生きて館を出たぞ。なにか異論があるかね？」

「てめぇ……ッ!!」

　遠くからでもわかるほどに、ガルディオフはこめかみを震ふるわせていた。そしてガルディオフは、首から提げた髑どく髏ろ型の首くび飾かざりを手に取る。

「絶対に許さねぇ！　なにがなんでもブッ殺す！」

　髑髏の首飾りを首から引きちぎり、ガルディオフは頭上へと掲かかげる！

　──と、おれはその水すい晶しよう造りの髑髏が、ある特有の輝かがやきを放っていることに気がついた。

「あの髑髏……まさか!?」

　あの禍まが々まがしい雰ふん囲い気き、ほのかに光を纏まとうようなあの輝き。それは、おれも確かに見覚えのある──

「……神器アーテイフアクト！」

　ガルディオフは髑髏を高く掲げ、叫さけんだ。

「顕けん現げんしやがれ、ディディオレカスの水晶髑髏よ！」

















６．空手vs魔ま精せい霊れいスペクター






　──大気が、震えた。

　ディディオレカスの水晶髑髏──ガルディオフが手にしたその神器アーテイフアクトから禍々しい光が増ぞう幅ふくされ、あふれるように広がり出す。渦うずを巻くように広がる白い光が、エネルギーの奔ほん流りゆうを巻き起こす──！

「なんだ……！　一体なにが……ッ！」

　エンディが叫ぶ声が聞こえたが、おれには──異世界転移者であるおれには、理解できた。あれは──あれをおれは体験している。あれは、次元を超こえるエネルギーの輝きだ！

「う……うおぉぉぉ……!?」

　髑髏を手にしたガルディオフは、そこから巻き起こるエネルギーの洪こう水ずいに、思わず髑髏を取り落とした。が──髑髏は変わらず、その場に浮ふ遊ゆうしている。

　いつしかその髑髏の後ろに、「穴」が開いていた。いや、それは後ろなのか前なのか──空間そのものに開いた穴、それはまるで、髑髏を中心にした空間に別の空間が割り込んでいくかのような──




　──バグォォッ!!




　裂け目から、波動が走った。

　虚こ空くうに巨きよ大だいな石が投じられたかのように、そこから同心円状に広がる大気の波は紋もん。それはすでに残骸と化した館を、さらに砕きながら炸さく裂れつする。

　ガルディオフが弾はじき飛ばされ、館の残骸から転げ落ちた。そしてその後に──それがいた。

「あれは……一体……!?」

　なおも押し寄せる波動から身体をかばいながら、エンディが叫ぶ。

　それが一体なんなのか──その場で正確に理解できたものはいただろうか？

　それは確かに存在する。この目で見えもする──同時にこの視覚では捉とらえられない。人のごとき、魔神のごときその姿。その姿を確かに、おれたちは見ているが──しかしその姿は風景に溶とけ、どこからどこまでがその存在なのか、判然としない。

　まるで、空間そのものに投げられた、巨大な影かげ──その影が、吼ほえた──！




　──オロロォォォォン！




　それはまるで、死人が道連れを求めるような、禍々しい呼び声。その声と共に、その全身から放出される白い気。それらはひとつひとつが悲鳴のような音で空気を裂さきながら、縦横に飛び回る！

「……これは……ヤバいな……！」

　おれは身体を伏ふせ飛び交う白い気を避さけて走った。

　悲鳴をあげながら飛ぶ白い気が、中庭の低木へと突とつ進しんし、炸裂する──と、低木が瞬しゆん時じにその生気を失い、枯かれ果て崩くずれ落ちる！

「う、うわあああぁぁぁ！」

　逃げまどう猪鬼オークのひとりに、白い気が襲おそい掛かかる──！




　──バゥファッ！




　背を向け避けようとした猪鬼オークの脚あしに、白い気が触ふれた──と、その脚がみるみるうちに枯れ──！

「お、オレの脚がぁぁぁぁ！　ヒィィィィ！」

　腐くさりゆく自分の脚に、恐きよう慌こう状態になる猪鬼オーク！

「ちくしょう！　舐なめんじゃねぇぜ！」

　猪鬼オークのひとりが、手にした山刀マチエツトを振ふりかぶり、投げた──影の喉のど元もとへとまっすぐに飛んだその山刀マチエツトはしかし、影をすり抜ぬけて彼方かなたへと飛び去る──！

　影が、山刀マチエツトを投げた猪鬼オークへとその顔を向けた。そして、その眼め──なぜか、おれたちにはその眼が認識できた──が、猪鬼オークを見み据すえ、睨にらんだ──！

「……ァヒ……ハヒェ……」

　その眼から眼へ、射すくめられた猪鬼オークは身体を硬こう直ちよくさせる。そして眼を見開いたまま、その眼を逸そらすこともできず、涎よだれを口から垂らしてその場に膝をついた──その眼は恐きよう怖ふに耐たえきれず、正気を失っていた。

　影が再び、吼えた──

「うあぁぁ……!?　ああぁ……！」

　ガルディオフは尻しりもちをついた姿勢のまま、その影を見上げ震えていた。

　そして、影が──ガルディオフを見た。

　影の周囲を飛ぶ白い気が、一いつ斉せいに、ガルディオフへと飛ぶ──！

「……くっ！」

　おれは地を蹴けり、跳とんだ。硬直して動けずにいるガルディオフの身体に組み付き、共に転がる！




　──ボウゥフ！




　おれの背後で、白い気が弾はじけた。振り向くと、そこにあったはずの草の生えた大地は、灰の塊かたまりと化していた。

「……!?　てめぇ、なぜ……」

「いいから立て！」

　おれはガルディオフの腕うでを摑つかみ、引っ張りあげた。その時、その「影」がおれたちの頭上に迫せまり──見上げると、影がその手をこちらへと振り上げ──




「……聖なる掌ホーリー・グラスプ！」

　──バシィィッ!!




　黄色い光と共に音が弾け、影が後ずさった。エンディがその影へと跳びかかり、掌しよう底てい突づきのような形で魔法の波動を叩たたきつけていた。

「……やはり！　聖光魔法なら退しりぞけられるか……！」

　エンディはおれとガルディオフをかばうように立つ。

「エンディさん、あれは……!?」

「私も詳くわしくは知らないが、おそらくは魔精霊スペクターと呼ばれるもの……次元の狭間はざまに漂ただよう死者の怨おん念ねんの塊だとも、意思を持った不ふ浄じようのエネルギーだとも言われているが……おい、ガルディオフ！」

　エンディはガルディオフに怒ど鳴なる。

「あの髑髏、なんなんだ!?　お前が出したんだろう、なんとかしろ！」

「……あ、あれは……最近手に入れたもので、オレも初めて使って……」

「……制せい御ぎよできずに暴走したわけか」

　その影──魔精霊スペクターはその体勢を立て直し、再び、吼えた。エンディが唇くちびるを嚙かむ。

「聖光魔法は不得手だ……私のレベルでは致ち命めい傷しようを負わせられない。強力な攻こう撃げき魔法か、高位司祭の不浄返しターン・アンデツドでもないと……」

「……だが、なんとかしないわけにはいかないな」

　おれは立ち上がり、ガルディオフに声をかける。

「あんたは退さがってろ」

「……まさかおめぇ、アレと戦うんか!?」

「そうせざるを得まい」

　おれは前に進み出て、足を肩かた幅はばに広げた。後ろでガルディオフが喚わめく。

「なぜだ!?　なぜてめぇはそんな……それになぜ、オレを助けて……」

「……そうすべきだと思ったことをする。それが空手だ」

「……！」

　おれは魔精霊スペクターに正面から相対した。そして──背後のガルディオフへ肩かた越ごしに声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶだ……空手を信じろ！」

　おれは両手を頭上に掲かかげ──ゆっくりとそれを降ろし、構えた。




　魔精霊スペクターが、吼えた。

　その姿は巨大な魔神のそれ──しかし、その実態は視覚としてはっきりと捉えられない。

　いや、姿だけではない──そもそも、打撃の通じない相手。さすがにこればかりは、おれの空手人生の中でも初めての体験だ。

　だが、退ひくわけにいかない闘たたかい──それ自体は初めてというわけではない。やるべきことは──同じだ。

「エンディさん、猪鬼オークたちを助けてやってくれ。おれはあいつの相手をする」

「どうするつもりだ……？　いくらカラテでも、触さわることのできない相手に……」

「注意を引き付けることくらいはできるさ」

「……まぁ、今さら心配する気もないが……気をつけろよ」

　エンディはガルディオフを立たせ、他の猪鬼オークを助けに走った。

　おれは構えたまま、魔精霊スペクターに向かい、叫さけぶ。

「さぁ来い！　お前の相手はこのおれだ！」

　どうやら、実体はなくとも声を聞き分けることはできるようだ──魔精霊スペクターはこちらに意識を移す。その顔らしき箇か所しよの、眼らしきもの──それが開き、おれの眼を覗のぞき込んで、光った──！

「……！」

　おれはその攻撃──相手の脳裏に恐怖を焼き付ける魔の睨み──を受け流した。




　半はん眼がん──立ち合いの際には目を半分ほどに開き、相手のどこか一カ所に注視するのでなく、遠くの山を見るような気持ちで全体を見る。それが「遠山の目付け」の極意である。

　相手に吞のまれず、動きに惑まどわされず、自分のペースを保つことは立ち合いの重要な心構えのひとつだ。見ようとするから、相手に吞まれる。眼から眼へと「恐怖」を叩き込んで相手を恐慌状態にするこいつの技──見るとはなしに全体を見る、武道の心構えの前に精神攻撃は通用しない。

「……てぁぁぁーっ!!」

　おれは地を蹴り、跳んだ──そして跳び蹴りで魔精霊スペクターへと蹴りかかる！　しかし──




　──ブン！




　おれの蹴りは魔精霊スペクターの身体からだを突つき抜け、反対側の地へと落ちた。わかってはいたが、やはり打撃は通り抜けるのだ。そして──

「……くっ……!?」

　おれは着地の瞬しゆん間かん、思わず片かた膝ひざをついた。通り抜けた瞬間に感じた、おそろしい寒気──力が奪うばわれるかのような感覚。全身に鳥とり肌はだが立っていることに、おれは気がつく。




　──オルルォォォォン！




　断だん末まつ魔まの嘆なげきのごとき魔精霊スペクターの叫びと共に、白い気が吐はき出される。触れれば一瞬で身体が腐り落ちる瘴しよう気きの弾だん丸がん──！　白い気は縦横に飛び回り、おれに襲い掛かる──！

「……だが、遅おそい！」

　おれは身体を捌さばき、その弾たまをかわす！

　触れるだけで身体が枯れ落ちるこの攻撃──受け技で防げばその腕が腐るこの気弾。それは確かに厄やつ介かいだが、しかし──０．１秒で到とう達たつするボクサーのパンチなどに比べれば、大きな軌き道どうを描えがいて襲い掛かるこんな大振りの攻撃テレフオンパンチは止まっているも同然──避さけるのは造作もない！

　十数もの気弾をかわしながら、おれは相手を見る──先ほど飛び蹴りで通り抜けたときの感覚。力を奪われるあの感じ──それはこの相手が、身体を持たずとも、存在はしていることの証。

　おそらく、こいつの本質は不浄なるエネルギーの塊。だとすれば、どうするか──！

『聖光魔法は不浄や歪ゆがみを清め、その存在をあるべき状態へと整えます』

　おれはウィルマがそう語ったことを、そして、彼女にかけられた治療魔法ヒールのあの感かん触しよくを思い出す──その聖光魔法が、こいつに対して有効なのだとすれば。

　最後の気弾をかわし、おれは距きよ離りを取った。そして、肩幅に足を構え、重心をまっすぐにし──「不動立ち」の構えで立つ。そして両の腕を額の前で交差させ、息を吸い──

「……はぁぁぁぁぁッ！」

　交差させた腕を降ろしながら、臍へその下──「丹たん田でん」へと溜ためた呼吸を、一気に──吐き出す！

「息い吹ぶき」──稽けい古この際に必ず行う、空手基本の呼吸法。体内に溜まった古い息をすべて吐き出し、清せい浄じような呼吸を身体に巡めぐらせる。身体の中心である丹田に気を溜め、全身に巡らせて身体を整え、「腹」を「肚はら」へと変える──

　おれは目の前の相手を見た。

　そこに存在する、意思を持ったエネルギーの塊──魔精霊スペクターとして蠢うごめくその気の流れ。その中ちゆう枢すうが今、見えた──！

　おれは地を蹴り、跳ぶ──

　不定形なエネルギー体であろうとも、必ずそこには重心が存在する。そこへと向かって跳んだおれは、全身のバネをその右の手に──正せい拳けん突づきの直進する動きへと変え、放つ──！




　──パァァン!!




　拳こぶしが空を裂さき、大気が弾け──そして魔精霊スペクターの身体が、引き裂かれて飛び散った──！




　──空手の「息吹」は神道にその起源を発するという。身体に溜まった悪いものをすべて出し切り、新しん鮮せんな気を体内に取り入れ清めるという技法──それにより清められた気。音速を超こえる速度で叩きつけられたその拳、それが生み出す衝しよう撃げき波はが、魔精霊スペクターの身体を弾いて散らす。

　不浄なる気を清め、整えてあるべき姿とすることにその理がある聖光魔法。だから回復魔法などに得手があるわけだが──身体の外と中という違ちがいはあれど、空手の「息吹」であれば、同じことが可能となる！




「……いや、まだだ！」

　エンディの叫ぶ声が聞こえた。

　飛び散った不浄のエネルギーが、渦うずを巻いていた。その中心に、魔精霊スペクターの身体から露ろ出しゆつしたディディオレカスの水すい晶しよう髑どく髏ろが浮ういている。やはり、あの神器アーテイフアクトが魔精霊スペクターの中ちゆう核かく──！

　おれはその髑髏へと向き直った。禍まが々まがしい輝かがやきを放つ、晶しよう石せきの頭ず蓋がい骨こつ──こいつにとどめを刺さすには──！

　おれは腕を振ふり上げた。その指を拡ひろげ、五指を曲げる。そしてそのまま──

「かぁぁーっ！」

　五本の指を頭蓋に突き立てるようにして──その指先が、ディディオレカスの水晶髑髏の頭頂前部を叩たたく！




　泉せん門もん殺さつ──またの名を六ろつ波ぱ返がえし。相手を確実に死に至らしめる、古流の殺法のひとつ。

　いくつかの骨が組み合わさって形成される頭蓋骨の継つぎ目めを、５本の指先で突く──外からの打撃で頭蓋の継ぎ目を外して骨を分解し、人体を内側から破は壊かいする、それは恐おそるべき殺人技──！




　──カッ!!
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　ディディオレカスの水晶髑髏は割れ、その中から光が噴ふん出しゆつする──と同時に、髑髏はその力を失い──音を立てて地に、落ちた。

「……ふぅぅ……」

　おれは残心を取りながら、息を吐き出した。大変な闘いだった──なにしろ、これまでの組手の常識が一切通用しない相手である。こうした相手との闘い方については、この世界でまだまだ学ぶことがありそうだ──

「……これが、カラテ……」

　──振り向くと、ガルディオフと他の猪鬼オークたちが、こちらを見守っていた。その傍かたわらにはエンディもいる。

　おれは残心を解き、彼らへと向かって歩み寄った。ガルディオフが口を開く。

「……命を助けられちまった以上、あんたと敵対はできねぇ。あんたからは手を引かせてもらう……それに、エルフの村もだ」

「……申し出を受け入れよう」

　おれはそう言って、エンディに向かって頷うなずいた。エンディは肩かたをすくめる。

　──と、ガルディオフが言いにくそうに言葉を継ぐ。

「……なぜオレを助けた……？　オレぁあんたを殺そうとしたのに、そんな相手のために、なぜ命を張れるんだ……？　お前はなんなんだ？」

　ガルディオフは頭を振った。

「カラテとは……一体なんなんだ……？」

　おれはガルディオフを見た。

　暴力でこの世界を生きてきた男──生きるために、仲間を守るために、奪われないために、奪うために──その力を求め、そして「猪鬼同胞団オーク・マフイア」を作り上げたその男に、かけるべき言葉、それは──

「……言っただろう。そうすべきだと思ったからだ」

「そうするべき……？」

　おれは戸と惑まどった顔の猪鬼オークたちを見まわし、言葉を継ぐ。

「誰だれかを屈くつ服ぷくさせ、自分の意を通すための力……そのために、誰にも負けない力を手に入れる。だが、もし自分より強い誰かが現れれば、今度は自分が屈服させられ、奪われる番だ。そうしてより強い力を求め続ければ……その先には破は滅めつしかない」

　そうやって、ついには滅ほろびかけた世界もある──おれは拳を見ながら続けた。

「空手は……武道というのはそうじゃない。誰かを押さえつけるのではなく、押さえつけられても負けないこと、それが武道だ。弱い者から強い者が奪う……そんな世界の理ことわりから自由になること、奪わなくても奪われない。そのための技、そのための知ち恵えを身につけることだ」

「奪わなくても、奪われない……？」

「ガルディオフさん」

　おれは正面からガルディオフを見た。

「空手、やってみないか？」

「オレが、カラテを……？」

　おれは頷いた。

「あんたたち同どう胞ほう団だんが、生きるためにその力を使い、亜人種デミ・ヒユーマンたちの共同体となってきたことを否定する権利など、おれにはない。それは必要なことだったんだろうと思う。だけど……これからはもっといいやり方が、きっとある。誰かを押さえつけ、恨うらみを買うのでないやり方……暴力の比べ合いから抜ぬけ出だすやり方が」

　ざわめき、顔を見合わせる猪鬼オークたち。おれは彼らにも聞こえるように、話をした。

「相手が自分よりどれだけ強くても、自分も負けないんだ。それが武道だ」

「ブドー……」

　ガルディオフは俯うつむき、なにかを思い巡らせていた。

　──と、その時、猪鬼オークの中のひとりが呟つぶやくように言った。

「オレ、やってみたい」

　それを皮切りに、あちこちからオレも、オレも、という声が上がり始める。猪鬼オークたちは顔を見合わせ、頷きあっていた。

　ガルディオフが顔を上げた。

「……あんたにここまでコテンパンにされちまったらよぅ、オレの稼か業ぎようはどの道、これまでだ。もうオレは『力』で支配を続けらんねぇ」

　ガルディオフはおれの目を見て、言った。

「もし、そんな嚙かみつきあいみたいな渡と世せいから抜け出す方法があるってんならよぅ……カラテ、教えてくれよ、『神の手デイバイン・ハンド』の旦だん那な」

　猪鬼オークたちがざわざわと騒さわぎ始めた。館が潰つぶれ、魔精霊スペクターにやられた者もいる、まさに力で完全に負けた状じよう況きよう──だがその目は、これからの生活に希望を見み出いだしているようだった。

「……まったく、人がいいというかなんというか」

　エンディがおれの隣となりに来て言った。眉み間けんに皺しわを寄せてはいるが、その眼めは笑っていた。




　　　　＊　＊　＊




「正拳上段突づき、構え！」

　おれの掛け声に合わせ、目の前に並んだ猪鬼オークたちが懸けん命めいに拳を振る。その中にはガルディオフも、あの女小妖人パルヴリング・ペルムもいた。ギオ・ゴーチャは「自分で腕うでを磨みがく」というようなことを言って立ち去っていった。おれもその方がいいと思う。

「もっと声出して！　セィヤッ！」

　猪鬼オークたちに交じって、ウィルマも稽古に参加していた。今や猪鬼同胞団オーク・マフイアの姉弟子である。後こう輩はいができれば、その技術の身につき方も変わるものだ。彼女にとってもいいことだと思う。

　戦うことに慣れている猪鬼オークたちはなかなか筋がいい。だがそれだけに、おれは基本を丁てい寧ねいに教えた。構え方、呼吸法、そしてそれらの意味。そしてなによりも、私し闘とうに空手を使わないこと。弱者を守ること。

　空手の、武道の精神が猪鬼オークたちにどれだけ伝わるのだろうか──そんな不安もあったのだが、猪鬼オークたちは存外素直だった。元々、素そ朴ぼくな性格ではあるのだ。強いもの、意義があると認めたものには全力を以もつてそれに従う。

[image: ]

　館の残ざん骸がいを片付けたあとが、露ろ天てん道場になった。亜あ人じん街に住む他の亜人種デミ・ヒユーマンたちも集まり始めていた。

「……よし、やめ！」

　基本の稽古をひととおり終えて休きゆう憩けいに入る。猪鬼オークたちは休憩の間もそれぞれ熱心に、習った技をお互たがい確認し合ったりしていた。

「姐ねえさん、この受け技はどうすれば……」

「えっと、わたくしはこのようにしています」

　猪鬼オークにも分わけ隔へだてなく接し、面めん倒どう見みよく教えるウィルマは、あっという間に弟弟子たちから慕したわれるようになっていた。

「もうすっかり先せん輩ぱいだな」

「先生……！　そんな、からかわないでください」

　顔を赤くするウィルマの周りで、猪鬼オークたちが声をあげる。

「先輩どころじゃねぇ！　姐あねさんはオレたちの女神、いや太陽だ！」

「そうだそうだ！　姐さんのためならオレたちゃ命も惜おしくねぇぜ！」

「え……えっと……」

　どうもすでに親衛隊フアンクラブめいたものまであるらしい。

「……命が惜しくない、などと言わないでください。わたくしのために皆みなさんが傷ついたら悲しいですから……」

「……ね……姐さん……ッ！」

　──おかげで、この治安の悪い亜人街にあってもウィルマの身は安全なようだ。心配の種はなくなったが、これでよかったのかは若干悩なやむところではある。




「だんだん形になってきましたね」

　猪鬼オークたちの輪から離はなれて木こ陰かげで一服していると、稽けい古こを見学していたソークが声をかけてきた。

「基本の動きを繰くり返かえし稽古する……このような整理された技術体系は古流ハイエルフ魔ま法ほう柔じゆう術じゆつにはない。学ぶべきところがあるように思います」

「学んだ者が皆、強くなれる技術、知恵……それが武道だからな。きっとあなたなら、エルフ柔術をさらに進化させることができる」

　ソークは頷き、微笑ほほえんだ。

　その傍らに、フードを目深に被かぶった男が立っていた。フードの奥から、男が口を挟はさむ。

「猪鬼同胞団オーク・マフイアはこれから、本当の意味で同胞団となっていけるかな」

「……人間との利害の衝しよう突とつは、しばらくなくならないだろうな」

　亜人種デミ・ヒユーマンたちへの風当たりは強い。それに、本当の意味で平和になるためには、この亜人街が経済的にも安定する必要がある。猪鬼オークたちから暴力を奪うばうことで、彼らの生活を奪うのでは同じことの繰り返しなのだ。

「すぐに解決できることではない。だが……きっと変わっていける。空手の精神が必ず生きると、おれは信じたい」

　フードの男が頷いた。

「俺の方でも力は尽つくす。抵てい抗こうは相変わらず、多いけどな」

　そう言って男は踵きびすを返した。おれは立ち去る彼の背中に、声をかける。

「期待しているよ……ウィルヘルム」

　この国の王は片手を挙げてそれに応え、立ち去って行く。彼には彼の闘たたかいが待っているのだ。

「……奪うことなく、奪われない。他者を否定せず、自己を貫つらぬく力、か」

　ソークが呟くように言い、こちらに顔を向けた。

「しかし……ならばなぜ、あなたは戦っているのです？　あなたが究めようとしているものとは、一体なんなのですか？」

　空手の可能性を追求し、究め続ける──それはおれ自身の望み。使命。

「……強い奴やつがいたら、戦わずにいられない。それはあんたも同じじゃないか？」

「……」

　ソークは黙だまっていた。おれは口を開き、言葉を継ついだ。

「……ある人と、約束したんだ。その人は運命に抗あらがえず、その道を絶たれた」

　おれはその時の光景を思い出していた。白い部屋に置かれたベッド。窓から差し込む柔やわらかい光。土気色にやせ細った顔、大きな硬かたい拳こぶしの感かん触しよく──

「……おれなんかより遥はるかに強い人だったんだ。それでも、運命には勝てなかった。理り不ふ尽じんで残ざん酷こくな、この世界の定めた運命に……」

「……では、その人のために……？」

「いや……」

　おれはジャヴィドのことを思った。

　運命を憎にくみ、それを変えるための力。世界を創りかえ、その行く末を左右できる無限の力──それを求めた男。

　猪鬼オークたちに空手を教え始めたのも、おれ自身が可能性を信じたかったからかもしれない。世界に、運命に、人はどれだけ抗えるのか。

　そして、おれ自身が──どれだけ抗えるのか。無限の力を求めるジャヴィドに、おれは勝てるのか。

　おれは亜人街の空を見上げた。二つの太陽が作り出す夕陽が、複雑なグラデーションを地平線に投げかけていた。

　その夕陽の下で、ウィルマ姫ひめが快活に笑っていた。
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　子どものころ、よく同級生とケンカをしました。ちょっとしたことで怒おこり、摑つかみ合い、殴なぐり合いのケンカになっては、親や先生に𠮟しかられたものです。その中で、個別の事情を顧かえりみない「暴力は絶対的に悪である」という怒おこられ方には疑問を感じることもありました。

「暴力はいけない」──それはもちろんそのとおり。しかし、当時は折しも、ドラゴンボールや聖闘士星矢セイントセイヤといった格かく闘とうアクションものがブームで、僕を含ふくめ子供たちはみんな夢中になり、そしてその真似をして遊んでいました。

　暴力はいけないということと、カッコいい闘たたかいのドラマへの憧あこがれという矛む盾じゆんにどう折り合いをつければいいのか。これは当時の僕にとってだけでなく、ある種普ふ遍へん性せいを持った命題だったようにも思います。

　その後、武術にのめり込んだのも、また大学で歴史学を専せん攻こうし、歴史上の犯罪や民衆の暴力をテーマに選んだことも、この問題意識によるものだったかもしれません。




　本作はＳＮＳ上で作家仲間とやり取りしていた大喜利ネタ発言から生まれました。

　出発点こそ冗じよう談だんからではありましたが、実際に小説作品として執しつ筆ぴつを開始したことで、僕は再び自身のこの問題意識と向き合うことになり、そしてそこにひとまずの決着をつけることができたように思います。

　そんな作品が、第３回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト・異世界ファンタジー部門で特別賞を受賞し、晴れてデビュー作として世に出ることになったということには、大きな喜びと共に一いち抹まつの気き恥はずかしさを感じています。

　本作品の執筆に際し、アイデアや下読み等でご協力をいただき、また背中を押してくれた作家仲間たち、空手やその他の武術、小説、シナリオなどを学んだそれぞれの先生方、ＷＥＢでの連れん載さいを応おう援えんしてくれた読者の皆みなさん（いただいたコメントから採用したアイデアもたくさんあります）、また、コンテストの選考に関わった方々および、ファンタジア文庫編集部の皆様に心からの感謝を申し上げます。




　空手バカの闘いの旅はまだまだ続きます。

　その旅が願わくば、今現在どこかで思い悩なやんでいるかつての僕へと届きますように。
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